
英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
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周
辺
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加
藤
・
菊
池
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（
八
五
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺

│
「
英
国
法
は
大
学
で
教
え
る
こ
と
が
可
能
か
？
」

│Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー　

著

加　

藤　

紘　

捷　
　

訳

菊　

池　

肇　

哉　
　
　

訳
者
解
題

今
回
翻
訳
の
対
象
と
し
た
本
論
文
は
、
一
八
八
三
年
四
月
二
一
日
に
ダ
イ
シ
ー
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
い
て
始
め
て
コ
モ
ン
・

ロ
ー
を
専
門
に
講
ず
る
「
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
」
に
「
就
任
」
し
た
際
の
「
特
別
記
念
講
演
論
文
」（A

n inaugural lecture

）
で
あ
る
。

オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
就
任
記
念
論
文
」
は
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
三
〇
頁
程
度
の
独
立
し
た
赤
い
小
冊
子

八
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
八
六
）

と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
今
回
の
訳
の
底
本
も
、
講
演
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
の
「
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
」
か
ら
独
立
冊
子
と
し
て
出
版

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
訳
者
ら
が
今
回
翻
訳
の
対
象
と
し
て
使
用
し
た
同
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
の
刊
本
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
中
央

図
書
館
と
し
て
著
名
な
ボ
ド
リ
ー
図
書
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
電
子
化
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
「
就
任
記
念
論
文
」
は
、
訳
者
ら
が
最
初
に
訳
出
し
た
、
一
九
〇
九
年
に
、
ダ
イ
シ
ー
が
「
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
」
を

（
一
九
〇
九
年
に
）「
離
任
」
す
る
際
に
講
演
し
て
残
し
た
「
特
別
記
念
講
演
論
文
（「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
英
法
釈
義
』」）（
以
下
単
に
「
離
任

記
念
論
文
」
と
称
す
る
。
な
お
、
就
任
・
離
任
論
文
と
も
原
文
で
は
区
別
な
くinaugural lecture

と
称
さ
れ
る
）
と
言
わ
ば
「
対
と
な
る
」
も
の

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
両
論
文
は
、
ダ
イ
シ
ー
の
「
大
学
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
教
授
活
動
」
た
る
「
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
」
と
し
て

の
活
動
を
は
さ
み
対
峙
す
る
、
謂
わ
ば
、
狛
犬
の
「
阿
形
吽
形
」
で
あ
り
、「
最
初
で
あ
り
、
終
わ
り
」
で
あ
る
。

訳
者
ら
に
と
っ
て
は
「
驚
く
べ
き
」
こ
と
に
、
細
部
に
留
意
し
な
が
ら
、
両
論
文
を
比
較
考
察
し
て
い
く
と
、
両
者
に
は
対
応
す
る
部

分
が
非
常
に
多
く
、
本
論
文
で
必
ず
し
も
筆
を
尽
く
せ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
所
説
や
、
十
分
に
紹
介
し
き
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
学

者
名
・
著
作
品
な
ど
は
離
任
記
念
論
文
で
あ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
英
法
釈
義
』」
と
比
較
・
併
読
す
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
が
深

ま
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
可
能
な
範
囲
内
で
訳
注
内
で
も
言
及
す
る
つ
も
り
で
い
る
の
で
参
照
頂
き
た
い
。）

読
者
諸
氏
は
、
当
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
「
就
任
記
念
論
文
」
と
既
に
訳
出
し
た
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
「
離
任
記
念
論
文
」
と
の
間
に
は

二
六
年
も
の
長
き
歳
月
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
よ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
論
の
「
精
緻
化
」
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

基
本
的
な
一
九
世
紀
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
学
の
「
現
状
認
識
」
に
は
、
大
学
者
ダ
イ
シ
ー
ら
し
い
骨
太
の
「
同
一
性
」
と
「
一
貫
性
」
が
看

取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
就
任
記
念
論
文
の
掉
尾
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
に
つ
い
て
短
く
触
れ
ら
れ
る
が
、
離
任
記
念
論
文
で
は
前
者
と
違
っ
て
そ
の

（
i）

（
ii）

（
iii）

八
六



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
八
七
）

構
造
が
裏
返
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
英
法
釈
義
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
。
周
知
の
通
り
、
こ
の
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
こ
そ
は
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
を
大
学
で
教
育
し
始
め
た
英
国
に
お
け
る
法
学
教
育
の
伝
統
中
の
変
換
点
・
特
異
点
と
も
言
い
う
る
人
物
で
あ
り
、
辞
任
講
演
で
の

『
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
論
』
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
「
評
価
の
浮
沈
」
に
関
係
づ
け
た
、「
背
景
・
ネ
ガ
」
と
し
て
の
一
八
世
紀
か
ら
一
九

世
紀
の
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
学
の
進
化
の
俯
瞰
図
」
で
も
あ
っ
た
と
も
言
い
得
る
。

一
九
世
紀
初
頭
の
『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
』（
一
八
〇
四
年
）
の
成
立
と
、
そ
れ
に
続
く
フ
ラ
ン
ス
法
学
の
隆
盛
、
本
論
文
で
ダ
イ
シ
ー
が

「
そ
の
方
面
に
注
意
を
向
け
た
こ
と
の
あ
る
者
な
ら
み
な
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
「
占
有
理
論
」
が
英
国
法
の
様
々
な
難
問
を
解
決
し
た
こ
と

を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
理
論
は
「
時
効
に
よ
る
権
原
取
得
」（title by prescription

）
の
諸
準
則
を
明
確
化
し
、「
ト
レ
ス
パ
ス
」
の
本
質

や
、「
動
産
侵
害
訴
訟
」（action of trover

）
に
関
わ
る
原
則
な
ど
明
ら
か
に
技
術
的
な
諸
問
題
に
光
を
投
げ
か
け
、「
本
拠
地
法
」（the 

law
 of dom

icile

）
を
論
理
的
に
一
貫
し
た
全
体
へ
と
構
成
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
奇
妙
な
こ
と
に
、『
詐
欺
防
止
法
』（S

tatutes of 

F
rauds

）
第
一
七
節
と
い
う
、
よ
く
学
ば
れ
て
き
た
「
あ
る
制
定
法
」
に
お
け
る
「
難
題
」
の
、
少
な
く
と
も
一
つ
を
、「
理
解
可
能
」

に
し
た
の
で
あ
る
。」
と
言
及
し
て
い
る
同
世
紀
初
頭
の
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
占
有
法
』（
一
八
〇
三
年
）
や
、
ダ
イ
シ
ー
に
影
響
を
与
え
た
と

し
て
知
ら
れ
る
「
法
理
学
の
祖
」
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
ド
イ
ツ
留
学
中
に
影
響
を
与
え
た
チ
ボ
ー
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
体
系
』（
一
八
〇
三
年
）

『
ロ
ー
マ
法
の
論
理
的
解
釈
』（
一
八
〇
四
年
）
な
ど
の
諸
論
考
。
こ
れ
ら
は
、「
法
典
ベ
ー
ス
」
の
「
現
代
の
法
律
学
」
に
ま
で
つ
な
が
る

新
し
い
「
科
学
と
し
て
の
実
定
法
学
」
で
あ
っ
た
。
英
国
に
お
け
る
ベ
ン
サ
ム
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
へ
の
攻
撃
と
、
そ
れ
に
つ
づ
く

功
利
主
義
者
達
の
立
法
改
革
運
動
、
そ
れ
に
符
合
す
る
か
の
よ
う
に
そ
の
後
「
法
の
社
会
化
」
を
促
進
し
た
立
法
に
よ
る
法
改
革
は
、
か

か
る
国
際
潮
流
に
対
応
し
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
近
代
化
へ
の
試
行
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
英
国
で
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
各
分
野
で
の
「
理
論
化
」「
体
系
化
」
は
、
学
者
の
論
理
的
思
考
分
析
を
経
ず
、

（
iv）

（
v
）
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
八
八
）

専
門
教
育
を
「
法
曹
学
院
」
に
任
せ
て
い
た
た
め
立
ち
遅
れ
て
い
た
と
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ダ
イ
シ
ー
は
、「
我
々
の
〝
法
学
作
品
改

革
の
要
請
〞
と
い
う
も
の
は
正
当
に
最
も
注
目
す
べ
き
〝
知
的
運
動
〞
も
し
く
は
〝
改
革
〞
と
呼
び
得
る
現
象
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
。
こ

の
三
〇
年
間
で
三
人
の
天
才
が
法
学
研
究
に
新
た
な
衝
撃
を
与
え
て
き
た
。」
と
述
べ
、
か
か
る
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
学
の
理
論
化
の
革

新
」
の
立
役
者
と
し
て
、
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
（H

enry Jam
es S

um
ner M

aine, 1822-1888

）、
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（John A

ustin, 

1790-1859

）、
ト
ー
マ
ス
・
マ
コ
ー
レ
ー
（
マ
コ
ー
リ
ー
と
も
）（T

hom
as B

abington 

﹇or B
abbington

﹈ M
acaulay, 1st B

aron M
acaulay, 

1800-1859

）
の
三
者
を
挙
げ
て
い
る
。
奇
し
く
も
、
そ
の
内
、
メ
イ
ン
『
古
代
法
』
初
版
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
『
法
理
学
の
領
域
の
確
定
』

の
サ
ラ
夫
人
の
手
に
よ
る
第
二
版
は
同
じ
一
八
六
一
年
（
ダ
イ
シ
ー
は
当
時
二
六
歳
で
あ
る
）
に
出
版
さ
れ
た
が
、
離
任
記
念
論
文
の
方
で

は
、
ダ
イ
シ
ー
は
こ
の
年
を
「
法
学
革
命
」
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。

ダ
イ
シ
ー
に
と
っ
て
英
国
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
学
問
化
は
あ
く
ま
で
も
一
九
世
紀
後
半
、
自
己
の
青
年
期
に
な
っ
て
初
め
て
花
開
い
た
ば

か
り
の
新
し
い
改
革
運
動
で
あ
っ
た
。

本
論
文
で
は
、「
科
学
と
し
て
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
」
の
英
国
に
お
け
る
成
立
へ
の
情
熱
が
一
貫
し
て
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
大
学
に

お
け
る
法
学
教
育
の
使
命
」
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
議
論
に
は
、
ダ
イ
シ
ー
よ
り
九
歳
年
上
で
、
当
時
の
ハ
ー
バ
ー
ド
・

ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
主
に
一
八
七
〇
年
代
か
ら
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
教
育
を
牽
引
し
て
い
た
ラ
ン
グ
デ
ル
（C

hristopher 

C
olum

bus L
angdell, 1826-1906

）
の
「
科
学
と
し
て
の
法
学
」（law

 as science

）
論
の
影
響
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ダ
イ

シ
ー
の
視
座
は
、
よ
り
浩
瀚
で
、
本
論
文
で
は
、
法
系
を
超
え
て
、
大
陸
法
学
の
ポ
テ
ィ
エ
や
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
ま
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
貫
し
て
そ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
法
全
体
の
体
系
的
把
握
」、「
法
原
則legal principle

」
の
強
調
、「
法
律
用
語
の
定
義
の
明

確
化
」
で
あ
る
。
ダ
イ
シ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
、
大
学
に
よ
る
「
講
義
」
で
磨
き
ぬ
か
れ
た
「
理
論
書
」（treatise

）
の
構
築
に
よ
っ

（
vi）

（
vii）
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
八
九
）

て
の
み
な
さ
れ
、「
法
典
編
纂
」
も
そ
の
延
長
線
上
で
あ
る
と
唱
導
さ
れ
る
。

先
に
あ
げ
た
「
法
原
則
」
の
強
調
・
把
握
の
必
要
性
に
関
し
て
、
ダ
イ
シ
ー
は
当
時
の
「
判
例
集
」
に
お
け
る
あ
る
欠
点
に
関
し
て
コ

モ
ン
・
ロ
ー
法
律
家
独
自
の
視
点
で
、
今
日
で
は
看
取
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
、
非
常
に
示
唆
的
か
つ
鋭
い
指
摘
を
し
て
い
る
の
で
、
本

邦
訳
の
中
か
ら
以
下
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
こ
の
悪
徳
と
い
う
の
は
、『
例
外
』
や
『
非
典
型
的
事
例
』
に
際
限
無
く
注
意
を
注
ぎ
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
「
例
外
」
が
言
及
し

て
い
る
よ
り
重
要
な
『
規
範
』
や
『
法
準
則
』
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
欠
陥
の
大
本
の
理
由
は
、

英
国
法
は
『
判
例
』
を
根
拠
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
す
べ
か
ら
く
『
判
例
集
に
収
録
さ
れ
た
判
例
』
と
い
う
も

の
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
何
ら
か
の
意
味
で
『
あ
る
一
般
原
則
の
例
外
』
で
あ
る
と
い
う
そ
の
事
実
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

我
々
英
国
の
法
律
家
は
み
な
、
あ
る
高
名
な
法
曹
が
名
づ
け
た
よ
う
に
『
当
然
の
こ
と
と
し
て
み
な
さ
れ
た
法
』
に
多
く
依
拠
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
『
当
然
の
こ
と
と
し
て
み
な
さ
れ
た
法
』
と
い
う
言
い
回
し
こ
そ
、
記
録
さ
れ
た
様
々
な
例
外
事
例
か
ら
の
推

論
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た
「
法
科
学
」
の
一
般
原
則
に
他
な
ら
な
い
。（
旧
来
の
英
国
法
の
）
教
科
書
は
例
外
を
繰
り
返
し
、
様
々
な
一
般
原

則
に
注
意
を
払
う
こ
と
を
概
し
て
省
略
し
て
い
る
。」

最
後
に
、
ダ
イ
シ
ー
の
か
か
る
問
題
意
識
の
背
景
と
し
て
、
一
八
三
〇
年
代
か
ら
一
八
九
〇
年
代
に
ま
た
が
る
一
九
世
紀
を
通
じ
た
コ

モ
ン
・
ロ
ー
に
対
す
る
議
会
に
よ
る
「
立
法
改
革
」
と
平
行
し
て
、「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
教
育
改
革
」
が
、
一
九
世
紀
中
、
常
に
議
論
の
俎

上
に
上
が
っ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
教
育
は
、
ま
さ
に
ダ
イ
シ
ー
の

（
viii）
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
九
〇
）

登
場
（
一
八
八
三
年
）
ま
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
以
降
停
滞
状
態
に
あ
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
最
初
の
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
（U

niversity C
ollege L

ondon: U
C
L

）
で
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
エ
イ
モ
ス
（A

ndrew
 A
m
os

）
が

一
八
二
八
年
に
最
初
の
「
英
国
法
担
当
教
授
」
に
就
任
し
、
既
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
講
義
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
の
こ
と
は
大
学
教
育
と
ス
ト
ラ
ン
ド
の
実
務
法
曹
を
結
び
つ
け
た
点
で
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
に
、

一
八
三
九
年
に
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
英
国
で
最
初
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。
著
名
な
一
八
四
六

年
の
法
学
教
育
改
革
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
大
学
は
法
律
学
の
「
主
要
諸
原
則
」elem

ents

を
教
え
る
こ
と
（
こ
の
点
、
ダ
イ
シ
ー
の
当
論
文

で
の
「
法
原
則
」principles

と
称
す
る
も
の
に
関
す
る
持
論
と
一
致
す
る
）
に
専
念
し
、
実
務
教
育
施
設
（
法
曹
学
院
）
で
は
実
務
教
育
に
専
心

（
こ
れ
に
対
し
、
ダ
イ
シ
ー
自
身
は
分
業
制
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
実
務
法
学
の
入
り
口
と
し
て
大
学
の
於
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
教
育
を
位
置
づ
け
よ
う

と
し
た
）
す
る
よ
う
に
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
実
務
法
曹
界
は
一
八
五
二
年
に
法
曹
学
院
の
た
め
のT

he C
ouncil 

of L
egal E

ducation

を
設
立
し
た
が
、
法
曹
資
格
試
験
が
義
務
化
さ
れ
た
の
は
よ
う
や
く
一
八
七
二
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
一
八
四
九
年
か
ら
一
八
五
〇
年
に
か
け
て
は
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
両
校
で
、B

. A
. course in Jurisprudence

が
設
立
さ
れ
、

一
八
五
八
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
は
初
め
て
独
立
し
た
「
法
学
学
位
試
験
」（L

aw
 T
ripos

）
を
設
置
し
た
。
一
八
五
〇
年
に
は
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
の
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
法
学
部
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
「
教
育
改
革
」
は
、
バ
リ
ス
タ
ー
は

本
来
法
廷
に
お
け
る
「
弁
論
者
」﹇
羅narratores

﹈
で
あ
り
、
大
学
に
お
い
て
は
、「
法
学
」
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
学
ぶ
べ
き
と

す
る
知
的
伝
統
に
阻
ま
れ
、
む
し
ろ
、
事
務
弁
護
士
志
望
者
の
方
を
法
学
部
へ
と
惹
き
つ
け
る
だ
け
の
結
果
と
な
り
、
必
ず
し
も
成
功
を

収
め
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
一
九
世
紀
を
通
し
て
の
教
育
改
革
の
掉
尾
を
飾
る
総
仕
上
げ
と
も
い
え
る
段
階
が
ダ
イ
シ
ー
、

ポ
ロ
ッ
ク
、
ア
ン
ソ
ン
に
よ
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
の
法
学
教
育
改
革
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
成
功
を
収
め
、
今
日
ま
で
そ
の
伝
統

（
ix）
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
九
一
）

が
続
い
て
い
る
。
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
は
ア
メ
リ
カ
法
学
に
お
い
て
も
英
国
法
学
に
お
い
て
も
「
知
的
巨
人
の
時
代
」

T
he A

ge of G
iants

と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
高
柳
賢
三
氏
や
末
延
三
次
氏
な
ど
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
日
本
の
戦
後
英
米
法

学
に
独
特
の
「
講
学
上
の
伝
統
」
も
ホ
ー
ム
ズ
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
な
ど
、
こ
の
時
代
の
作
品
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

訳
者
ら
は
密
や
か
に
確
信
め
い
た
も
の
を
感
じ
つ
つ
も
あ
る
。
そ
の
中
で
も
中
核
的
で
あ
っ
た
の
は
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
け

る
ダ
イ
シ
ー
や
ポ
ロ
ッ
ク
ら
と
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
に
お
け
る
ラ
ン
グ
デ
ル
や
ホ
ー
ム
ズ
ら
と
の
人
間
的
連
帯
で
あ
っ
た
。
ポ

ロ
ッ
ク
、
ア
ン
ソ
ン
と
も
、
ダ
イ
シ
ー
の
今
回
の
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
獲
得
の
よ
き
競
争
者
で
あ
り
、
互
い
の
友
情
は
生
涯
続
い
た
。
激

烈
な
使
命
感
と
情
熱
的
性
格
を
有
し
た
ダ
イ
シ
ー
が
そ
の
中
で
最
年
長
者
で
あ
り
、
音
頭
役
で
も
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
本
記
念
論
文
は
、
謂
わ
ば
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
続
く
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
最
初
の
「
コ
モ

ン
・
ロ
ー
教
育
改
革
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と
言
っ
て
よ
く
、
英
国
に
お
け
る
「
近
代
的
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
学
（
教
育
）
の
産
声
」
で
も
あ

る
の
で
あ
る
。本

ダ
イ
シ
ー
論
文
の
特
質

周
知
の
通
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
は
一
八
世
紀
中
葉
に
初
代
「
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
」
に
就
任
し
た
言
わ
ば
ダ
イ
シ
ー
の
先
人
で
あ
っ

た
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
以
降
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
に
よ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
教
育
は
言
わ
ば
有
名
無
実
化
し
て
お
り
、
他
な
ら
ぬ
ダ
イ

シ
ー
こ
そ
が
こ
の
「
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
」
の
言
わ
ば
「
中
興
の
祖
」
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
ダ
イ
シ
ー
が
と
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
旧
来
の
（「
法
曹
学
院
」
内
で
の
）「
実
務
弁
護
士
事
務
所
内
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」（reading 

in cham
bers

）
の
短
所
・
長
所
の
分
析
と
、
そ
れ
を
補
足
し
得
る
も
の
と
し
て
の
大
学
教
授
に
お
け
る
「
講
義
」
の
役
割
・
長
所
と
の
対

（
x
）
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
九
二
）

比
で
あ
る
。
日
本
の
「
英
米
法
学
者
」
た
る
我
々
に
と
っ
て
、
特
に
興
味
深
い
の
は
、「
法
廷
弁
護
士
」（
バ
リ
ス
タ
ー
）
と
し
て
教
育
を

受
け
実
務
経
験
を
積
ん
だ
人
物
に
し
か
実
情
の
わ
か
ら
ぬ
当
時
の
実
務
教
育
制
度
の
ダ
イ
シ
ー
自
身
に
よ
る
記
述
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
我
々
は
、
ダ
イ
シ
ー
は
、
一
八
八
三
年
時
点
で
は
、
四
七
歳
の
齢
で
、
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
に
任
命
さ
れ
る
こ
の
時
ま
で
、

大
学
教
授
で
は
な
く
、
講
師
と
し
て
散
発
的
に
法
学
教
育
に
従
事
し
、
一
八
六
三
年
以
降
、
一
九
年
間
も
の
間
、「
実
務
法
曹
」
と
し
て

糊
口
を
凌
い
で
き
た
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
近
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
石
井
幸
三
氏
が
、
や
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
「
ダ
イ
シ
ー
は
御

大
師
様
か
？
」
と
提
言
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
邦
の
ダ
イ
シ
ー
観
は
、
明
治
期
以
降
の
伝
統
の
中
で
、「
知
的
超
人
」
と
し
て
の
ダ
イ
シ
ー

の
偉
大
性
の
み
を
強
調
し
、
弱
さ
を
含
め
た
「
人
間
ダ
イ
シ
ー
と
の
対
峙
」
を
、
赤
裸
々
な
コ
ス
グ
ロ
ー
ブ
の
伝
記
的
研
究
（
一
九
八
〇

年
）
以
降
で
す
ら
、「
神
棚
に
祭
り
上
げ
つ
つ
も
、
敬
し
て
遠
ざ
け
、
丁
重
な
が
ら
、
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
」
感
も
否
み
切
れ
ぬ
と
も

思
わ
れ
る
。
と
ま
れ
、
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
に
任
命
さ
れ
る
こ
の
時
点
ま
で
の
ダ
イ
シ
ー
は
、
生
涯
の
友
人
た
る
ブ
ラ
イ
ス
の
援
助
を
陰

に
陽
に
受
け
て
き
た
、
あ
る
意
味
で
、
非
常
な
る
苦
労
人
で
も
あ
っ
た
。

最
初
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、「
公
正
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、」
と
前
置
き
し
、
も
う
一
度
、「
我
が
能
力
が
能
う
限
り
極
限
の
公

平
性
を
も
っ
て
、」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、「
公
平
性
」
を
、
こ
と
さ
ら
ダ
イ
シ
ー
が
強
調
し
た
の
は
、「
実
務
法
曹
」
た
る
仲
間

や
先
人
た
ち
へ
の
「
新
人
法
学
者
」
と
し
て
、
就
任
時
に
は
未
だ
に
存
在
し
て
い
た
、
あ
る
種
の
「
遠
慮
」
か
ら
で
あ
ろ
う
と
も
思
わ
れ

る
。
そ
の
反
面
、
実
務
活
動
に
従
事
し
て
い
た
若
か
り
し
頃
の
、
様
々
な
ダ
イ
シ
ー
論
文
で
は
、「
法
学
教
育
批
評
家
」「
政
治
的
運
動

家
」「
学
者
」
と
い
っ
た
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
と
い
う
側
面
の
方
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、「
法
実

務
家
」
と
し
て
の
側
面
の
強
調
を
、
敢
え
て
避
け
て
き
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ダ
イ
シ
ー
が
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
第
一
に

望
ん
で
い
た
の
は
、
無
論
の
こ
と
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
、
そ
れ
に
焦
点
を
当
て
た
論
文
を
書
く
の
は
、
当
然
の
仕
儀
で
あ
っ
た
。
そ

（
xi）
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
九
三
）

の
面
で
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
ダ
イ
シ
ー
の
「
実
務
法
曹
と
し
て
の
実
体
験
」
が
こ
れ
ほ
ど
、
こ
と
さ
ら
に
色
濃
く
抽
出
・
反
映
さ
れ
た
論

文
は
珍
し
く
、
そ
れ
が
逆
に
、
彼
の
「
大
学
教
授
」
と
し
て
の
出
発
点
と
な
っ
た
点
、
興
味
深
い
。

も
っ
と
も
、
新
し
い
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
専
門
の
法
学
教
授
」
と
い
う
、
人
生
の
未
知
の
領
域
に

踏
み
込
ん
で
い
く
に
あ
た
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
頼
り
に
出
来
た
の
は
、
今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
「
実
務
法
曹
」
と
し
て
の
「
偽
ら
ざ

る
経
験
の
蓄
積
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

「
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
」
は
英
国
の
大
学
で
初
め
て
「
英
国
法
」
を
教
授
す
る
た
め
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
設
立
さ
れ
た
教
授

位
で
あ
る
。
ダ
イ
シ
ー
は
実
務
法
曹
に
よ
る
教
育
機
関
「
法
曹
学
院
」
で
の
実
務
教
育
の
自
身
の
経
験
を
題
材
と
し
な
が
ら
、
旧
来
の
職

業
的
訓
練
方
法
の
長
所
・
短
所
を
共
に
論
じ
た
上
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
大
学
で
講
義
す
る
「
大
学
教
授
」（
す
な
わ
ち
ダ
イ
シ
ー
自
身
）

に
い
か
な
る
使
命
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
そ
の
「
就
任
記
念
講
演
」
が
当
論
文
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

ホ
ー
ム
ズ
を
し
て
ラ
ス
キ
へ
の
書
簡
で
「
か
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
家
の
血
脈
」（
※T

hat S
tephen blood is a pow

erful one. It 

…accounts 

for D
icey.

「
か
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
家
の
血
脈
と
い
う
も
の
は
強
烈
だ
。
ダ
イ
シ
ー
と
い
う
人
物
は
…
そ
れ
で
説
明
が
つ
く
。」）
と
ま
で
言
わ
し
め
た

ダ
イ
シ
ー
の
「
型
破
り
、
か
つ
、
芸
術
家
肌
」
な
一
面
は
、
本
ダ
イ
シ
ー
論
文
で
は
す
っ
か
り
な
り
を
潜
め
、
非
常
に
生
真
面
目
か
つ
几

帳
面
な
彼
の
側
面
が
目
立
ち
、「
自
己
の
与
え
ら
れ
た
職
責
」
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
で
「
訥
々
と
」
書
い
て
い
る
人
生
の
一
大
転
機
を
前

に
緊
張
し
き
っ
た
大
学
者
ダ
イ
シ
ー
の
姿
が
眼
裏
に
浮
か
ぶ
か
の
如
く
、
訳
者
ら
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
通
常
、
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
就

任
記
念
論
文
と
い
う
も
の
は
、
も
う
少
し
自
由
に
テ
ー
マ
の
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
が
出
来
、
気
の
利
い
た
瀟
洒
な
も
の
も
多
く
、
こ
こ
ま

で
無
骨
に
自
己
の
職
責
に
関
し
て
正
面
か
ら
論
じ
る
論
文
は
珍
し
い
。
も
っ
と
も
、「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
学
術
化
」
と
い
う
こ
の
問
題
こ

そ
が
ダ
イ
シ
ー
の
主
要
な
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
は
あ
る
が
。
今
日
知
ら
れ
て
い
る
ダ
イ
シ
ー
最
大
の
偉
業
た

（
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
九
四
）

る
「
英
国
憲
法
の
実
定
法
ル
ー
ル
と
し
て
の
結
晶
化
」
は
か
か
る
文
脈
上
に
存
在
す
る
。

非
常
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
一
八
八
三
年
の
当
論
文
で
は
、
英
国
憲
法
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
直
近
の
著
作
で
あ
る

『
本
拠
地
法
』（
一
八
七
九
年
）
の
テ
ー
マ
で
あ
る
国
際
私
法
が
未
だ
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。
ダ
イ
シ
ー
『
憲
法
序
説
』
は
二
年
後

の
一
八
八
五
年
に
初
版
さ
れ
、
ま
さ
に
こ
こ
で
就
任
し
た
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
の
職
責
と
し
て
ダ
イ
シ
ー
が
果
た
し
た
「
講
義
」
に
基
礎

を
置
き
、
そ
の
精
華
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
就
任
論
文
の
後
、
非
常
に
短
い
期
間
の
間
に
、
ダ
イ
シ
ー
は
「
憲
法
学
」
の
構
築
に
自
己
の

学
問
的
標
準
を
合
わ
せ
た
こ
と
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
ダ
イ
シ
ー
に
よ
り
本
論
文
で
語
ら
れ
て
い
る
要
素
は
極
め
て
多
彩
・
多
様
で
、
原
作
の
価
値
や
読
み
方
は
か
か
る
分
析
の

み
に
決
し
て
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
最
終
的
判
断
は
、
読
者
諸
賢
の
本
文
を
読
ま
れ
て
の
読
後
感
に
お
委
ね
し
た
い
。

（
i
）　

C
an

 E
n

glish
 L

aw
 be T

au
gh

t at T
h

e U
n

iversities? A
n

 In
au

gu
ral L

ectu
re d

elivered
 at A

ll S
ou

ls C
ollege, 21

st A
pril, 1883, 

by a. V
. D

icey, B
. C

. L
., H

on
. L

L
D

., B
arrister-at-L

aw
, V

in
erian

 P
rofessor of E

n
glish

 L
aw

 in
 th

e U
n

iversity of O
xford

, an
d

 

F
ellow

 of A
ll S

ou
ls C

ollege, 

（L
ondon, M

acm
illan and C

o.; 1883

）: P
rice O

ne S
hilling.

（
ii
）　J. W

. F
. A
llison ed, A

. V
. D
icey, T

h
e L

aw
 of th

e C
on

stitu
tion

: T
h

e O
xford

 E
d

ition
 of D

icey vol. 1. 

（O
xford, 2013, 12, 

17

）, pp. 489-503.

な
お
、
同
就
任
記
念
論
文
は
、
昨
年
暮
れ
、
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
のsenior lecturer

ジ
ョ
ン
・
ア
リ
ソ

ン
（J. W
. F
. A
llison

）
の
編
集
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
二
巻
組
のO

xford E
dition of D

icey, 2vols

の
う
ち
の
第
一
巻
と
し
て
、
ダ

イ
シ
ー
『
憲
法
序
説
』（
ダ
イ
シ
ー
生
前
の
全
版
の
異
同
を
含
む
決
定
版
と
も
い
う
べ
き
テ
キ
ス
ト
）
の
巻
末
に
も
、A

ppendix I

と
し
て
再
録
・

出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
併
せ
て
ご
高
覧
頂
き
た
い
。

（
iii
）　

加
藤
紘
捷
、
菊
池
肇
哉
訳
「
英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
：
ダ
イ
シ
ー
「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
英
法
釈
義
」」、『
日
本
法
学
』、

九
四



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
九
五
）

78 

（4

）（2013

）, pp. 65-118.
（
iv
）　

原
典
1op. cit, pp. 19-20.

（
v
）　M

ichel L
obban, “A

ustin and the G
erm
ans” in M

ichael D
. A
. F
reem

an &
 P
atricia M

indus eds, T
h

e L
egacy of Joh

n
 A

u
stin

’s 

Ju
rispru

d
en

ce, 

（S
pringer, 2013

）, pp. 255-70.

（
vi
）　

加
藤
紘
捷
、
菊
池
肇
哉
訳
「
英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
：
ダ
イ
シ
ー
「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
英
法
釈
義
」」、『
日
本
法
学
』、

78 

（4

）（2013
）, p. 103.

（
本
論
文
の
後
半
部
本
文
に
付
け
ら
れ
た
訳
注（
xvii
）と
訳
文
同
箇
所
も
併
せ
て
参
照
。）
本
論
文
で
は
「
今
と
な
っ
て
は

二
五
年
か
三
〇
年
前
に
ま
で
遡
る
「
か
の
改
革
」（the reform

）
の
起
こ
る
ま
で
は
、」
と
も
う
少
し
時
期
に
幅
を
持
た
せ
て
あ
る
。
そ
こ
に
基
本

理
解
に
ブ
レ
は
な
い
も
の
の
、
ダ
イ
シ
ー
の
若
干
の
「
認
識
・
理
論
の
精
緻
化
」
を
読
み
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
離
任
記
念
論
文

（
一
九
〇
九
年
）
の
理
解
で
は
、
本
論
文
執
筆
時
一
八
八
三
年
か
ら
だ
と
一
八
六
一
年
は
一
九
年
前
に
当
た
る
。
本
論
文
で
は
、
他
に
も
「
こ
の

二
五
年
ほ
ど
」
の
表
現
が
見
ら
れ
る
の
で
、「
法
学
革
命
」
が
起
こ
っ
て
か
ら
「
四
半
世
紀
か
そ
こ
い
ら
」
と
ダ
イ
シ
ー
は
も
う
少
し
だ
け
幅
を

持
っ
て
考
え
て
い
た
こ
と
は
少
な
く
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
vii
）　

ラ
ン
グ
デ
ル
の
「
科
学
と
し
て
の
法
学
」
論
に
つ
い
て
は
、
松
浦
好
治
「‘L

aw
 as S

cience’

論
と
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
法
思
想
（
一
）：
ラ

ン
グ
デ
ル
法
学
の
意
義
」『
中
亰
法
學
』、16 

（2
）（1981

）, pp. 50-76;

「‘L
aw
 as S

cience’

論
と
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
法
思
想
（
二
）：
ラ
ン
グ
デ

ル
法
学
の
意
義
」『
中
亰
法
學
』、16 

（4

）（1982

）, pp. 24-53;

「‘L
aw
 as S

cience’

論
と
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
法
思
想
（
三
）：
ラ
ン
グ
デ
ル
法
学

の
意
義
」『
阪
大
法
学
』、125 

（1982

）, pp. 51-86.

（
viii
）　

原
典
注（
ｉ
）op. cit, p. 14.

（
ix
）　

加
藤
紘
捷
、
菊
池
肇
哉
訳
「
英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
：
ダ
イ
シ
ー
「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
英
法
釈
義
」」、『
日
本
法
学
』、

78 

（4

）（2013

）, pp. 96-7.

（
x
）　

本
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
記
述
は
、J. B

aker, A
n

 In
trod

u
ction

 to E
n

glish
 L

egal H
istory, 

（4
th ed, 2004

）, p. 171

に
依
拠
し
た
。

（
xi
）　

石
井
幸
三
「
ダ
イ
シ
ー
の
法
思
想
：『
憲
法
序
説
』
を
素
材
に
し
て
（
一
）」、『
龍
谷
法
学
』、38 

（3

）（2005

）, pp. 514-68.

（
xii
）　R

ichard A
. C
osgrove, T

h
e R

u
le of L

aw
: A

lbert V
en

n
 D

icey, V
ictorian

 Ju
rist S

tu
d

ies in
 legal h

istory, 

（1980

）.

九
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
九
六
）

（
xiii
）　M

ark D
. W
alters, “D

icey on W
riting the “L

aw
 of the C

onstitution””, O
xford

 Jou
rn

al of L
egal S

tu
d

ies, 32 

（1

）（2012

）, pp. 

21-49, at. p. 26.

一
九
一
八
年
一
二
月
三
日
付
の
ホ
ー
ム
ズ
か
ら
ラ
ス
キ
へ
の
書
簡
中
の
文
言
。
文
学
者
で
あ
り
『
英
国
人
名
録
』
の
総
編
集
者

で
も
あ
っ
た
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
や
刑
法
学
者
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
ダ
イ
シ
ー
に
と
っ
て
母
方
の

名
門
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
家
の
年
長
の
従
兄
弟
達
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
家
は
奴
隷
解
放
を
強
力
に
主
張
し
た
英
国
の
キ
リ
ス
ト
教
の
一
セ
ク
ト
と
強

い
関
係
に
あ
る
英
国
の
「
知
的
貴
族
」
と
も
言
え
る
家
柄
で
、
小
説
家
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
は
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
娘
で
あ
る
。

ダ
イ
シ
ー
の
社
会
活
動
家
的
で
芸
術
家
的
な
過
激
な
側
面
は
、
確
か
に
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
家
の
影
響
が
多
分
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。 九

六
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米
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イ
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ー
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論
と
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加
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・
菊
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）

（
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七
）

「
英
国
法
は
大
学
で
教
え
る
こ
と
が
可
能
か
？
」

Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー

加
藤
紘
捷　

訳

菊
池
肇
哉　
　

仮
に
、
も
し
、
頭
記
の
「
英
国
法
は
大
学
で
教
え
る
こ
と
が
可
能
か
？
」
と
の
案
件
形
式
の
質
問
を
、
高
名
な
法
廷
弁
護
士
の
一
団

（
法
曹
学
院
）
に
な
し
う
る
と
し
た
ら
、
い
か
な
る
答
え
に
な
る
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
全
会
一
致
、
か
つ
躊
躇
な
し
に
、「
英
国
法
と
い

う
も
の
は
﹇
経
験
に
よ
り
﹈
習
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、﹇
講
義
で
は
﹈
教
授
さ
れ
得
る
は
ず
も
な
く
、
習
得
し
う
る
場
所
は
、

唯
一
法
廷
か
、
実
務
法
曹
事
務
所
し
か
な
い
」
と
、
彼
ら
は
返
答
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
公
正
を
期
し
て
書
き
と
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と

し
て
、
バ
リ
ス
タ
ー
職
に
備
わ
っ
て
い
る
蘊
奥
な
る
も
の
は
、
実
務
活
動
に
よ
っ
て
し
か
習
得
さ
れ
得
な
い
、
と
主
張
し
、
も
し
く
は
、

そ
う
考
え
る
バ
リ
ス
タ
ー
は
、
そ
の
確
信
を
支
持
す
る
強
力
な
一
つ
の
論
拠
を
有
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
に
は
何
代
に
も
わ
た
る

金
床
で
鍛
え
ら
れ
た
普
遍
的
経
験
則
に
依
拠
で
き
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
最
近
二
五
年
に
至
る
ま
で
、
英
国
の
法
曹

と
い
う
も
の
は
、
法
に
対
す
る
直
接
の
訓
育
や
授
業
と
い
っ
た
も
の
を
、
全
く
と
い
っ
て
受
け
て
は
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
し
、
今
現
在

に
至
っ
て
も
、
テ
ン
プ
ル
や
リ
ン
カ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
の
法
曹
学
院
内
の
大
講
堂
に
お
い
て
為
さ
れ
る
高
名
な
教
授
た
ち
に
よ
る
「
講
義
」

は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
教
育
の
「
不
可
欠
の
部
分
」
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、「
儀
礼
的
誇
り
」（ornam

ent

）
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
何
世
紀
に
も
渡
っ
て
、
か
く
あ
り
続
け
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
で
も
未
だ
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
学
識
は
、
現
実
の
「
法
廷
実
務
」
か
、

も
し
く
は
、「
弁
護
士
事
務
所
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（reading in cham

bers

）」
と
誤
称
さ
れ
る
擬
似
的
実
務
に
よ
り
獲
得
さ
れ
て
い
る
。

（
i）

九
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本
就
任
演
説
に
お
け
る
目
的
は
、
能
力
が
能
う
限
り
極
限
の
公
平
性
を
も
っ
て
、
現
行
の
法
学
学
習
の
顕
著
な
利
点
の
み
な
ら
ず
、
隠
れ

た
欠
点
の
依
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
を
指
摘
し
、
法
学
教
授
に
よ
る
「
学
問
的
教
育
」
に
「
現
行
の
（
実
務
法
曹
に
よ
る
法
学
）
教
育
制
度
」
が

期
待
し
う
る
い
か
な
る
領
域
が
未
だ
開
拓
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
か
を
、
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
の
英
国
の
機
関
に
お
け
る
と
同
じ
く
「
弁
護
士
事
務
所
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」（reading in cham

bers

）
に
お
い
て
、
支
配
的
な
方

法
は
、
ほ
ぼ
「
我
ら
が
生
活
慣
行
の
一
部
」
で
あ
り
、
そ
の
「
奇
妙
さ
・
特
殊
性
」
と
い
っ
た
も
の
に
、
我
々
英
国
人
は
ほ
と
ん
ど
と

い
っ
て
衝
撃
を
う
け
る
こ
と
は
今
更
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
確
か
に
、
外
国
人
な
ら
ば
、
意
味
不
明
と
ま
で
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
、
奇
妙
な

も
の
と
し
て
驚
き
を
受
け
る
教
育
方
式
で
あ
ろ
う
。
あ
る
著
名
な
実
務
法
曹
が
、
最
終
的
に
彼
を
「
大
法
官
位
」（the w

ollsack

）
に
ま
で

導
い
た
そ
の
法
学
訓
練
法
の
記
録
に
対
し
て
与
え
た
（
と
言
わ
れ
る
）
あ
る
解
説
は
、
そ
の
様
々
な
「
本
質
的
要
素
」
を
ま
さ
に
的
確
に

突
い
て
い
る
。

「「
弁
護
士
事
務
所
」（cham
bers

）
に
お
も
む
い
た
そ
の
初
日
に
、
私
は
一
対
の
「
訴
答
」
の
草
案
作
成
を
し
た
が
、
我
が
「
訴
答
人
」

（pleader

）（
※
教
育
係
）
か
ら
の
、
草
案
の
行
間
を
以
降
、
訂
正
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
、
も
う
少
し
開
け
る
よ
う
と
い
う
指
示
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
は
原
告
と
被
告
の
名
前
以
外
の
す
べ
て
の
文
言
に
訂
正
を
加
え
て
私
に
戻
さ
れ
て
き
た
。
か
か
る
「
差
止
命
令
」（injunction

）
が
、

今
に
至
る
ま
で
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
私
が
教
育
を
受
け
た
そ
の
全
て
で
あ
っ
た
。」

こ
の
言
葉
で
、
卿
が
意
図
し
た
の
は
、
弁
護
士
事
務
所
で
彼
が
何
も
修
得
す
る
こ
と
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
む
ろ
ん
な
く
、
彼

の
実
務
訓
練
が
「
自
身
の
師
事
し
た
訴
答
人
」
が
実
際
に
い
か
に
し
て
「
訴
訟
（plead

）
を
し
た
の
か
」
も
し
く
は
「
見
解
を
付
与
し
た

（
ii）

（
iii）

九
八
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の
か
」
を
「
見
る
こ
と
」
の
み
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
卿
の
か
か
る
経
験
は
、
決
し
て
特
異
な
も
の
で
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。「
実
務
法
曹
を
め
ざ
し
勉
学
す
る
」（reading for the bar

）
学
生
が
、
あ
る
バ
リ
ス
タ
ー
の
「
事
務
所
」
に
赴
く
に

際
し
て
の
、
そ
の
生
徒
と
教
官
間
の
「
約
束
事
」
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
「
奇
妙
」
な
も
の
で
あ
る
。
生
徒
の
方
で
は
、「
学
ぶ
こ
と

を
引
き
受
け
る
」
わ
け
で
も
な
い
し
、
バ
リ
ス
タ
ー
の
方
も
決
し
て
「
教
え
る
こ
と
を
引
き
受
け
る
」
わ
け
で
も
な
い
。
我
ら
が
生
徒
の

方
は
一
〇
〇
ギ
ニ
ー
を
支
払
い
、
バ
リ
ス
タ
ー
の
方
は
自
身
の
事
務
所
内
で
の
全
仕
事
を
彼
の
生
徒
に
、「
見
て
」、
か
つ
、「
自
ら
の
手

で
そ
れ
を
試
み
る
」
機
会
を
持
つ
こ
と
を
請
け
負
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
生
徒
に
と
っ
て
、
真
の
そ
し
て
最
も
価
値
あ
る

利
点
な
の
で
あ
る
。
彼
の
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
教
育
（
仮
に
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
よ
し
ん
ば
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
）
と
い
う
も
の
は
、

ま
っ
た
く
の
偶
然
の
産
物
で
あ
る
。
多
く
の
一
流
弁
護
士
は
教
師
と
し
て
の
才
能
を
全
く
有
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
バ
リ
ス
タ
ー
で
称

賛
す
べ
き
教
授
に
な
れ
そ
う
な
者
は
、
仮
に
そ
の
つ
も
り
は
あ
っ
て
も
、
自
身
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
生
徒
を
教
育
す
る
暇
が
な
い
。
実
務

法
曹
教
育
を
受
け
る
我
ら
が
若
人
ら
は
自
身
が
そ
の
事
務
所
内
で
師
事
す
る
教
官
や
語
ら
い
あ
う
仲
間
生
徒
た
ち
か
ら
、
計
り
知
れ
ぬ
間

接
的
援
助
を
受
け
る
機
会
が
あ
ろ
う
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
か
か
る
援
助
を
し
ば
し
ば
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
彼

が
「
権
利
」
と
し
て
有
す
る
の
は
、
事
務
所
に
日
々
舞
い
込
ん
で
く
る
書
類
を
現
実
に
見
て
、
そ
れ
を
も
と
に
仕
事
を
す
る
こ
と
の
み
で

あ
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
学
ば
ん
と
欲
す
る
な
ら
、
自
ら
習
い
覚
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
決
し
て
生
半
な
務
め
で
は
な
い
。
生
徒
用
の

部
屋
の
机
上
の
書
類
を
読
む
事
の
で
き
る
特
権
を
有
す
る
若
人
は
、
当
初
は
難
題
の
迷
路
を
前
に
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
彼
は
、

何
ら
か
の
「
法
学
入
門
書
」
を
、
以
前
に
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
彼
の
読
書
は
そ
の

面
前
を
去
来
す
る
書
類
に
対
し
当
を
得
て
い
る
か
、
恐
ら
く
は
、
全
く
の
と
こ
ろ
当
を
得
て
お
ら
ぬ
事
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
き
っ
と
の
こ

と
、
自
身
の
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
法
的
問
題
の
、
ま
さ
に
当
の
用
語
に
対
し
て
、
無
知
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、「
用
船
契
約
」（charter 

九
九
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（
一
〇
〇
）

party

）
に
関
す
る
書
類
を
読
む
に
際
し
て
、「
用
船
契
約
と
は
何
か
」
を
知
る
た
め
に
マ
ク
ラ
ク
ラ
ンM

aclachlan

を
彼
は
渉
猟
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
は
「
為
替
手
形
」
に
基
づ
い
て
ブ
ラ
ウ
ン
が
ジ
ョ
ー
ン
ズ
を
訴
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
？
と
い
う
問
題
を
解
決

し
よ
う
と
し
て
、
バ
イ
ル
スB

yles

を
参
照
し
て
「
手
形
引
受
人
」（acceptor

）
と
「
手
形
裏
書
人
」（endorser

）
の
違
い
を
理
解
し
よ

う
と
試
み
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
は
、「
海
上
保
険
契
約
」（m
aritim

e insurance

）
の
複
雑
性
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
り
込
み
、「
荷

主
に
対
す
る
船
員
の
不
法
行
為
」（barratry

）
と
「
積
荷
担
保
冒
険
貸
借
」（bottom

ry

）
と
の
間
の
曖
昧
な
混
同
に
当
惑
し
つ
つ
も
、

ア
ー
ノ
ル
ドA

rnould
を
読
ん
で
、「
単
独
海
損
」（‘particular ’ average

）
と
「
共
同
海
損
」（‘general ’ average

）
の
差
異
を
習
得
し
よ

う
と
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
事
情
が
、
こ
の
初
心
者
の
難
局
を
さ
ら
な
る
も
の
と
す
る
。
幸
運
に
も
彼
が
「
良
い
事
務
所
」

（“good cham
bers ”

）
に
入
れ
た
と
す
れ
ば
、
あ
る
日
に
彼
が
学
ん
だ
書
類
は
、
次
の
日
に
は
消
え
失
せ
て
し
ま
う
。
月
曜
に
彼
が
読
み
始

め
た
一
連
の
書
類
は
「
為
替
」（a bill of exchange

）
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
。
火
曜
日
に
彼
の
手
元
に
舞
い
込
ん
で
く
る
運
命
に
な
っ

た
書
類
は
土
地
経
営
の
「
合
意
書
」（covenant
）
に
注
意
を
う
な
が
す
も
の
で
あ
っ
た
。
水
曜
日
に
は
彼
は
「
保
険
契
約
」
を
理
解
し
よ

う
と
試
み
る
。
木
曜
日
に
は
彼
は
「
物
品
運
送
」（the carriage of goods

）
に
お
け
る
「
鉄
道
会
社
の
責
任
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
努

力
に
か
か
り
き
り
に
な
る
と
共
に
、「
抗
弁
書
」（a statem

ent of defense

）
か
「
証
拠
に
基
づ
い
た
意
見
書
」（an opinion upon 

evidence

）
の
草
案
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
瞬
間
に
は
、
彼
は
ほ
ん
の
些
細
な
法
的
知
識
が
あ
れ
ば
即
時
に
解
決
で
き
る
よ

う
な
困
難
に
気
持
ち
を
く
じ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
次
の
瞬
間
に
は
、
彼
は
後
に
貴
族
院
を
す
ら
困
惑
さ
せ
る
よ
う
な
運
命
に
あ
る
難
題

に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
り
込
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
彼
は
、
指
針
を
得
る
た
め
に
ど
の
本
を
参
照
す
べ
き
な
の
か
殆
ど
知
っ
て
い
る
こ
と
は
な

い
し
、
か
り
に
正
し
い
本
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
の
出
来
る
能
力
は
彼
に
は
殆
ど
無
い
。
あ
る

種
の
「
法
律
辞
典
」
で
あ
る
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」（F

isher ’s D
igest

）
は
（
※
裁
判
官
に
よ
る
）
そ
の
託
宣
を
参
照
す

（
iv）

（
v
）

（
vi）

（
vii）

一
〇
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る
こ
と
を
学
ん
だ
者
に
と
っ
て
は
、
計
り
知
れ
ぬ
価
値
を
持
つ
友
人
で
あ
る
の
だ
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
初
心
者
に
と
っ
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ

語
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
さ
え
覚
つ
か
ず
、
ギ
リ
シ
ャ
語
文
法
を
全
く
知
ら
な
い
大
学
の
学
部
生
に
と
っ
て
「
リ
デ
ル
・
ア
ン
ド
・
ス
コ
ッ

ト
」（L

iddell and S
cott

）
の
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
大
辞
典
が
有
す
る
の
と
、
同
程
度
の
価
値
し
か
持
た
な
い
。
こ
れ
ら
全
て
の
事
情
に
加
え
、

「
事
務
弁
護
士
」（attorney

）
に
よ
り
送
り
込
ま
れ
て
来
る
案
件
と
い
う
も
の
は
、「
判
例
編
纂
者
」（reporter

）
に
よ
り
無
関
係
な
物
事

が
全
て
捨
象
さ
れ
、
教
科
書
の
題
材
と
し
て
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
た
め
に
処
理
さ
れ
た
同
一
案
件
と
は
、
一
瞥
の
限
り
で
は
、
全
く
異
質

な
も
の
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
が
生
徒
ら
に
と
っ
て
、
事
務
弁
護
士
に
よ
り
上
に
上
げ
ら
れ
て
く
る
事
件
と
い
っ
た
も
の
は
、
言

わ
ん
と
す
る
要
点
が
分
か
ら
な
い
し
、
し
ば
し
ば
そ
の
「
専
門
用
語
」
も
半
知
半
解
で
あ
る
と
い
っ
た
、
難
渋
か
つ
、
多
く
の
場
合
、

「
消
化
不
良
の
陳
述
」（ill-digested narrative

）
で
あ
る
。「
果
た
し
て
、
Ａ
が
Ｂ
を
訴
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
？
」
と
い
う
ま
っ
た
く
単

純
な
問
題
を
決
着
す
る
に
は
、
ま
ず
当
該
問
題
の
「
関
連
事
実
」
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
に
際
し
て
、
対
極

に
あ
る
失
敗
の
、
ど
れ
か
一
方
か
、
酷
い
場
合
に
は
、
両
方
を
、
ま
ず
、
彼
は
犯
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
紛
争
開
始
何

年
も
前
の
取
引
で
あ
る
と
か
、
開
始
令
状
発
給
の
何
ヶ
月
も
後
の
手
紙
で
あ
る
と
か
、
原
告
の
忘
恩
で
あ
る
と
か
、
被
告
の
と
ん
で
も
な

い
不
誠
実
性
で
あ
る
と
か
い
っ
た
事
柄
は
当
事
者
や
そ
の
事
務
弁
護
士
が
興
味
津
々
な
多
く
の
細
目
的
情
報
で
は
あ
る
も
の
の
、
つ
ま
る

と
こ
ろ
、
あ
る
特
定
の
「
手
紙
」
が
﹇「
詐
欺
防
止
法
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
﹈「
合
意
の
適
切
な
覚
書
」（a proper m

em
orandum

 of 

agreem
ent

）
を
構
成
す
る
か
と
い
う
当
の
問
題
に
は
何
の
関
係
も
な
い
こ
と
が
彼
に
は
全
く
理
解
出
来
ず
、
全
て
ひ
っ
く
る
め
て
関
連
事

実
と
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
今
度
は
、
こ
の
我
ら
が
初
心
者
君
は
、
自
身
が
注
意
を
払
う
べ
く
お
か
れ
て

い
る
諸
種
の
状
況
の
九
割
は
重
要
性
を
持
た
な
い
こ
と
を
理
解
は
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
故
に
、
問
題
全
て
が
そ
こ
に
関
わ
る
そ
の

肝
心
の
残
り
一
割
の
状
況
を
無
視
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
彼
は
麦
藁
抜
き
で
、
と
い
う
よ
り
は
、
む
し

（
viii）（

ix）
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ろ
、
煉
瓦
の
作
り
方
を
教
わ
る
こ
と
無
し
に
、
煉
瓦
作
り
を
す
る
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
や
が
て
、

彼
は
、
主
に
「
模
倣
」
と
い
う
過
程
を
通
じ
て
、「
全
く
許
容
可
能
な
煉
瓦
」
を
制
作
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
よ
う
な
現
実
の
法
実
務
と
の
直
接
の
接
触
か
ら
習
得
す
る
と
い
う
準
備
万
端
と
は
い
え
ぬ
、
荒
っ
ぽ
い
方
法
論
に
は
、
あ
る
種
の
計
り

知
れ
ぬ
ほ
ど
大
き
な
利
点
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
法
廷
も
し
く
は
弁
護
士
事
務
所
で
こ
そ
習
得
す
る
こ
と
が
出
来
、
他
の
場
所

で
は
習
得
不
可
能
な
、
三
つ
の
極
め
て
価
値
の
高
い
物
事
が
存
在
す
る
。

第
一
に
、「
押
印
証
書
」（deeds

）
の
起
草
や
「
権
利
請
求
」（claim

s

）
の
起
草
、「
裁
判
で
の
主
張
」（arguing of cases

）
な
ど
の
法
実

務
の
仕
組
み
と
い
う
も
の
は
、「
弁
護
士
事
務
所
」
か
、「
法
廷
」
で
習
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
法
律

家
と
し
て
よ
り
、
小
説
家
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
あ
る
法
廷
弁
護
士
（counsel

）
は
、
彼
の
実
務
の
不
適
切
さ
を
そ
の
豊
富
な
想

像
力
で
補
っ
て
い
た
（
と
言
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
）、
彼
の
門
人
た
ち
は
、「
虚
偽
声
明
」（sham

 declarations

）
を
し
、「
擬
制
的
請
願
」

（fi ctitious pleas

）
に
よ
り
答
弁
し
、「
推
測
的
防
訴
抗
弁
」（speculative dem

urrers

）
を
生
み
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
か
か
る
「
想
像
力
に
富
ん
だ
法
実
務
」
の
範
例
は
、
成
功
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
悪
名
を
も
た
ら
し
、
模
倣
者
は
続
か
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
「
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
（
実
務
法
学
校
）」
や
、﹇
英
国
の
﹈「
法
曹
学
院
」
の
少
な
く
と
も
一
つ
に
お
い
て
最
も
成
功
し
た
「
模

擬
裁
判
法
廷
」（M
oot C

ourts

）
に
お
い
て
は
、
生
徒
も
し
く
は
若
い
法
廷
弁
護
士
に
よ
っ
て
、
経
験
あ
る
法
曹
の
面
前
で
、
厳
格
な
法

廷
手
続
き
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
議
論
の
形
式
で
、
非
常
に
多
く
の
こ
と
が
教
え
ら
れ
、
か
つ
、
学
ば
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
容
易

に
そ
れ
自
身
明
瞭
な
様
々
な
理
由
か
ら
、
こ
の
訓
練
方
法
を
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
実
践
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

第
二
に
、
弁
護
士
事
務
所
も
し
く
は
現
実
の
法
実
務
に
よ
っ
て
の
み
、
多
く
の
細
々
し
た
こ
と
か
ら
事
案
に
重
要
な
事
実
を
引
き
出
し
、

「
適
切
な
法
原
則
」
を
社
会
的
事
象
に
適
用
す
る
と
い
う
、
計
り
知
れ
ぬ
ほ
ど
貴
重
な
習
慣
が
身
に
つ
く
の
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
通

（
x
）

一
〇
二



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
〇
三
）

り
、
こ
の
こ
と
を
為
す
た
め
に
は
、
弁
護
士
事
務
所
の
生
徒
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
難
し
い
仕
事
の
う
ち
で
も
、

最
も
難
易
度
の
高
い
仕
事
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。「
法
原
則
」
を
習
得
す
る
以
前
に
初
心
者
が
事
実
関
係
を
扱
う
こ
と
を
奨
励
す
る

現
行
制
度
の
欠
陥
に
よ
っ
て
、
不
必
要
に
困
難
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
、
若
者
ら
を
し
て
「
日
常
生
活
の
中
の
現
実
の
取

引
に
関
連
し
て
法
を
考
え
る
必
要
性
」
を
持
た
せ
る
こ
と
以
上
に
、
こ
の
「
半
可
通
状
態
で
の
勉
学
」（reading-in half

）
が
、
有
益
で

あ
る
点
は
無
い
の
で
あ
る
。

第
三
に
、「
健
全
な
法
的
見
解
」（sound opinions

）
を
形
成
す
る
能
力
と
い
う
も
の
は
実
務
経
験
に
よ
っ
て
し
か
習
得
し
得
な
い
も
の

で
あ
る
。
十
分
な
学
識
と
勤
勉
さ
を
有
し
訓
練
さ
れ
た
実
務
法
曹
と
い
う
も
の
は
、
概
し
て
、
所
与
の
案
件
に
関
し
て
有
り
得
る
様
々
な

法
的
見
解
を
、
対
立
す
る
「
二
つ
の
説
得
力
を
持
つ
法
見
解
の
一
方
」
に
ま
で
縮
約
還
元
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
複
雑
か
つ
疑
義
の
多
い

問
題
を
対
立
す
る
二
つ
の
有
り
う
る
見
解
に
ま
で
、
落
と
し
こ
み
狭
め
る
と
い
う
、
そ
の
こ
と
自
体
だ
け
で
も
、
決
し
て
容
易
な
業
で
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
真
の
困
難
」
は
、
二
つ
の
競
合
す
る
法
的
見
解
か
ら
（
弁
護
士
稼
業
の
ス
ラ
ン
グ
で
言
う
と
こ
ろ
の
）「
よ
り
良
き

見
解
」（“better opinion ”

）
と
い
う
も
の
を
決
定
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
法
的
実
験
（legal experim

ent

）

に
お
け
る
真
の
試
練
た
る
「
裁
判
官
た
ち
に
よ
る
判
決
」
の
下
に
付
さ
れ
た
時
に
、
究
極
的
に
「
正
し
い
も
の
」（right

）
と
成
る
見
解

を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
離
れ
業
の
達
成
に
、
高
度
な
法
的
能
力
の
基
準
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
知
識
、

同
様
の
勤
勉
さ
、
他
の
様
々
な
点
で
も
同
等
の
能
力
を
も
っ
た
法
曹
の
間
で
す
ら
、
こ
の
「
健
全
な
見
解
」（sound opinions

）
を
形
成

す
る
能
力
に
お
い
て
ほ
ど
差
異
の
生
ず
る
も
の
は
な
い
。
深
遠
な
学
識
、
限
り
な
き
創
造
性
、
尽
く
さ
れ
ぬ
精
妙
性
と
い
っ
た
も
の
全
て

を
兼
ね
備
え
な
が
ら
も
、
そ
の
「
法
的
見
解
」
と
い
う
も
の
が
た
っ
た
一
つ
の
欠
点
、
つ
ま
り
、
彼
の
見
解
は
貴
族
院
判
決
と
は
決
し
て

一
致
し
な
い
と
い
う
欠
点
を
有
し
て
い
る
よ
う
な
法
曹
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
我
々
は
み
な
、
知
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
彼
の
見
解

一
〇
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が
将
来
的
に
、
実
際
の
判
決
に
よ
り
、「
正
し
い
」
見
解
で
あ
る
と
判
明
す
る
よ
う
な
資
質
を
有
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
そ
の
飾

ら
ぬ
見
解
が
限
り
な
い
重
み
を
有
し
て
い
る
よ
う
な
法
曹
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
か
か
る
法
的
見
解
の
「
健
全
さ
」
に
つ
な

が
る
資
質
と
い
う
も
の
は
、
主
に
、「
良
識
」（good sense

）
の
果
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
識
と
い
う
も
の
は
学
習
に
よ
り
涵
養

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
良
識
自
体
は
、
何
が
司
法
的
に
良
識
あ
る
見
解
と
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
か
を
斟
酌
す
る
能
力
と
は
、
厳
密

に
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。「
経
験
」
及
び
「
実
務
」
と
い
う
も
の
は
、「
人
間
精
神
」
を
「
司
法
見
解
」
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
大
い
に

裨
益
し
う
る
。
か
か
る
「
実
際
的
決
断
に
お
け
る
思
慮
分
別
」（judiciousness

）
と
い
う
も
の
は
、
大
学
に
お
け
る
「
講
義
」
で
は
育
成

不
可
能
な
果
実
で
あ
る
。

煎
じ
詰
め
る
な
ら
、
現
行
制
度
の
利
点
は
現
実
性
（reality

）
の
一
言
に
尽
き
る
。
現
行
制
度
は
、
学
生
を
し
て
現
実
の
実
際
に
行
わ

れ
る
「
実
務
」
と
接
触
せ
し
め
、
そ
れ
が
い
か
に
優
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
「
理
論
的
講
義
」
に
よ
っ
て
は
決
し
て
育
成
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
よ
う
な
素
養
を
学
生
の
中
に
育
く
む
。
当
意
即
妙
の
対
応
、
専
門
的
技
術
、
現
実
の
人
間
的
状
況
に
確
立
し
た
法
準
則
を
適
用

す
る
習
慣
、
あ
る
複
雑
な
案
件
の
途
方
に
暮
れ
る
よ
う
な
様
々
な
細
か
い
情
報
か
ら
、
法
的
主
張
形
成
に
必
要
な
特
質
の
み
を
捨
象
し
抜

き
出
す
能
力
と
い
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
ら
が
生
来
の
才
能
で
は
な
い
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
実
務
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
、
実
務
の
み
に

よ
っ
て
、
獲
得
さ
る
べ
き
資
質
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
仮
に
、
若
人
が
、
極
め
て
学
識
高
く
極
め
て
能
弁
な
大
学
教
授
の
「
講
義
」
を

聴
講
す
る
た
め
に
、
様
々
な
奇
妙
な
点
は
あ
る
も
の
の
、
何
世
代
も
の
間
、
次
々
と
偉
大
な
る
法
律
家
た
ち
を
訓
練
・
生
育
し
て
き
た

「
弁
護
士
事
務
所
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
の
機
会
を
犠
牲
に
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
全
く
の
と
こ
ろ
自
己
の
利
害
と
い
う
も
の

を
見
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
弁
護
士
事
務
所
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
に
よ
っ
て
他
の
訓
練
方
法
で
は
代
替
す

る
こ
と
の
出
来
な
い
何
ら
か
の
物
事
、
そ
れ
も
、
非
常
に
価
値
の
あ
る
物
事
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
と
か
、
む
し

一
〇
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ろ
、
積
極
的
に
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
よ
う
な
、
そ
の
日
暮
ら
し
的
な
習
得
制
度
の
下
で
、
実
務
法
曹
へ
と
む
け
勉
学
す
る
若

人
た
ち
が
突
如
、
事
実
関
係
の
細
目
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
、
偶
然
の
機
会
に
任
せ
て
、「
法
的
原
則
」
を
理
解
す
る
よ
う
「
放
置
」
さ
れ

て
い
る
現
状
が
、「
完
全
な
制
度
」
で
あ
る
と
か
、
重
大
な
害
悪
を
生
み
出
す
よ
う
な
明
白
な
欠
点
を
何
一
つ
提
示
し
な
い
と
認
め
る
こ

と
と
は
全
く
別
の
事
柄
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、
エ
ル
ド
ン
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
及
び
ウ
ェ
ス
ト
バ
リ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
制
度
が
批

判
さ
れ
る
余
地
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
も
っ
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
き
た
所
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
「
尊
崇
に
訴
求

す
る
詭
弁
」（appeal ad

 verecu
n

d
iam

）
と
い
う
も
の
が
排
斥
さ
れ
る
事
は
「
常
識
」
で
あ
ろ
う
。
英
国
に
お
け
る
「
法
律
教
育
」
が

「
重
大
な
欠
陥
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
現
代
的
状
況
が
、
そ
の
欠
陥
を
ほ
ん
の
五
〇
年
前
と
比
べ
て
も
遥
か
に
重
大
な
も
の

と
し
た
こ
と
は
立
証
可
能
で
あ
る
。

私
は
、
法
廷
弁
護
士
事
務
所
に
お
け
る
勉
強
の
有
す
る
様
々
な
測
り
知
れ
ぬ
利
点
を
忌
憚
な
く
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
。
か
か
る
勉
強

法
が
内
在
的
に
有
す
る
欠
陥
と
い
う
も
の
は
法
廷
弁
護
士
も
し
く
は
代
弁
人
の
弟
子
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
勉
学
の
過
程
を
最
低
限
度
叙

述
す
る
だ
け
で
、
自
ず
か
ら
、
明
ら
か
と
な
る
。
そ
の
欠
陥
は
三
種
類
あ
る
。
法
廷
弁
護
士
事
務
所
で
得
ら
れ
る
知
識
は
、
断
片
的
、
非

体
系
的
で
あ
り
、
時
間
と
手
間
を
無
駄
に
す
る
。

第
一
に
、
弁
護
士
事
務
所
で
得
ら
れ
る
知
識
は
断
片
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
行
制
度
で
は
不
可
避
的
に
極
め
て
不
完
全
な
法
準
則

の
把
握
へ
と
導
か
れ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

事
務
所
で
の
修
習
が
終
わ
っ
た
生
徒
は
、「
保
険
」、「
特
許
」、「
連
結
株
式
会
社
」（joint stock com

pany

）
と
い
っ
た
彼
の
教
官
た
る

法
廷
弁
護
士
が
優
れ
て
い
る
分
野
の
何
ら
か
の
法
の
「
特
化
し
た
一
部
門
」
に
関
し
て
か
な
り
の
知
識
を
得
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
も
っ
と
も
、
彼
は
そ
れ
以
外
は
何
も
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
法
分
野
全
域
に
浸
透
す
る
一
般
的
原
則
」
に
つ
い
て
は
、
彼
は
何
も

（
xi）

（
xii）

（
xiii）

（
xiv）

（
xv）
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知
ら
な
い
と
い
う
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
、﹇
こ
の
伝
統
的
教
育
方
式
に
よ
り
﹈
そ
の
よ
う
な
「
諸
原
則
」
が
存

在
す
る
か
ど
う
か
さ
え
疑
問
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
い
か
な
る
「
懐
疑
主
義
」
の
形
式
も
こ
れ
ほ

ど
そ
れ
自
身
、
事
実
無
根
な
馬
鹿
げ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
し
、「
法
的
名
声
」
を
勝
ち
取
る
の
に
こ
れ
以
上
に
致
命
的
な
特
質
も
有
り

得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
誰
で
あ
れ
知
性
を
持
っ
て
最
近
の
『
判
例
集
』
を
研
究
す
る
者
は
、「
細
目
的
事
実
の
問
題
」
と
い
う
よ

り
は
「
原
則
の
問
題
」
が
法
曹
や
裁
判
官
た
ち
に
と
っ
て
の
難
題
（perplexity

）
の
真
の
主
題
で
あ
る
こ
と
に
、
即
座
に
確
信
を
抱
く
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
住
人
が
英
国
で
契
約
し
た
婚
姻
は
、「
英
国
婚
」
で
あ
る
の
か
「
ス
コ
ッ
ト
婚
」

で
あ
る
の
か
？
詐
欺
に
よ
り
外
国
で
得
ら
れ
た
判
決
を
英
国
で
強
行
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
の
か
？
そ
の
妻
の
為
し
た
契
約
に
対
す
る

夫
の
責
任
（
仮
に
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
）
の
正
確
な
内
容
は
な
ん
で
あ
る
の
か
？
「
合
法
的
集
会
」（“L

aw
ful assem

bly ”

）
と
い
う
言
葉
は
、

何
を
意
味
す
る
の
か
？
「
討
論
の
自
由
」（liberty of discussion

）
が
「
キ
リ
ス
ト
教
は
「
国
法
」
の
一
部
で
あ
る
」
と
い
う
教
義
に
対

し
て
持
つ
そ
の
「
意
味
合
い
・
影
響
」（bearing
）
と
は
な
に
か
？
こ
れ
ら
の
他
、
二
〇
ほ
ど
が
最
近
、
我
ら
が
裁
判
所
を
悩
ま
せ
て
い

た
難
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
は
、
原
則
に
関
す
る
問
題
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
部
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
ま
さ
に
基
礎
に
ま
で
触

れ
て
い
る
。
日
々
の
実
務
の
各
細
部
に
ま
で
「
一
般
的
格
律
」（general m

axim
s

）
を
適
用
す
る
こ
と
に
全
く
慣
れ
て
い
な
い
者
が
か
か

る
様
々
な
問
題
の
探
求
を
扱
い
得
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
知
性
の
怠
慢
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
法
廷
弁
護
士
事
務
所
で
得
ら
れ
る
知
識
は
「
非
体
系
的
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
学
生
を
し
て
法
全
体
を
学
ば
し
め
る
べ
く

誘
導
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
学
習
の
確
立
し
た
「
様
式
」
と
い
う
も
の
は
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

実
務
法
曹
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
及
び
衡
平
法
に
お
け
る
「
根
本
的
原
理
」、
も
し
く
は
法
の
た
っ
た
一
分
野
の
「
根
本
的
原
理
」
に
す

ら
、
通
暁
し
よ
う
と
み
ず
か
ら
試
み
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
居
な
い
。
英
国
法
全
体
を
浸
潤
・
支
配
し
て
い
る
「
規
律
」
を
把
握
し
て
い
る

一
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者
は
、
ま
た
、
さ
ら
に
稀
で
あ
ろ
う
。「
弁
護
士
事
務
所
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
の
本
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
際
し
て
、
偉
大
な

能
力
を
与
え
ら
れ
、
か
つ
、
長
い
間
倦
む
こ
と
無
く
精
勤
し
法
実
務
に
従
事
し
て
い
た
人
間
で
さ
え
、
そ
の
法
学
識
の
範
囲
が
狭
隘
な
こ

と
が
し
ば
し
ば
判
明
す
る
の
は
、
一
体
な
ぜ
か
と
い
う
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、﹇
自
体
、
自
明
の
も
の
で
あ
り
﹈
我
々
の
探
求
し
て
み

る
必
要
は
殆
ど
存
し
無
い
。

第
三
に
、
法
廷
弁
護
士
事
務
所
で
得
ら
れ
る
知
識
は
「
時
間
と
手
間
を
無
駄
に
す
る
」。
現
行
法
曹
教
育
の
最
大
の
欠
点
は
、
こ
れ
ま

で
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
努
力
の
浪
費
に
際
し
て
、
法
実
務
の
観
察
と
い
う
か
け
が
え
な
い
経
験
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
も
の
の
半

分
を
学
生
か
ら
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
も
、
事
物
の
理
非
は
、
事
実
の
描
写
に
よ
り
自
ず
と
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
も
し
、
学
生
が
自
己
の
眼
前
の
「
法
実
務
」
に
傾
注

す
る
な
ら
ば
、
彼
に
は
「
書
物
」
を
読
む
時
間
な
ど
無
い
。
そ
の
一
方
で
、
彼
が
各
種
「
理
論
書
」（treatises

）
や
「
判
例
集
」（reports

）

の
精
読
に
耽
溺
す
る
な
ら
ば
、
彼
に
は
「
準
備
書
面
」（briefs

）
や
「
訴
答
」（pleadings

）
を
作
成
し
て
い
る
時
間
な
ど
無
い
の
で
あ
る
。

加
え
て
、「
学
習
ス
キ
ー
ム
」
を
ま
っ
た
く
与
え
ら
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
書
物
が
彼
の
注
意
に
値
す
る
の
か
の
指
導
す
ら
ま
っ
た
く
与
え

ら
れ
な
い
様
な
学
生
が
読
書
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
大
し
て
効
能
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
訳
で
、
彼
の
眼
前
を
去
来
す
る
「
法
実
務
」
と
い

う
も
の
は
、
そ
の
「
教
育
的
有
益
性
」
の
半
分
を
喪
失
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
見
当
違
い
の
指
導
に
よ
る
自
己
の
骨
折
り

に
よ
り
、
大
い
な
る
機
会
を
ず
い
ぶ
ん
無
駄
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
後
味
の
悪
さ
と
と
も
に
学
生
は
、
研
修
を
終
え
て
の
ち
法
廷
弁

護
士
事
務
所
を
後
に
す
る
羽
目
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

既
存
の
法
学
教
育
に
内
在
す
る
こ
れ
ら
の
「
欠
陥
」
を
踏
ま
え
た
上
で
、
二
つ
の
特
別
に
重
要
な
「
観
察
」
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
観
察
の
第
一
も
の
は
、
現
状
で
は
、
熱
心
な
学
生
が
い
か
に
根
気
強
く
「
法
学
作
品
」
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
、「
弁
護
士
事

一
〇
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
〇
八
）

務
所
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
の
様
々
な
欠
陥
を
矯
正
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
今
と
な
っ

て
は
二
五
年
か
三
〇
年
前
に
ま
で
遡
る
「
か
の
改
革
」（the reform

）
の
起
こ
る
ま
で
は
、「
法
学
作
品
」
と
い
う
も
の
は
、﹇
旧
来
の
職

業
的
﹈
法
学
訓
練
の
様
々
な
欠
陥
の
ま
さ
に
そ
の
特
質
全
て
を
再
生
産
し
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

我
々
に
と
っ
て
最
良
の
作
品
た
る
ス
ミ
ス
の
『
主
要
判
例
集
（L
eading C

ases

）』
な
ど
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
有
用
で
あ
る
と
い
う
よ

り
は
興
味
深
い
知
識
の
「
バ
ラ
バ
ラ
の
論
点
」
に
対
す
る
「
覚
書
」（notes

）
の
単
な
る
「
寄
せ
集
め
」
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
品

に
は
、「
一
般
的
概
念
」、「
原
則
の
把
握
」、「
方
法
論
」
と
い
う
思
考
そ
の
も
の
が
ま
っ
た
く
欠
如
し
て
い
る
。
自
ら
の
「
稼
業
」
を
こ

の
よ
う
な
「
大
雑
把
な
方
法
で
」（by rule of thum
b

）
学
ん
だ
著
作
者
た
ち
と
い
う
も
の
は
、
未
だ
か
つ
て
、「
法
的
諸
概
念
の
正
確
な

分
析
や
定
義
」
を
有
し
た
こ
と
は
無
い
し
、
否
、
試
み
た
こ
と
す
ら
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
法
的
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム
」

と
い
う
も
の
は
、
他
の
い
か
な
る
専
門
分
野
に
も
引
け
を
取
ら
ぬ
ほ
ど
粗
悪
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
技
術
的
・
専
門
的
で
あ
る
の
に

正
確
性
に
は
欠
け
、
一
見
し
て
明
ら
か
に
「
普
及
」
し
て
い
る
場
合
に
は
、「
隠
さ
れ
た
曖
昧
性
」
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。「
債
権
的
権

利
」（“chose in action ”

）、「
人
的
財
産
権
」（“personal property ”

）、「
無
効
契
約
」（“void ” contract

）
な
ど
と
い
っ
た
用
語
を
確
立
し

た
「
権
威
的
典
籍
」
に
よ
り
「
定
義
」
す
る
こ
と
を
試
み
て
み
る
が
い
い
。
あ
な
た
が
た
は
、
私
の
批
判
に
同
意
す
る
の
み
な
ら
ず
、
か

か
る
絶
望
的
な
混
乱
状
況
を
も
た
ら
し
た
そ
の
理
由
に
、
す
ぐ
さ
に
思
い
当
た
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
英
国
の
実

務
法
曹
は
「
定
義
」
と
言
う
も
の
に
興
味
を
持
つ
こ
と
は
無
か
っ
た
し
、
実
の
と
こ
ろ
そ
の
「
本
質
」
や
「
有
用
性
」
に
つ
い
て
理
解
し

て
も
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
年
前
に
は
そ
の
著
作
が
学
生
の
契
約
法
に
対
す
る
入
門
書
で
あ
っ
た
あ
る
著
作
者
に
目
を

向
け
て
み
よ
う
。
Ｊ
・
Ｗ
・
ス
ミ
ス
氏
は
彼
の
理
論
書
の
最
初
の
章
に
「
契
約
の
本
質
及
び
分
類
」
と
名
づ
け
そ
の
書
を
開
始
し
て
い
る
。

契
約
の
本
質
に
つ
い
て
は
彼
は
自
己
の
読
者
に
対
し
何
も
述
べ
て
は
い
な
い
。
彼
が
実
際
に
述
べ
て
い
る
の
は
合
意
と
言
う
も
の
は
「
記

（
xvi）

（
xvii）

一
〇
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録
契
約
」（contracts of record

）「
押
印
契
約
」（contracts under seal

）「
単
純
契
約
」（sim

ple contracts

）
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
と

言
う
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
最
初
に
、「
分
類
」
を
も
っ
て
「
定
義
」
に
代
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
類
に
い
た
っ
て
は
、
ま
っ
た
く

学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
の
無
い
も
の
で
、
例
え
る
な
ら
、
全
動
物
を
「
ド
ー
ド
及
び
ラ
イ
オ
ン
」
と
、「
ド
ー
ド
及
び
ラ
イ
オ
ン
以
外
の
動
物
」

に
区
分
す
る
よ
う
な
分
類
方
法
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ス
ミ
ス
氏
の
分
類
の
無
意
味
さ
と
い
う
も
の
は
、「
単
純
契
約
」（“sim

ple 

contract ”

）
と
い
う
用
語
が
「
記
録
契
約
」
で
も
な
く
「
押
印
契
約
」
で
も
な
い
全
て
の
契
約
を
意
味
す
る
単
な
る
「
消
極
的
表
現
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
初
め
て
十
分
に
理
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
「
分
類
」
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
「
長
大

な
注
解
」
を
与
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
分
類
の
最
も
特
徴
的
な
特
質
と
し
て
、
誰
の
目
に
も
気
づ
か
れ
ず
に

お
か
れ
ぬ
の
は
、「
記
録
契
約
」
と
い
う
非
一
般
的
か
つ
稀
な
取
り
決
め
（arrangem

ent

）
で
あ
り
、
生
徒
の
注
意
を
悩
ま
せ
る
（
そ
れ
が

い
や
し
く
も
契
約
で
あ
る
の
な
ら
）
契
約
の
種
類
と
し
て
は
最
も
あ
り
得
な
い
も
の
を
高
名
な
位
置
に
ま
で
押
し
上
げ
た
と
い
う
、
そ
の

「
馬
鹿
馬
鹿
し
さ
」
で
あ
る
。
契
約
の
真
の
要
素
た
る
「
申
込
み
」（off er

）、「
承
諾
」（acceptance

）、「
約
束
」（prom

ise

）
に
つ
い
て
は

こ
の
教
師
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
Ｊ
・
Ｗ
・
ス
ミ
ス
氏
の
「
無
益
な
分
類
」
と
、
わ
が
友
人
で
「
法
理
学
教
授
」（the P

rofessor of 

Jurisprudence

）
で
あ
る
サ
ー
・
Ｗ
・
ア
ン
ソ
ンS

ir W
. A
nson

の
著
作
の
中
に
見
出
さ
れ
る
「
有
益
な
分
類
」
を
比
較
す
る
者
な
ら
誰

で
も
単
一
の
ト
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
す
ら
そ
の
原
則
を
習
得
す
る
こ
と
無
し
に
法
学
を
学
ん
だ
作
者
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
る
「
混
乱
」
が
ど

れ
ほ
ど
酷
い
も
の
で
あ
る
の
か
を
即
座
に
理
解
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
Ｊ
・
Ｗ
・
ス
ミ
ス
は
、
他
の
瞠
目
す
べ
き
チ
テ
ィ

C
hitty

や
ア
デ
ィ
ソ
ンA

ddison

と
い
っ
た
著
作
家
た
ち
と
同
様
に
、
そ
の
全
ペ
ー
ジ
を
我
々
の
法
学
作
品
全
体
に
つ
い
最
近
ま
で
敷

衍
し
て
お
り
、
何
ら
の
是
正
手
段
が
存
在
し
な
い
ゆ
え
に
、
英
国
の
法
曹
の
知
的
習
慣
に
感
染
し
て
き
た
、「
あ
る
欠
陥
」
を
持
っ
て
描

写
し
て
い
る
こ
と
を
、「
批
評
家
」
は
観
察
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
悪
徳
」
と
い
う
の
は
、「
例
外
」（exceptions

）
や
「
非
典
型

（
xviii）

（
xix）

（
xx）
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
一
〇
）

的
事
例
」（anom

alies

）
に
際
限
無
く
注
意
を
注
ぎ
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
例
外
が
言
及
し
て
い
る
よ
り
重
要
な
「
規
範
」（canons

）
や

「
法
準
則
」（rules

）
そ
の
も
の
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
欠
陥
の
大
元
の
理
由
は
、
英
国
法
は
「
判

例
」
を
典
拠
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
す
べ
か
ら
く
「
報
告
さ
れ
た
判
例
」（reported case

）
と
い
う
も
の
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
何
ら
か
の
意
味
で
「
あ
る
一
般
原
則
の
例
外
」
で
あ
る
と
い
う
そ
の
「
事
実
」
自
体
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ

え
、
我
々
「
英
国
の
法
律
家
」
は
み
な
、
あ
る
高
名
な
法
曹
が
名
づ
け
た
よ
う
に
「
当
然
の
こ
と
と
し
て
み
な
さ
れ
た
法
」（“law

 taken 

for granted ”

）
に
多
く
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
「
当
然
の
こ
と
と
し
て
み
な
さ
れ
た
法
」
と
い
う
言
い
回
し
こ
そ
、
記

録
さ
れ
た
様
々
な
例
外
事
例
か
ら
の
推
論
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た
「
法
科
学
」
の
「
一
般
原
則
」
に
他
な
ら
な
い
。
旧
来
の
英
国
法
の
教
科

書
は
例
外
を
繰
り
返
し
、
様
々
な
一
般
原
則
に
注
意
を
払
う
こ
と
を
概
し
て
省
略
し
て
い
る
。

第
二
の
重
要
な
観
察
は
、
も
し
生
徒
が
、
彼
が
弁
護
士
事
務
所
で
得
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
教
訓
を
得
る
べ
き
諸
要
素
を
読
書
中
に

発
見
で
き
な
か
っ
た
の
な
ら
、
既
存
の
法
学
教
育
制
度
を
歪
ま
せ
て
い
る
か
か
る
「
欠
陥
」
は
、
我
々
の
祖
先
に
お
け
る
よ
り
も
今
日
の

我
々
に
対
し
て
、
よ
り
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
で
あ
る
。

今
世
紀
の
初
め
、
も
し
く
は
も
っ
と
最
近
に
い
た
る
ま
で
、「
法
学
作
品
」
を
計
画
的
に
全
て
読
み
尽
く
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

「
コ
モ
ン･

ロ
ー
の
全
領
域
」
を
探
査
す
る
能
力
の
あ
る
学
生
は
、
法
の
複
雑
精
妙
さ
を
会
得
す
る
の
に
な
ん
ら
の
計
画
も
必
ず
し
も
必

要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
ッ
ク
の
時
代
の
頃
に
は
、
英
国
法
に
つ
い
て
書
か
れ
た
典
籍
と
い
う
も
の
は
、
現
在
の
ロ
ー
・
レ
ポ
ー

ツ
で
換
算
し
て
三
〇
巻
分
か
四
〇
巻
分
を
超
え
る
こ
と
は
恐
ら
く
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
前
世
紀
の
末
に
掛
け
て
著
作
し
、
そ
の
目
的
と

し
て
、
法
的
諸
原
則
の
学
習
の
困
難
さ
を
控
え
め
に
言
う
よ
り
は
大
げ
さ
に
言
お
う
と
し
た
あ
る
著
作
家
に
よ
れ
ば
、「
立
法
府
に
よ
る

制
定
法
と
各
最
高
裁
に
よ
る
判
例
を
含
め
た
こ
の
国
の
法
は
、
フ
ォ
リ
オ
版
の
書
籍
に
し
て
五
〇
冊
を
下
る
こ
と
は
無
い
」
と
さ
れ
る
。

一
一
〇



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
一
一
）

恐
ら
く
大
き
く
は
そ
の
知
ら
さ
れ
た
情
報
に
誤
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
あ
ろ
う
も
の
の
、﹇
道
徳
神
学
者
で
あ
っ
た
﹈
ペ
イ
リ
ー

P
aley

の
上
記
の
証
言
が
、
法
的
事
柄
に
つ
い
て
の
「
権
威
的
典
籍
」
た
り
得
な
い
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
『
判
例
報
告
者
た

ち
』（T

he R
eporters

）
と
い
う
著
作
の
中
で
述
べ
て
い
る
﹇
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
法
律
家
で
自
身
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
所
判
例
の
報

告
者
で
も
あ
っ
た
﹈
ウ
ォ
レ
スW

allace

氏
の
言
な
ら
絶
対
的
な
信
頼
を
お
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
七
七
六
年
ま
で

の
英
国
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
及
び
エ
ク
ィ
テ
ィ
双
方
に
関
す
る
著
作
は
一
五
〇
巻
を
多
く
超
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

半
世
紀
前
で
す
ら
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
卿
（L

ord C
am
pbell

）
の
よ
う
な
熱
心
か
つ
勤
勉
な
人
間
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
ほ
ぼ
全
領
域
に
渡
る

著
作
を
読
破
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
加
え
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
世
紀
前
に
は
、「
組
合
法
」（the law

 of 

partnership

）、「
契
約
法
」（the law

 of contracts

）、「
代
理
法
」（the law

 of principal and agent

）、「
国
際
私
法
」（private international 

law

）
と
一
般
に
称
せ
ら
れ
る
法
準
則
、「
合
同
株
式
会
社
法
」（the law

 of joint stock com
panies

）
と
い
っ
た
全
て
の
法
領
域
は
、
最
近

に
な
る
ま
で
発
達
が
不
完
全
で
あ
っ
た
か
、
も
し
く
は
、
存
在
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
と
さ
え
言
っ
て
い
い
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
学
習
者
が
「
包
括
的
な
学
習
体
系
」
を
試
み
よ
う
と
す
る
に
際
し
て
遭
遇
す
る
か
か
る
困
難
性
が
、「
判
例
集
」
の
分
量
が
増
え
た

こ
と
や
、
法
の
領
域
の
範
囲
そ
の
も
の
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
れ
ほ
ど
ま
で
に
増
大
し
た
の
か
我
々
に
は
計
り
知
る
こ
と
は

出
来
な
い
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
即
位
（
一
七
一
四
年
）
以
来
一
八
三
〇
年
頃
に
い
た
る
ま
で
、
議
会
に
関
す
る
限
り
英
国
法
の
諸

原
則
と
い
う
も
の
は
、
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
し
現
実
上
変
更
不
能
で
あ
っ
た
。
エ
ル
ド
ン
卿L

ord E
ldon

は
、
一
八
八
二
年
「
既
婚
女

性
財
産
法
」（M

arried W
om
an ’s P

roperty A
ct, 1882

）
で
採
用
さ
れ
た
よ
う
な
方
策
に
よ
る
よ
う
な
、「
君
主
制
廃
止
法
案
」
を
す
ぐ
に

提
議
し
得
も
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
全
て
は
今
で
は
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。
今
で
は
「
判
例
集
」（R

eports

）
は

一
三
〇
〇
巻
か
ら
一
五
〇
〇
巻
の
規
模
に
達
し
て
い
る
し
、
一
八
六
八
年
ま
で
の
『
改
正
制
定
法
集
』（R

evised S
tatutes

）
は
巨
大
な

（
xxi）

（
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日
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十
巻
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一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
一
二
）

フ
ォ
リ
オ
版
で
優
に
一
五
巻
を
数
え
る
。
毎
年
、「
判
例
集
」
は
一
〇
巻
ず
つ
増
加
し
、
制
定
法
集
も
議
会
ご
と
に
そ
の
量
を
ふ
や
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
各
巻
に
は
、
時
に
は
我
々
の
法
制
度
そ
の
も
の
を
実
際
に
震
撼
し
た
り
そ
う
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
「
重
要
な
改

革
案
」
が
目
白
押
し
で
あ
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
実
務
法
曹
は
英
国
の
「
判
例
集
」
の
み
な
ら
ず
海
外
の
「
判
例
集
」
を
も
参
考
に
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
一
七
七
六
年
時
点
で
は
そ
し
て
そ
の
何
年
か
後
に
い
た
る
ま
で
、「
ア
メ
リ
カ
法
判
例
集
」
と
い
う
も

の
は
一
巻
も
存
在
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
や
、
合
衆
国
は
四
〇
〇
〇
巻
も
の
判
例
集
に
よ
り
「
豊
穣
化
」
さ
れ
る
と
、

同
時
に
、「
圧
迫
」
さ
れ
て
も
い
る
。
今
、「
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
」
の
図
書
館
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
法
の
「
判
例
集
」
の
分
量
は
、
ア
メ
リ

カ
独
立
宣
言
当
時
に
存
在
し
た
「
英
国
の
全
法
的
書
籍
の
分
量
」
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。
全
法
分
野
を
包
括
的
に
読
破
す
る
方
法

論
と
い
う
も
の
は
現
在
で
は
、
厳
密
な
意
味
で
は
、
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
も
は
や
「
過
去
の
伝
統
」
で
あ
る
。
エ
リ
ザ

ベ
ス
一
世
治
世
も
し
く
は
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
治
世
の
時
代
に
お
い
て
す
ら
英
国
の
商
業
に
は
そ
れ
ま
で
十
分
で
あ
っ
た
、
各
種
「
帆
船
」
に

よ
る
通
商
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
現
在
で
は
不
可
能
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
ク
ッ
クC

oke

や
ホ
ウ
ル
トH

olt

や
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン

B
lackstone

の
方
法
論
、
そ
し
て
、﹇
比
較
的
最
近
の
﹈
キ
ャ
ン
ベ
ルC

am
pbell

の
方
法
論
に
し
た
が
っ
て
さ
え
、
法
的
読
書
を
完
遂

す
る
こ
と
が
、
読
者
諸
氏
に
は
、
今
の
時
代
、
最
早
、
到
底
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
現
代
の
学
生
た
ち
は
、
そ
の
父
祖
た
ち
の
世
代
以
上
に
、
法
学
学
習
の
上
で
の
「
指
針
」
を
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
が
、

い
か
な
る
運
命
の
悪
戯
か
、
彼
の
先
人
た
ち
が
依
拠
し
た
人
々
の
助
け
に
よ
る
「
指
針
」
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
訴
答
人
」

（pleader

）
ら
は
悪
評
を
有
し
て
お
り
、
彼
ら
が
生
業
（art

）
は
我
ら
が
言
語
た
る
英
語
（the language

）
の
「
法
的
風
刺
作
品
」
の
最
良

の
「
題
材
」
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
「
訴
答
人
た
ち
」
に
こ
そ
コ
モ
ン･

ロ
ー
及
び
そ
の
法
律
家
た
ち

は
最
も
重
く
感
謝
す
べ
き
「
負
い
目
」（debt

）
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
訴
答
の
科
学
」（the science of pleading

）
と
い
う
も
の
は
、

一
一
二
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け
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ダ
イ
シ
ー
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周
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池
）
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「
事
実
か
ら
の
法
の
厳
密
な
区
別
」
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
た
。
訴
答
人
た
ち
の
事
務
所
で
訓
練
を
受
け
た
学
生
た
ち
は
、
そ
の
日
常
的

実
務
を
追
求
す
る
う
ち
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
諸
原
則
を
法
廷
か
ら
離
れ
た
こ
と
が
無
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
法
的
諸
原
則
に
つ
い
て
の
何
ら

か
の
理
解
な
し
に
は
訴
答
に
お
い
て
優
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
、
そ
の
師
匠
（
た
る
訴
答
人
）
か
ら
法
を
学
ぶ
以
外
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
前
世
紀
に
お
い
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
高
名
な
法
律
家
で
、「
特
別
訴
答
人
」（special pleaders

）
に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
、「
訴
答
」
は
廃
止
さ
れ
、
真
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
教
授
た
る
「
訴
答
人
」（pleaders

）
は
、

遠
か
ら
ず
「
忘
れ
ら
れ
た
種
族
」
と
化
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
弁
護
士
事
務
所
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
の
短
所
及
び
そ
れ
に
勝
る
長
所
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
ど
の
程
度
ま
で
大
学
に
お
い
て

コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
い
う
も
の
は
「
教
授
可
能
」
で
あ
る
の
か
を
確
定
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
学

問
的
教
育
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
実
務
観
察
の
た
め
の
「
適
切
な
準
備
段
階
」
を
構
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
教
授
の
活

動
に
と
っ
て
適
切
な
領
域
は
、
直
接
的
、
間
接
的
を
問
わ
ず
、
一
面
的
な
現
行
の
法
実
務
教
育
制
度
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
様
々
な
「
欠

陥
」
に
対
し
て
、「
手
当
て
」
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
法
全
体
」
を
論
理
的
に
首
尾
一
貫
す
る
も
の
と
し
て
解
説
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、

「
法
的
な
諸
概
念
を
分
析
・
定
義
」
す
る
こ
と
、
法
的
諸
準
則
の
一
団
を
秩
序
だ
っ
た
一
連
の
諸
原
則
に
ま
で
還
元
す
る
こ
と
、
そ
し
て

法
的
作
品
の
改
革
も
し
く
は
革
新
を
、
援
助
し
刺
激
し
導
く
こ
と
が
、
法
学
教
授
の
「
責
務
」
で
あ
る
。

な
に
が
し
か
の
注
意
を
も
っ
て
学
術
的
教
育
に
対
し
与
え
ら
れ
て
い
る
各
領
域
を
「
概
観
」
す
る
た
め
に
、
私
に
多
少
の
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
。

1　
「
大
学
」
に
お
い
て
は
、
学
生
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
「
全
体
」
と
し
て
考
慮
し
、
英
国
法
の
一
部
門
を
他
の
一
部
門
と
関
連
さ
せ

て
考
察
す
る
よ
う
に
教
育
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。「
ロ
ー
マ
法
研
究
の
再
興
」、
英
国
法
の
混
乱
し
た
総
体
を
何
ら
か
の
形
式
へ
と

（
xxiii）
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
一
四
）

ま
と
め
る
の
に
既
に
多
く
の
寄
与
を
果
た
し
て
き
た
が
、
こ
の
「
淵
源
」
に
こ
そ
、
こ
の
二
〇
年
間
の
法
的
作
品
の
「
明
晰
性
」

（clearness

）
及
び
「
均
整
」（sym

m
etry

）
に
お
け
る
進
展
の
多
く
を
負
う
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
事
物
の

本
性
」
と
し
て
、
英
国
法
が
「
明
晰
で
秩
序
立
っ
た
法
準
則
及
び
法
概
念
の
取
り
決
め
」
そ
の
「
範
例
」
と
し
て
そ
れ
自
身
で
提
示
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
理
由
は
決
し
て
存
在
し
な
い
。
そ
れ
に
、
学
生
に
「
ロ
ー
マ
法
」
と
唯
一
対
抗
で
き
る
顕
著
な
「
体
系
」
と
し
て
主
張
可

能
な
「
英
国
法
の
概
要
」（outlines of E

nglish law

）
が
与
え
ら
れ
る
、
も
し
く
は
、
よ
り
よ
い
方
法
と
し
て
、
学
生
が
自
ら
自
身
に
そ

れ
を
与
え
る
よ
う
に
教
育
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
理
由
な
ど
、
決
し
て
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
海
図
」
を
手
に
し
た
学
生

は
単
に
彼
の
知
識
を
増
や
す
以
上
の
こ
と
を
為
し
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
。
彼
は
学
習
の
「
枠
組
み
」（schem

e

）
を
得
た
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
断
片
的
知
識
を
「
相
互
に
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
」、
あ
る
種
の
「
計
画
表
」（plan

）
を
手
に
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
知
識
相
互

間
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
弁
護
士
事
務
所
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
や
「
実
務
」
に
お
い
て
得
る
知
識
を
効
率
的
に
記

憶
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
実
務
法
曹
を
め
ざ
し
勉
学
を
開
始
す
る
若
人
が
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
合
衆
国
に

お
け
る
よ
う
に
、
彼
の
教
科
に
対
し
て
の
、
か
か
る
「
一
般
的
学
識
」
を
入
手
し
て
い
る
こ
と
が
可
能
と
な
れ
ば
、
そ
の
「
弁
護
士
事
務

所
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」（reading in cham

bers

）
や
「
法
廷
へ
の
随
伴
」（attendance in the court

）
を
通
し
て
、
長
年
、「
法
廷
」
に

立
ち
つ
づ
け
て
来
た
法
廷
弁
護
士
が
し
ば
し
ば
得
て
き
た
も
の
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
法
学
識
を
、
彼
は
簡
単
に
学
び
得
る
よ
う
に
な
る

か
も
し
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

2　

大
学
に
お
い
て
は
、
事
物
の
本
性
か
ら
、「
弁
護
士
事
務
所
」
で
は
決
し
て
学
び
得
な
い
も
の
を
「
教
授
」
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
「
法
的
諸
概
念
を
分
析
し
定
義
す
る
習
慣
」
で
あ
る
。
か
か
る
「
分
析
」
と
い
う
の
は
、「
法
実
務
の
日
々
の

要
求
」
に
か
か
り
き
り
に
な
っ
て
い
る
人
物
の
仕
事
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
重
要
性
と
い
う
も
の
は
い
く
ら
大
げ
さ
に
見
積

一
一
四
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も
っ
て
も
足
り
得
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。「
法
学
研
究
」
及
び
「
法
実
務
」
に
お
け
る
困
難
の
半
分
は
「
法
律
用
語
」
の
「
不
正
確

性
」
及
び
「
曖
昧
性
」
に
起
因
す
る
こ
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
有
能
な
裁
判
官
と
い
え
ど
も
異
論
を
唱
え
得
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
と
敢
え
て
大

胆
に
も
、
私
は
申
し
上
げ
た
い
。「
合
意
の
注
意
深
い
分
析
」
が
、「
契
約
法
の
明
晰
化
」
に
い
か
ほ
ど
の
も
の
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
か

を
、
我
々
は
み
な
知
っ
て
い
る
。
そ
の
方
面
に
注
意
を
向
け
た
こ
と
の
あ
る
者
な
ら
み
な
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
「
占
有
理
論
」
が
英
国
法
の

様
々
な
難
問
を
解
決
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
理
論
は
「
時
効
取
得
」（title by prescription

）
の
諸
準
則
を
明
確
化
し
、「
ト
レ

ス
パ
ス
」
の
本
質
や
、「
動
産
侵
害
訴
訟
・
拾
得
動
産
横
領
訴
訟
」（action of trover

）
に
関
わ
る
原
則
な
ど
明
ら
か
に
技
術
的
な
諸
問
題

に
光
を
投
げ
か
け
、「
本
拠
地
法
」（the law

 of dom
icile

）
を
論
理
的
に
一
貫
し
た
全
体
へ
と
構
成
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
奇
妙
な
こ

と
に
、『
詐
欺
防
止
法
』（S

tatutes of F
rauds

）
第
一
七
節
と
い
う
、
よ
く
学
ば
れ
て
き
た
「
あ
る
制
定
法
」
に
お
け
る
「
難
題
」

（perplexity

）
の
少
な
く
と
も
一
つ
を
、「
理
解
可
能
」
に
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
、「
法
的
専
門
用
語
」
の
「
解
説
」・「
単
純
化
」・「
分

析
」
以
上
に
大
学
教
授
が
精
を
出
す
の
に
適
切
か
つ
有
益
な
分
野
は
存
し
な
い
。「
法
的
専
門
用
語
」
が
他
の
諸
国
に
お
い
て
為
さ
れ
た

よ
う
に
大
学
教
授
に
よ
る
教
育
に
よ
り
再
審
査
さ
れ
確
定
さ
れ
ぬ
限
り
は
、
英
国
法
の
た
め
と
な
る
に
値
す
る
「
法
典
」（code

）
を
英

国
が
有
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
極
端
な
予
見
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

3　

現
状
で
は
、
法
を
一
連
の
「
諸
準
則
と
例
外
」
と
し
て
理
解
し
、
確
立
し
た
「
諸
原
則
」
の
「
正
確
な
限
界
」
を
注
意
深
く
確
定

す
る
こ
と
を
教
育
す
る
こ
と
は
、
大
学
に
お
い
て
の
み
可
能
な
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
場
所
で
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
「
例
外
」
は
覚
え
、
明
白
な
「
諸
原
則
」
に
つ
い
て
は
忘
却
す
る
と
い
う
、
例
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
律
家
に
伝
統
的
な
、「
致
命
的
傾

向
」
へ
の
真
の
「
処
方
箋
」
で
あ
る
。
有
能
な
「
教
師
」
の
第
一
の
義
務
は
、
法
と
い
う
も
の
は
、「
一
対
の
法
準
則
と
そ
の
例
外
」
へ

と
還
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
、
自
ら
自
身
と
そ
の
生
徒
た
ち
に
印
象
付
け
、
一
般
的
で
あ
り
ふ
れ
た
普
通
の
「
諸
原
則
」
の
方
が

（
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〇
一
四
年
六
月
）

（
一
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六
）

例
外
的
で
め
ず
ら
し
く
普
通
で
な
い
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
の
感
覚
を
そ
の
「
聴
講
者
」
た
ち
に
持
た
せ
る
こ
と

に
あ
る
。

「
適
切
な
学
習
」
と
「
注
意
深
い
思
考
」
に
よ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
全
体
を
「
秩
序
」
へ
と
還
元
可
能
で
あ
り
、
一
〇
〇
の
判
例
を

「
ま
と
め
た
二
、
三
の
原
則
」
の
形
で
提
示
可
能
で
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
原
則
が
依
拠
し
て
い
る
判
例
の
名
前
を

覚
え
る
こ
と
す
ら
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
も
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
理
解
・
記
憶
」
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

私
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
「
一
例
」
を
挙
げ
た
い
。
誰
に
で
も
よ
い
が
、「
英
国
臣
民
」
で
あ
る
と
主
張
し
得
る
人
々
に
関
す
る
様
々
な

階
級
を
（
成
文
法
典
に
見
ら
る
よ
う
な
形
の
）
各
種
の
「
準
則
（rule

）
と
例
外
（exception

）」
よ
り
な
る
「
確
定
的
言
述
」（defi nite 

statem
ent

）
の
形
で
定
義
す
る
こ
と
を
試
み
さ
せ
て
み
る
が
よ
い
。
こ
の
仕
事
自
体
は
な
ん
の
克
服
不
能
な
困
難
性
を
提
示
す
る
も
の
で

は
な
い
。
三
つ
か
四
つ
の
短
い
「
制
定
法
」
及
び
せ
い
ぜ
い
一
〇
か
ら
一
二
ほ
ど
の
「
判
例
」
で
必
要
と
さ
れ
る
素
材
は
足
り
よ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
私
の
提
案
に
基
づ
き
行
動
す
る
も
の
は
誰
で
も
、
こ
の
仕
事
が
時
間
が
か
か
り
、
か
つ
、
困
難
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
、
同
時
に
、
も
し
そ
れ
が
し
か
る
べ
く
実
行
さ
れ
た
な
ら
ば
、
彼
の
脳
内
に
は
「
英
国
籍
の
得
失
」
に
関
わ
る
「
一
連
の
諸
命
題
」

が
存
在
す
る
こ
と
な
り
、
そ
の
こ
と
は
彼
を
し
て
永
久
に
「
国
籍
」
と
い
う
あ
る
難
題
の
達
人
に
し
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
彼
は
、
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
「
国
籍
法
」（the law

 of nationality

）
と
い
う
の
は
厳
密
に
は
「
未
解
決
」
の
ま
ま
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
見
出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ど
こ
に
真
の
難
問
が
存
在
す
る
の
か
分
か
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
し
て
、
実
際
に
最

近
起
こ
っ
た
よ
う
に
、
判
例
で
こ
れ
ら
の
争
点
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
場
合
、
彼
は
そ
の
判
決
の
効
力
に
つ
い
て
簡
単
に
「
留
意
」
し
、

か
つ
、「
記
憶
に
と
ど
め
て
お
く
」
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
彼
は
さ
ら
に
、「
既
存
の
法
の
錯
綜
点
」（the intricacy of the 

law

）
は
、
歴
史
的
に
、
支
持
さ
れ
る
「
二
大
対
立
理
論
」
間
の
「
摩
擦
」
と
、
両
者
の
「
究
極
的
な
妥
協
」
よ
り
、
生
ず
る
の
で
あ
る

一
一
六
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と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
我
々
の
「
狭
い
主
題
の
内
部
」
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
徐
々
に
、「
英
国
法

全
域
」
に
対
し
て
達
成
可
能
な
こ
と
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
っ
た
一
人
の
「
大
学
教
授
」
や
、
た
っ
た
「
一
学
部
の
大
学
教
授
た

ち
」
で
は
、
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
、
こ
の
英
国
法
全
体
を
こ
の
「
自
然
的
な
成
文
法
典
」（natural code

）
の
形
式
へ
と
変
換
す
る
と

い
う
事
業
は
達
成
し
得
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
は
自
信
を
持
っ
て
以
下
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。「
学
問
的
」
に
も

「
法
実
務
」
の
た
め
に
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
「
一
連
の
諸
準
則
」
と
し
て
認
識
す
る
「
習
慣
」
以
上
に
学
生
に
教
授
さ
れ
る
の
に
価
値

の
あ
る
物
事
な
ど
存
在
し
な
い
し
、
さ
ら
に
、「
か
か
る
心
理
的
傾
向
」（this turn of m

ind

）
を
有
す
る
「
学
派
」
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー

全
体
の
「
混
乱
し
た
法
原
則
の
総
体
」
を
、
徐
々
に
、「
明
晰
か
つ
、
論
理
的
、
均
整
の
と
れ
た
形
式
」
へ
と
変
換
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う

と
。
し
か
る
に
、
こ
こ
に
お
い
て
我
々
は
、
大
学
教
授
が
精
魂
を
注
ぐ
べ
き
領
域
の
、
最
後
の
、
最
も
興
味
深
く
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
最

も
重
要
な
、
そ
の
境
界
線
へ
と
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

4　

つ
ま
り
、
大
学
で
、
そ
し
て
他
な
ら
ぬ
大
学
に
お
い
て
の
み
、
極
め
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
法
学
文
献
の
「
改
革
」、
も
し
く
は

私
が
「
創
造
」
と
す
ら
呼
ば
ん
と
す
る
も
の
の
、「
援
助
」・「
刺
激
」・「
指
導
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

我
々
の
英
国
ほ
ど
司
法
的
判
決
の
豊
富
な
国
は
な
い
。
一
五
〇
〇
冊
以
上
も
の
「
判
例
集
」
は
わ
れ
ら
が
英
国
法
及
び
わ
れ
ら
が
裁
判

官
の
「
健
全
な
感
覚
」（sound sense

）、
司
法
、
洞
察
力
、
知
的
能
力
、
そ
の
文
学
的
表
現
力
と
い
っ
た
実
質
的
な
諸
利
益
へ
と
供
せ
ら

れ
る
、「
も
っ
と
も
高
潔
な
記
念
碑
」
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
法
学
作
品
」（legal literature

）
と
呼
ぶ
に
真
に
ふ
さ
わ
し
い
全
て

の
作
品
を
収
め
る
の
に
は
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
の
図
書
館
に
お
け
る
本
棚
一
つ
で
十
分
に
お
つ
り
が
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
そ
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
「
英
国
法
全
体
の
歴
史
」
を
未
だ
有
し
て
は
い
な
い
し
、
他
国
の
偉
大
な
法
律
家
の
諸
作
品
に
比
肩
す
る
作
品
と
し
て

我
々
が
有
す
る
の
は
「
理
論
書
」（treatises

）
の
数
は
二
〇
を
超
え
て
い
な
い
。「
判
例
集
」
に
お
け
る
わ
れ
ら
が
「
豊
潤
」
が
、
わ
れ

（
xxvi）

（
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ら
が
裁
判
官
た
ち
の
偉
大
性
の
「
柱
立
す
る
記
念
碑
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
ら
が
「
法
学
作
品
」
の
「
貧
困
」
は
、
最
近
に
い

た
る
ま
で
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
）「
法
学
教
授
位
」
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
「
結
果
」
に
、
確
か
に
、
他
な
ら
ぬ
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
の
「
法
学
作
品
」
の
改
革
も
し
く
は
再
生
の
「
助
成
」
と
い
う
、
非
常
に
重
要
か
つ
有
益
な
仕
事
は
、「
大
学
教
師
」
の
双
肩

に
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
、
か
か
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
「
法
学
作
品
改
革
」
こ
そ
が
、
こ
の
三
〇
年
間
で
最
も
目
を
見
張
る
べ

き
現
象
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
我
々
の
学
生
の
需
要
を
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
ら
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
い
う
も
の
は
合
理
的
な
「
学
問
」
で

あ
り
、
他
の
「
科
学
」
と
同
じ
く
「
明
晰
か
つ
合
理
的
か
つ
興
味
深
い
方
法
」
で
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
よ
う
な
作
品
を
供
給
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
最
も
重
要
で
あ
る
。
我
が
﹇
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
﹈
同
僚
の
一
人
以
上
の
者

が
、
か
か
る
仕
事
を
手
が
け
、
既
に
抜
群
か
つ
定
評
の
あ
る
成
功
を
収
め
て
い
る
。
も
し
若
き
学
徒
ら
に
謝
意
を
表
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
な
ら
ば
、
ア
デ
ィ
ソ
ンA

ddison
の
「
勿
体
ぶ
っ
た
重
苦
し
い
混
乱
」（ponderous confusion

）
や
、
Ｊ
・
Ｗ
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
無

意
味
な
精
妙
さ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
よ
り
両
肩
に
課
せ
ら
れ
た
「
無
意
味
な
徒
労
」
と
い
っ
た
も
の
か
ら
解
放
し
て
く
れ
た
こ

と
に
、
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ソ
ンS

ir W
illiam

 A
nson

や
ポ
ロ
ッ
クP

ollock

教
授
に
対
し
、
日
々
の
感
謝
を
捧
げ
る
学
生
の

大
規
模
な
一
団
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
に
基
づ
く
「
絶
対
的
必
要
性
」
が
全
て
の
教
師
に
彼
の
扱
う
分

野
に
ふ
さ
わ
し
か
る
べ
き
「
理
論
書
」（treatises

）
の
創
造
を
示
唆
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
動
機
も
精
力
的
教
師
を
し

て
法
学
作
品
の
著
作
業
の
道
へ
と
向
か
わ
し
め
る
。
つ
ま
り
、「
法
学
教
授
」
と
い
う
も
の
は
、「
教
授
活
動
」
と
そ
の
「
作
品
」
に
よ
り

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
「
形
式
」
の
み
な
ら
ず
そ
の
「
実
体
」
に
一
般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
以
上
に
遥
か
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が

可
能
な
の
で
あ
る
。
非
常
に
柔
軟
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
諸
法
準
則
」（the rules of law

）
と
い
う
も
の
は
、
大
部

分
は
、「
裁
判
官
の
立
法
行
為
に
よ
る
法
定
立
」（enactm

ents of judicial legislation

）
で
あ
り
、（
※
学
者
に
よ
る
）「
権
威
的
見
解
」

（
xxviii）

（
xxix）
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（authoritative opinion

）
の
圧
力
に
よ
り
、
こ
の
「
裁
判
官
に
よ
る
法
定
立
」
が
簡
単
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
以
上
に
目
を
見
張
る
ほ
ど
自

明
な
事
柄
は
存
在
し
な
い
。
生
起
し
て
く
る
判
例
を
扱
う
多
忙
な
「
行
政
官
﹇
た
る
裁
判
官
﹈」
は
、
そ
の
「
原
則
」
を
「
教
科
書
作
者
」

か
ら
採
用
す
る
の
で
あ
る
。
最
近
で
す
ら
、
特
定
の
著
作
者
た
ち
に
よ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
全
て
の
分
野
の
「
範
型
」
が
「
形
成
さ
れ

た
」、
否
、「
無
か
ら
創
造
さ
れ
た
」
と
す
ら
言
い
得
る
事
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。「
訴
答
」（pleading

）
と
い
う
も
の
は
五
〇
年
前
に

極
め
て
優
れ
た
論
理
的
能
力
を
有
し
た
あ
る
法
律
家
に
よ
り
学
問
と
し
て
「
体
系
化
」
さ
れ
た
し
、「
損
害
賠
償
法
」（law

 of dam
ages

）

と
い
う
も
の
は
、
い
ま
な
お
存
命
中
の
あ
る
著
作
家
の
影
響
下
で
成
長
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
国
際
私
法
」（private international 

law

）
と
俗
称
さ
れ
る
広
大
な
領
域
は
英
国
に
お
い
て
は
フ
ー
ベ
ル
（H

uber

）
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
三
、
四
の
原
則
と
、
ス
ト
ー
リ
ー『
国

際
私
法
』（C

onfl icts of L
aw
s

）
に
よ
り
解
説
さ
れ
た
諸
理
論
に
よ
り
「
今
に
い
た
る
ま
で
に
大
ま
か
に
体
系
化
さ
れ
て
来
た
」（has been 

m
apped out

）。
し
か
る
に
、
他
の
場
所
と
同
じ
く
英
国
に
お
い
て
、「
一
作
者
」
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
影
響
力
と
い
う
も
の
は
、「
学
派
を

形
成
す
る
教
師
た
ち
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
影
響
力
と
は
比
ぶ
べ
く
も
無
い
の
で
あ
る
。

読
者
は
、
一
貫
し
て
本
講
演
で
は
、「
教
育
者
」
と
し
て
の
大
学
教
授
の
役
割
と
、
大
学
教
授
の
「
研
究
も
し
く
は
著
作
活
動
の
義
務
」

と
の
間
に
、
何
ら
の
対
立
的
線
引
き
を
し
て
来
な
か
っ
た
事
に
気
づ
か
れ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
区
別
を
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
、

そ
も
そ
も
、
両
者
間
に
か
か
る
対
立
関
係
は
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
必
然
的
に
無
知
な
階
級
に
何
度
も
繰
り
返
し
基
礎
的
理
論
を
教
え

る
過
程
と
い
う
も
の
に
は
、
実
際
な
ん
ら
か
の
手
間
の
無
駄
が
存
在
す
る
。（
真
実
と
と
も
に
言
え
る
こ
と
は
）﹇
学
生
な
ど
を
意
識
し
た
﹈

「
説
明
的
分
析
」（exposition

）
と
い
う
の
は
「
学
識
」（erudition

）
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
「
手
間

の
無
駄
」
と
い
う
も
の
は
「
講
義
を
す
る
者
の
立
場
で
い
る
こ
と
」
の
二
つ
の
利
点
に
よ
り
、
十
二
分
に
報
い
ら
れ
て
い
る
か
、
報
い
ら

れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
彼
は
、
す
ぐ
に
、
自
分
の
理
解
し
て
お
ら
ぬ
物
事
は
説
明
出
来
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ

（
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ろ
う
。「
平
易
か
つ
明
瞭
な
講
義
」
と
い
う
も
の
は
、「
熱
心
な
読
書
」
と
、
苦
痛
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
「
長
き
思
索
」
の
成
果
で
あ
る
。

「
衒
学
趣
味
」、「
偏
執
狂
」、「
浮
世
離
れ
」
と
い
っ
た
も
の
は
、
確
か
に
、
所
謂
「
机
上
の
法
律
家
」（“paper law

yers ”

）
に
属
す
る
悪
徳

で
あ
り
、
私
の
敢
え
て
推
測
す
る
と
こ
ろ
で
は
大
学
教
授
や
法
学
者
の
研
究
に
も
感
染
し
う
る
短
所
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
自
己
の
思

想
を
自
分
自
身
の
み
な
ら
ず
他
人
に
対
し
て
も
明
確
に
説
明
す
る
必
要
性
と
い
う
も
の
は
、
か
か
る
悪
徳
矯
正
の
最
も
賞
賛
す
べ
き
方
法

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
学
術
的
法
学
教
育
」
を
際
立
た
せ
る
様
々
な
資
質
│
我
々
の
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
い
う
主
題
を
全
体
と
し

て
観
ず
る
習
慣
」
と
か
、（
常
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
「
権
威
的
見
解
」
及
び
「
事
実
」
に
目
配
り
を
し
つ
つ
、
同
時
に
、）「
法
的
観
念
」
や
「
理
念
」

を
「
定
義
」
し
「
単
純
化
」
し
よ
う
と
す
る
願
望
で
あ
る
と
か
、「
法
」
を
、
理
解
し
や
す
く
、
か
つ
、
裁
判
所
判
例
と
実
務
法
曹
の
見

解
に
も
一
致
し
た
、「
一
連
の
諸
命
題
」
に
転
換
す
る
努
力
│
と
い
っ
た
も
の
は
、
現
実
の
法
を
明
晰
か
つ
効
率
的
に
解
説
す
る
と
い
う

要
請
に
よ
り
、
全
て
、
促
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
み
な
「
法
学
作
品
」
の
「
記
念
碑
的
労
作
」
を
創
出
し
よ
う
と
望
む
よ
う

な
「
著
作
者
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
べ
き
特
質
で
あ
る
。
か
り
に
も
し
英
国
に
お
い
て
も
、
他
国
と
同
じ
よ
う
に
「
常
に
自
身
の
講
義
に

お
け
る
生
徒
と
い
う
聴
衆
を
意
識
し
た
法
学
者
」
に
よ
っ
て
「
法
学
書
」
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
果
た
し
て
、
そ
れ
自
身

全
く
無
意
味
な
、「
山
積
す
る
注
釈
に
よ
り
」（pile after pile of notes

）、
言
わ
ば
、
判
例
が
「
層
を
為
し
て
」（in layer after layer

）

お
り
、
山
積
す
る
そ
の
「
注
解
」
の
重
み
で
自
己
崩
壊
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ス
ミ
ス
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
』
の
よ
う
な
「
文
学
的

奇
形
」（literary m
onstrosities

）
の
成
長
を
目
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
は
想
像
し
が
た
い
し
、
我
々
全
員
が
経
験
し
た
よ
う
に
、
セ
ン

ト
・
レ
ナ
ー
ド
卿L

ord S
t. L
eonards

の
「
へ
そ
曲
が
り
の
学
識
」
に
頭
を
か
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
想
像
し
難
い
。
ま
た
、
各

「
法
領
域
」
が
順
に
、
そ
の
尊
大
性
と
あ
の
手
こ
の
手
の
や
り
方
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
「
洞
察
力
の
欠
如
」
に
お
い
て
も
、
負
け
ず
劣
ら

ず
度
を
越
し
た
「
著
作
家
」
た
ち
の
「
厄
災
の
如
き
そ
の
情
熱
」
の
犠
牲
と
な
る
の
を
何
世
代
に
か
け
て
、
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
に

（
xxxii）

（
xxxiii）

一
二
〇



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
二
一
）

な
っ
た
と
も
想
像
は
し
難
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
著
作
家
」
と
「
教
育
者
」
│
我
ら
の
当
論
文
で
の
目
的
の
た
め
に
は
こ
れ

ら
を
区
別
す
る
必
要
は
無
い
の
で
あ
る
が
│
の
「
法
」
に
対
し
有
す
る
計
り
知
れ
ぬ
影
響
と
い
う
も
の
は
「
解
説
的
分
析
」（exposition

）

と
い
う
も
の
の
持
つ
、
一
般
的
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
「
は
る
か
に
強
い
影
響
力
」
と
い
う
も
の
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
得
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
我
々
は
、
広
範
か
つ
多
様
な
経
験
か
ら
の
教
訓
を
参
照
し
得
る
。
我
々
の
「
法
学
作
品
改
革
の
要

請
」
と
い
う
も
の
は
正
当
に
最
も
注
目
す
べ
き
「
知
的
運
動
」
も
し
く
は
「
改
革
」
と
呼
び
得
る
現
象
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
三
〇

年
間
で
三
人
の
天
才
が
法
学
研
究
に
新
た
な
衝
撃
を
与
え
て
き
た
。
マ
コ
ー
レ
ーM

acaulay

は
新
た
な
「
法
典
化
」（codifi cation

）
の

形
式
を
創
設
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。「
歴
史
家
」
と
し
て
の
マ
コ
ー
レ
ー
は
確
か
に
学
派
の
「
領
袖
」
で
は
な
か
っ
た
が
、「
法
改
革
者

及
び
立
法
者
」
と
し
て
は
、
恐
ら
く
は
そ
の
名
声
が
彼
の
歴
史
学
の
記
憶
よ
り
永
続
す
る
で
あ
ろ
う
立
法
府
に
よ
る
「
諸
種
法
典
」
の
父

祖
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
チ
ャ
ル
マ
ー
氏M
r. C
halm

er

の
『
為
替
法
』（L

aw
s of B

ills of E
xch

an
ge

）
や
サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス

テ
ィ
ー
ブ
ンS

ir Jam
es S
tephen

『
刑
事
法
提
要
』（D

igest of C
rim

in
al L

aw

）
な
ど
、「
公
式
」
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
測
り
知

れ
ぬ
ほ
ど
貴
重
な
、
全
て
の
英
国
法
の
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
形
式
」
の
書
物
の
父
で
も
あ
る
。
前
出
の
チ
ャ
ル
マ
ー
『
為
替
法
』
は
既
に

「
立
法
府
に
よ
る
「
法
」
と
し
て
の
権
威
」（legislative authority

）
を
獲
得
し
て
お
り
、
後
出
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
『
刑
事
法
提
要
』
も
、

恐
ら
く
は
、
将
来
に
お
い
て
そ
れ
を
獲
得
す
る
運
命
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ンA

ustin

は
「
法
的
な
哲
学
的
思
索
」（legal 

speculation

）
に
新
た
な
衝
撃
を
与
え
、
そ
の
見
解
を
支
持
し
な
い
著
作
者
た
ち
や
、
公
然
と
彼
の
「
論
理
学
的
分
析
シ
ス
テ
ム
」（system

 

of logical analysis

）
を
採
用
し
な
い
著
作
者
た
ち
を
も
、
彼
ら
の
自
覚
的
意
識
を
遥
か
に
超
え
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
サ
ー
・
ヘ
ン

リ
ー
・
メ
イ
ンS

ir H
enry M

aine

は
歴
史
学
研
究
の
新
分
野
を
切
り
開
き
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
と
も
に
「
ロ
ー
マ
法
」
に
対
す
る
公
共

的
関
心
を
再
燃
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
三
者
の
う
ち
二
人
は
「
大
学
教
授
」
で
あ
る
が
、
マ
コ
ー
レ
ー
は
、
彼
の
激
し
い
「
解
説
」

（
xxxiv）
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
二
二
）

（explanation

）
へ
の
愛
と
そ
の
「
例
証
」（illustration

）
へ
の
情
熱
を
持
っ
て
、「
四
季
裁
判
所
」（quarter sessions

）、「
巡
回
裁
判
」

（circuit
）、「
ナ
イ
サ
イ
・
プ
ラ
イ
ア
ス
」、「
貴
族
院
」（H

ouse of L
ords

）
に
お
い
て
す
ら
輝
き
を
発
揮
す
る
「
法
廷
弁
護
士
」
の
類
型

と
い
う
よ
り
は
、「
大
学
教
授
」
の
類
型
に
遥
か
に
近
接
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
こ
れ
ら
三
者
の
影
響
は
「
大
学
教
授

の
教
育
」
の
影
響
を
「
間
接
的
に
」
例
示
す
る
も
の
で
し
か
な
い
と
い
わ
れ
る
な
ら
、
我
々
は
よ
り
広
い
見
解
を
持
つ
た
め
に
そ
の
視
座

を
広
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
ポ
テ
ィ
エP

othier

、
サ
ヴ
ィ
ニ
ーS

avigny

、
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウV

angerow

、
マ
ン
チ
ー
ニM

ancini

、

ブ
ル
ン
チ
ュ
リB

luntschili
と
い
っ
た
令
名
は
、
海
外
の
法
学
者
に
よ
る
偉
大
な
作
品
を
想
起
す
る
に
十
分
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
教
説

の
結
果
も
し
く
は
体
現
で
あ
る
と
こ
ろ
の
各
種
「
理
論
書
」（treatises

）
及
び
「
法
典
」（codes

）
と
い
っ
た
も
の
は
、
多
く
の
場
合
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
彼
ら
の
「
講
義
」
か
ら
直
接
的
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
我
ら
が
視
点
を
よ
り
近
く
英
国
内
に
戻
し

そ
の
法
的
状
況
を
検
証
す
る
と
、
確
か
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
本
来
受
け
て
し
か
る
べ
き
そ
の
注
意
よ
り
遥
か
に
少
な
い
注
意
し
か
、
英

国
内
で
は
、
受
け
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
「
判
例
集
」
に
関
す
る
限
り
英
国
ほ
ど
潤
沢
で
は
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
、
ざ
っ
と
観
察
し
た
だ
け
で
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
少
な
く
と
も
「
法
学
提
要
形
式
の
理
論
書
著
作
者
」（institutional w

riters

）
を
少
な
く
と
も
三
、
四
人
は
有
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
し
、
同
様
の
利
点
を
持
っ
た
英
国
の
「
著
作
家
」
で
、
彼
ら
に
比
肩
し
得
る
者
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の

研
究
に
際
し
て
、
私
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
史
で
現
存
す
る
権
威
の
中
で
最
高
の
人
物
か
ら
、
情
報
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
に
お
け
る
最
高
の
「
法
学
提
要
形
式
の
理
論
書
」
と
い
う
も
の
は
実
の
と
こ
ろ
「
講
義
」
の
産
物
で
あ
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

ヒ
ュ
ー
ム
男
爵
（B

aron H
um
e

）
の
『
犯
罪
の
定
義
及
び
処
罰
に
関
す
る
注
釈
』（C

om
m

en
taries on

 th
e D

efi n
ition

 an
d

 P
u

n
ish

m
en

t of 

C
rim

e

）、
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
ス
キ
ン
（John E

rskine

）
の
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
諸
原
理
』（P

rin
ciples of th

e L
aw

 of S
cotlan

d

）、

（
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
二
三
）

ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
ベ
ル
（G

eorge Joseph B
ell

）
の
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
諸
原
理
』（P

rin
ciples of th

e L
aw

 of S
cotlan

d

）

は
、
み
な
す
べ
て
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
に
お
い
て
為
さ
れ
た
「
講
義
」
の
成
果
で
あ
る
。
厳
密
な
言
葉
の
定
義
通
り
に
で
は
な
い
に
し
て
も
、

実
質
、
同
様
の
事
柄
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
理
論
書
の
中
で
も
最
も
著
名
な
ス
テ
ア
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
提
要
』
に
つ
い
て
も
言
及

さ
れ
得
る
。
ス
テ
ア
卿
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
学
び
、
彼
は
「
法
学
教
授
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
度
も
無
か
っ
た
。
満
足
い
く
と
は
い
え

ぬ
ま
で
も
、
そ
の
事
実
に
対
す
る
「
十
分
な
理
由
」
は
、
前
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
、
同
大
学
に
は
「
法
学
教
授
職
」
そ
の
も
の
が
存
在

し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
ス
テ
ア
卿
の
「
伝
記
作
家
氏
」
か
ら
伝
え
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ス
テ
ア

『
提
要
』
の
「
哲
学
的
部
分
」
は
、
確
実
に
、
彼
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
「
理
事
」（R

egent

）
で
あ
っ
た
と
き
に
し
た
「
講
義
」
に
遡
る

こ
と
が
出
来
る
と
の
事
で
あ
る
。

も
し
あ
る
者
が
、「
ロ
ー
マ
法
」
に
依
拠
し
た
制
度
と
い
う
も
の
は
、「
英
国
法
」
に
比
べ
そ
れ
自
身
で
大
学
教
授
に
よ
る
解
説
に
よ
り

適
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
示
唆
す
る
と
す
れ
ば
、
か
か
る
示
唆
は
す
ぐ
さ
ま
「
事
実
に
基
づ
く
抗
告
」（appeal to facts

）
に
出
く
わ
し

得
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
そ
し
て
実
際
の
と
こ
ろ
、
合
衆
国
に
お
け
る
経
験
が
、
本
講
演
の
主
題
全
般
に
関
し
て
、
示

唆
に
富
ん
だ
も
の
と
な
る
。
合
衆
国
市
民
は
、
確
か
に
、「
衒
学
家
」（pedants

）
で
は
な
い
し
、
概
し
て
、「
理
論
家
」（theorist

）
で
も

な
い
の
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
各
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
現
在
、
英
国
法
が
教
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
、
素
晴
ら
し
い
形
で
講
義
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
も
し
あ
な
た
が
「
実
務
法
曹
」
た
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
鋭
敏
な
弁
護
士
に
対
し
て
、
彼
ら
の
大
部
分
が
そ
の
生
徒
で

あ
る
か
、
そ
う
で
あ
っ
た
「
ド
ワ
イ
トD

w
ight

教
授
の
講
義
か
ら
は
、
知
る
に
足
る
知
識
を
全
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
」
な
ど
と
示

唆
し
よ
う
も
の
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
弁
護
士
は
あ
な
た
自
身
の
面
前
で
そ
れ
を
「
一
笑
」
に
付
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
の
実
務
に
従
事
し
て
い
る
法
廷
弁
護
士
は
、「
法
廷
実
務
に
関
す
る
最
良
の
準
備
」
と
い
う
も
の
は
、
ラ
ン
グ
デ
ルL

angdell

教
授
と

（
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
二
四
）

そ
の
同
僚
た
ち
に
よ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
「
教
室
に
お
け
る
勉
強
」
で
あ
る
と
、
疑
い
無
く
、
あ
な
た
に
告
げ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
留

意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
米
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
事
態
は
一
日
、
一
世
代
の
み
の
経
験
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
識
深

く
精
確
な
ケ
ン
ト
『
米
法
釈
義
』
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
で
「
講
義
」
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ト
ー

リ
ー
『
抵
触
法
』（C

on
fl ict of L

aw
s

）『
衡
平
法
学
』（E

qu
ity Ju

rispru
d

en
ce

）『
代
理
法
』（L

aw
 of A

gen
cy

）
と
い
っ
た
一
連
の
「
作

品
」
は
、「
英
語
」
と
い
う
言
語
で
書
か
れ
た
同
種
の
著
作
中
で
は
最
良
の
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
全
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
「
デ
ー
ン
講
座
教
授
」（D

ane P
rofessor

）
と
し
て
彼
が
な
し
た
「
講
義
」
の
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
同
じ
く
米
国
に

お
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
「
実
務
的
知
識
」
と
「
理
論
的
解
説
」
と
の
間
に
「
齟
齬
」
が
存
在
す
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
が
鼓
舞

さ
れ
た
こ
と
は
一
度
た
り
と
も
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ケ
ン
ト
は
、「
高
位
裁
判
官
職
」
を
引
退
し
て
「
大
学
教
授
」
に
就
任

し
た
。
ケ
ン
ト
『
米
法
釈
義
』
は
、
ア
メ
リ
カ
の
法
学
著
作
者
の
う
ち
で
も
最
も
高
名
な
人
物
に
よ
り
再
編
集
さ
れ
続
け
、
つ
い
に
は
本

家
『
釈
義
』
と
同
じ
く
極
め
て
有
用
性
の
高
い
「
全
く
新
し
い
作
品
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
作
者
は
、
当
時
ハ
ー

バ
ー
ド
に
お
け
る
「
教
授
職
」
か
ら
栄
誉
あ
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
「
高
等
裁
判
官
職
」
に
転
職
し
た
ば
か
り
の
人
物
で
あ
っ
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
「
各
講
義
」
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
自
身
が
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
飛
び
ぬ
け
て
高
名
な
「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
」
で

あ
っ
た
時
に
同
時
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
英
国
に
お
け
る
経
験
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
大
学
教
育
」
に
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
と
言
い
得
よ

う
。
何
世
紀
も
の
間
、﹇
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
法
学
の
﹈「
教
授
職
」
と
い
う
階
級
が
存
し
な
か
っ
た
国
に
お
い
て
は
、
我
々
の
「
法
学
書
」

（law
 books

）
が
他
の
国
々
と
は
違
っ
て
「
講
義
」
の
成
果
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
は
、
な
ん
ら
の
確
た
る
推
論
も
引
き
出
す

こ
と
は
出
来
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、
幸
い
に
も
、
我
々
は
、
こ
こ
に
お
い
て
同
様
の
法
則
を
証
す
る
か
か
る
「
例
外
」
を
一
つ
有
し
て
い

（
xliv）

（
xlv）

一
二
四



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
二
五
）

る
。
当
大
学
、
当
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、「
英
国
文
学
」
の
中
で
高
位
か
つ
永
久
の
地
位
を
要
求
す
る
こ
と
の
出
来
る
あ
る
一
つ
の
「
法

学
書
」
が
生
み
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
元
来
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
の
「
講
義
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、

忘
れ
得
ぬ
真
実
で
あ
る
。
か
の
「
偉
大
な
注
釈
者
」（great com

m
entator

）
は
、
極
め
て
稀
な
才
能
の
配
合
を
併
せ
持
っ
た
人
物
で
あ
る

と
、
真
実
と
と
も
に
力
説
し
得
る
。
彼
は
法
廷
の
「
耳
目
」
を
ほ
し
い
が
ま
ま
と
し
た
高
名
な
「
法
廷
弁
護
士
」
の
広
範
か
つ
実
務
的
な

「
法
経
験
」
と
、
傑
出
し
た
「
文
人
」
に
期
待
さ
る
べ
き
「
文
学
的
手
腕
」
及
び
「
文
体
の
洗
練
」
を
「
統
合
」
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
作

品
は
、
ま
た
一
方
で
、
今
日
の
「
法
学
教
授
」
に
要
請
さ
れ
る
ま
さ
に
そ
の
通
り
の
も
の
で
は
必
ず
し
も
無
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
っ

た
く
の
「
真
実
」
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
『
英
法
釈
義
』
が
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
の
は
、「
そ
の
ま
ま
模
倣
す
べ
き
雛
型
」（a 

m
odel for im

itation

）
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、「
励
み
と
な
る
実
例
」（an exam

ple for encouragem
ent

）
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
釈
義
』
を
構
成
し
た
「
法
学
教
授
」
の
手
に
な
る
「
講
義
」
の
与
え
た
ま
さ
に
「
顕
著
な
影
響
力
」
と
い

う
も
の
は
、
目
下
の
主
題
に
関
し
て
我
々
が
ど
の
よ
う
な
経
路
か
ら
取
り
組
も
う
と
も
そ
こ
に
行
き
着
く
、
そ
の
「
結
論
」
の
、
ほ
ぼ
抗

ら
い
難
き
ほ
ど
魅
惑
的
な
論
拠
で
は
あ
る
。
現
行
法
学
教
育
制
度
の
計
り
し
れ
ぬ
「
長
所
」
及
び
明
白
な
「
短
所
」、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を

学
ぶ
若
人
ら
の
「
需
要
」、
英
国
の
「
法
学
作
品
」（legal literature

）
を
台
無
し
に
し
た
様
々
な
「
欠
陥
」、
そ
れ
に
よ
り
か
か
る
「
欠

陥
」
が
日
々
、
矯
正
し
除
去
さ
れ
て
い
る
「
改
革
運
動
」（m

ovem
ents of reform

）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、

そ
れ
ら
全
て
に
お
け
る
「
経
験
」、
そ
し
て
、「
英
国
自
身
」
と
い
う
参
照
し
得
る
「
特
異
な
実
例
」（single instance

）、
こ
れ
ら
全
て
を

考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
当
初
の
「
設
問
」
に
対
し
あ
る
「
解
答
」
が
導
き
出
せ
よ
う
。「
弁
護
士
事
務
所
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
と
「
大
学

に
お
け
る
教
育
」
の
間
に
は
何
ら
の
真
の
対
立
関
係
も
存
し
な
い
。
教
師
が
有
能
で
、
か
つ
、
明
晰
に
彼
ら
の
「
教
授
活
動
」
の
「
限

界
」
及
び
「
目
的
」
を
把
握
し
て
さ
え
い
れ
ば
、「
英
国
法
」
は
、
教
授
可
能
で
あ
る
し
、
そ
れ
も
、
他
な
ら
ぬ
、
こ
の
英
国
の
各
大
学

（
xlvi）

（
xlvii）

（
xlviii）

一
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日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
二
六
）

に
お
い
て
教
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

了

（
i
）　Inner T

em
ple

を
指
す
の
かM

iddle T
em
ple

を
指
す
の
か
、
こ
の
表
現
だ
け
で
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
両
者
と
も
法
曹
学
院
の
寄
宿
舎
が
、

テ
ン
プ
ル
騎
士
団
の
敷
地
を
間
借
り
し
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
後
に
、
ダ
イ
シ
ー
の
所
属
し
て
い
た
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
へ
の
具
体
的

な
言
及
が
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
は
、
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
の
こ
と
が
ダ
イ
シ
ー
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

（
ii
）　

原
意
は
そ
の
ま
ま
「
羊
毛
袋
、
羊
毛
製
の
袋
」
で
あ
る
が
、
英
国
貴
族
院
の
正
面
奥
の
国
王
席
の
前
面
に
あ
る
中
央
の
議
長
席
（
主
要
議
壇
）

に
お
か
れ
て
い
る
赤
布
で
覆
わ
れ
た
羊
毛
製
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
し
く
は
座
席
を
あ
ら
わ
す
。
一
四
世
紀
に
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
抗

し
て
、
以
降
、
彼
の
大
法
官
が
議
会
に
臨
席
す
る
と
き
に
は
英
国
の
羊
毛
貿
易
の
優
秀
性
を
象
徴
す
る
た
め
「
羊
毛
袋
」
の
上
に
座
る
こ
と
を
命
じ

た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
転
じ
て
、「L

ord C
hancellor

大
法
官
職
」
を
象
徴
的
に
意
味
す
る
。
当
初
は
文
字
通
り
袋
状
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
で
は
赤
い
小
型
ベ
ッ
ド
ほ
ど
の
大
き
さ
の
長
方
形
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
状
の
座
席
で
、
そ
の
中
央
に
は
、
背
も
た
れ
が

配
備
さ
れ
て
い
る
。
国
王
の
臨
席
が
な
い
通
常
の
貴
族
院
議
会
（
開
会
演
説
の
と
き
に
は
女
王
自
身
が
臨
席
し
ア
ド
レ
ス
を
読
み
上
げ
る
の
で
そ
の

限
り
で
は
な
い
）
で
は
、
王
権
の
象
徴
と
し
て
、
国
王
臨
席
の
代
わ
り
に
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
メ
イ
ス
」（R

oyal M
ace

：
メ
イ
ス
は
「
戦
闘
用
の
棍
棒
」

の
事
で
権
力
の
象
徴
）
が
こ
の
ウ
ー
ル
・
サ
ッ
ク
中
央
の
背
も
た
れ
の
後
ろ
に
お
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
法
官
は
ウ
ー
ル
・
サ
ッ
ク
に
お
い
て
「
王

権
」
を
文
字
通
り
「
背
負
っ
て
」
貴
族
院
に
臨
席
す
る
。
大
法
官
席
の
正
面
に
そ
れ
を
上
回
る
よ
り
巨
大
な
赤
い
ウ
ー
ル
・
サ
ッ
ク
が
存
在
し
て
お

り
、
国
王
臨
席
のS

tate O
pening of P

arliam
ent

の
時
に
は
、
上
院
議
員
の
中
で
裁
判
官
の
役
割
を
持
っ
たL

aw
 L
ords

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、

Judges’ W
oolsack

と
称
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
貴
族
院
の
「
貴
族
院
裁
判
官
」（L

aw
 L
ords

）
の
こ
と
を
象
徴
的
に
「the w

oolsack

」
と

称
す
る
こ
と
も
有
る
。
ゆ
え
に
、
厳
密
に
は
こ
の
場
合
、
ダ
イ
シ
ー
が
「
大
法
官
」
を
意
味
し
て
い
た
の
か
、「
貴
族
院
裁
判
官
」
を
意
味
し
て
い

た
の
か
特
定
不
能
で
あ
る
。
よ
り
可
能
性
の
高
い
「
大
法
官
」
の
方
で
訳
出
し
た
。
こ
れ
に
続
く
、
引
用
部
分
を
訳
者
ら
は
ど
う
し
て
も
ソ
ー
ス
を

一
二
六



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
二
七
）

特
定
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
法
官
で
あ
る
と
し
て
も
具
体
的
に
誰
な
の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
な
い
で
い
る
。

（
iii
）　

衡
平
法
上
の
制
度
た
る
「
差
止
命
令
」（injunction

）
に
比
喩
し
た
暗
喩
的
言
及
で
あ
ろ
う
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
の
実
務
上
の
端
的
な

教
員
役
弁
護
士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
大
法
官
か
ら
の
訴
訟
指
揮
に
使
わ
れ
る
「
差
止
命
令
」
に
例
え
た
わ
け
で
あ
る
。
自
身
が
大
法
官
た
る
高
位

実
務
法
曹
な
ら
で
は
の
韜
晦
的
暗
喩
で
あ
ろ
う
。

（
iv
）　

デ
ー
ビ
ッ
ト
・
マ
ク
ラ
ク
ラ
ンD

avid M
aclachlan

『
商
船
契
約
論A

 T
reatise on

 th
e law

 of m
erch

an
t sh

ippin
g

』
に
関
す
る
言
及
で

あ
ろ
う
。
訳
者
ら
が
参
照
で
き
た
の
は
第
二
版
のD

avid M
aclachlan, A

 T
reatise on

 th
e law

 of m
erch

an
t sh

ippin
g, 

（L
ondon, 2

nd ed, 

1876

）
で
あ
る
。
初
版
は
一
八
六
〇
年
。
ダ
イ
シ
ー
の
時
代
は
商
船
法
に
つ
い
て
の
非
常
に
高
名
な
実
務
書
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の

S
w
eet and M

axw
ell

社
で
一
九
三
二
年
の
第
七
版
ま
で
版
を
重
ね
て
い
る
。
ダ
イ
シ
ー
の
当
記
念
講
演
が
一
八
八
三
年
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

勘
案
す
る
と
、
時
代
的
に
合
致
す
る
。
次
注
以
降
で
扱
う
今
日
で
も
著
名
な
バ
イ
ル
ス
や
ア
ー
ノ
ル
ド
と
違
い
、
デ
ー
ビ
ッ
ト
・
マ
ク
ラ
ク
ラ
ン
の

名
は
今
日
の
英
米
法
学
で
は
ほ
と
ん
ど
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。

（
v
）　

サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
バ
イ
ル
スS

ir John B
arnard B

yles 

（11 January 1801 ‒ 3 F
ebruary 1884

）
に
関
す
る
言
及
で
あ

ろ
う
。

John B
arnard B

yles,

『
為
替
、
約
束
手
形
、
銀
行
券
、
小
切
手
論
』 A

 T
reatise on

 th
e L

aw
 of B

ills of E
xch

an
ge, P

rom
issory N

otes, 

B
an

k-N
otes, an

d
 C

h
equ

es, 

（L
ondon, 1829

）.
契
約
法
で
有
名
な
チ
テ
ィ
の
弟
子
で
あ
り
英
国
イ
ン
ナ
ー
・
テ
ン
プ
ル
所
属
の
バ
リ
ス
タ
ー
、

裁
判
官
で
有
価
証
券
論
と
自
由
経
済
論
の
大
家
と
し
て
有
名
。

バ
イ
ル
ス
の
有
価
証
券
論
は
、C

hitty on C
ontract

と
同
様
にB

yles on B
ills

の
名
称
で
当
時
か
ら
親
し
ま
れ
て
お
り
、
バ
イ
ル
ス
は
自
分

の
馬
にB
ills

と
命
名
し
て
彼
が
来
る
と
『H

ere com
es B

yles on B
ills

バ
イ
ル
ス
が
ビ
ル
ズ
の
背
に
ま
た
が
り
や
っ
て
き
た
よ
（
※
バ
イ
ル
ス

『
有
価
証
券
論
』
の
お
出
ま
し
だ
！
と
掛
け
た
駄
洒
落
）』
と
冗
談
に
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。S

w
eet &

 M
axell

社
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
は

第
二
七
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
近
代
英
米
法
の
古
典
的
名
著
の
一
つ
。

（
vi
）　

サ
ー
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
ー
ノ
ル
ドS

ir Joseph A
rnould 

（12 N
ovem

ber 1813 ‒ 16 F
ebruary 1886

）
は
英
国
と
イ
ン
ド
の
裁
判
官
、
作

家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
詩
人
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
自
由
学
芸
で
学
士
号
を
と
っ
た
後
、
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
に
所
属
し
法
曹
資
格
を
取

一
二
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
二
八
）

得
、
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
紙
で
数
年
記
者
と
し
て
働
い
た
後
、
一
八
五
九
年
に
ボ
ン
ベ
イ
最
高
裁
の
判
事
に
任
命
さ
れ
る
。Joseph A

rnould, 

L
aw

 of M
arin

e In
su

ran
ce

と
し
て
一
八
四
八
年
に
初
版
が
出
さ
れ
た
本
書
も
テ
テ
ィ
や
バ
イ
ル
ス
同
様
、
一
五
〇
年
以
上
も
版
を
重
ね
て
き
て

い
る
英
米
法
実
務
の
伝
統
的
古
典
で
あ
る
。A

rnould’s L
aw
 of M

arine Insurance and A
verage

ア
ー
ノ
ル
ド
の
『
海
上
保
険
、（
共
同
）
海

損
法
』
と
し
て
知
ら
れ
る
。
二
〇
一
三
年
四
月
に
もS

w
eet &

 M
axell

社
か
ら
第
一
八
版
が
出
さ
れ
た
。

（
vii
）　

一
九
世
紀
後
半R

obert A
lexander F

isher

に
よ
り
、
英
国
で
継
続
出
版
さ
れ
て
い
た
辞
書
型
の
実
務
判
例
要
覧
。
特
に
一
八
七
〇
年
か
ら

一
八
八
〇
年
に
か
け
て
の
も
の
が
著
名
で
あ
る
。F

isher

は
一
八
七
九
年
に
他
界
。

（
viii
）　

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
リ
デ
ルH

enry G
eorge L

iddell 

（6 F
ebruary 1811 ‒ 18 January 1898

）、
ロ
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
トR

obert 

S
cott 

（26 January 1811 ‒ 2 D
ecem

ber 1887

）、
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズH

enry S
tuart Jones 

（15 M
ay 1867 ‒ 29 

June 1939

）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
辞
典A

 G
reek-E

nglish L
exicon

』。L
iddell=S

cott=Jones

の
頭
文
字
を
取
り

Ｌ
Ｓ
Ｊ
と
も
愛
称
さ
れ
る
。O

xford U
niversity P

ress

か
ら
出
版
。
初
版
は
一
八
四
三
年
で
、
現
行
版
は
第
九
版
の
一
九
二
五
年
版
で
以
降
、

現
在
ま
でS

upplem
ent

が
増
補
さ
れ
発
売
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
古
典
ギ
リ
シ
ャ
語
研
究
に
は
不
可
欠
の
辞
書
で
あ
る
。
初
学
者
に
と
っ
て
も

最
初
に
目
に
つ
く
も
の
だ
が
「
当
初
は
ど
う
に
も
扱
い
に
困
る
」
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

（
ix
）　

バ
リ
ス
タ
ー
の
事
務
所
に
「
送
り
込
ま
れ
て
来
る
」
の
文
言
か
ら
、
前
段
階
と
し
て
の
所
謂
「
事
務
弁
護
士
」
ソ
リ
シ
タ
ー
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

古
い
時
代
に
英
国
で
は
ソ
リ
シ
タ
ー
の
こ
と
をattorney
と
称
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、「
ソ
リ
シ
タ
ー
」
の
訳
で
あ
る
「
事
務
弁
護
士
」

と
訳
し
た
が
、
本
来
の
「
ソ
リ
シ
タ
ー
」
は
「
衡
平
法
部
門
」
の
み
を
管
轄
し
、
一
八
七
三
年
『
最
高
法
院
法
』S

uprem
e C
ourt of Judicature 

A
ct 1873

で
教
会
法
、
海
法
分
野
のproctor

と
、attorney
、
旧
ソ
リ
シ
タ
ー
が
統
合
さ
れ
、
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
のsolicitor

「
事
務
弁
護
士
」

（solicitor of the S
uprem

e C
ourt

）
と
な
っ
た
。
ダ
イ
シ
ー
が
当
論
文
を
書
い
た
一
八
八
三
年
は
、
既
に
、
こ
の
改
革
後
で
あ
る
が
、
恐
ら
く

は
一
九
世
紀
で
一
八
七
三
年
司
法
改
革
以
前
の
「
衡
平
法
専
門
の
旧
ソ
リ
シ
タ
ー
と
は
区
別
さ
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
専
門
の
事
務
弁
護
士
」
た
る
、

ダ
イ
シ
ー
自
身
が
訓
練
を
受
け
た
時
代
のattorney

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。R

. R
obinson, T

h
e A

ttorn
ey in

 18
th C

en
tu

ry 

E
n

glan
d, 

（1959

）.

一
九
世
紀
に
は
、
事
務
弁
護
士
の
「attorney

」
に
対
し
て
、
バ
リ
ス
タ
ー
は
し
ば
し
ば
「counsel

」
と
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
Ｑ
Ｃ
「
勅
撰
弁

一
二
八



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
二
九
）

護
人
資
格Q

ueen’s C
ounsel

」
な
ど
を
有
し
た
「
高
位
裁
判
官
」（
つ
ま
り
国
王
の
「
諮
問
官
」（C

ounsel

）
と
し
て
の
「
裁
判
官
職
」
な
ど
よ
り

古
い
意
味
に
繋
が
る
）
な
ど
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
り
、
当
論
文
で
も
厳
密
に
は
特
定
不
能
な
箇
所
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
「
事
務
弁
護
士
」
と
「
法
廷
弁
護
士
」
の
区
分
は
な
く
、「
弁
護
士
」
は
全
てattorney

と
呼
ば
れ
、
ダ
イ
シ
ー
の
頃
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
そ
う
で
あ
る
。
当
論
文
の
後
半
で
ア
メ
リ
カ
の
教
育
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
「attorney

」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
は
「
弁
護

士
」
と
訳
し
て
あ
る
。

（
x
）　

恐
ら
く
は
、「
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ー
ウ
ェ
ン
卿
」
こ
とL
ord C

harles B
ow
en; C

harles S
ynge C

hristopher B
ow
en, B

aron B
ow
en 

Q
C
, P
C
 

（1 January 1835 ‒ 10 A
pril 1894

）
へ
の
言
及
で
あ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
シ
ャ
ー
の
「
ウ
ラ
ス
ト
ン
（
ウ
ル
ス
ト
ン
と
も
）」

（W
oolston

）
出
身
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
「
ベ
イ
リ
オ
ー
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
」
で
「
給
費
生
」
と
し
て
学
び
、
一
八
五
八
年
に
は
同
カ
レ
ッ
ジ

の
「
フ
ェ
ロ
ー
」
と
な
る
。
以
降
、
一
八
六
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
リ
ン
カ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
に
所
属
し
な
が
ら
実
務
法
曹
と
し
て
始
め
た
が
、
最

初
は
ま
っ
た
く
振
る
わ
ず
、『
サ
タ
デ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
や
『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
と
い
う
雑
誌
に
小
説
を
投
稿
し
始
め
む
し
ろ
「
小
説
家
」

（novelist

）
と
し
て
成
功
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
徐
々
に
法
律
業
に
も
頭
角
を
現
し
、
一
八
七
九
年
に
は
女
王
座
部
の
裁
判
官
と
な
り
、
一
八
八
二

年
に
は
「
控
訴
院
裁
判
長
」（L

ord Justice of A
ppeal

）、
一
八
九
二
年
に
は
辞
職
し
た
ハ
ン
ネ
ン
卿L

ord H
annen

の
後
を
継
い
で
、
ボ
ー

ウ
ェ
ン
男
爵B

aron B
ow
en

と
し
て
「
貴
族
院
裁
判
官
」（L

ord of A
ppeal in O

rdinary

）
に
任
命
さ
れ
た
が
、
こ
の
当
時
に
は
既
に
健
康
を

害
し
て
お
り
、「
貴
族
院
裁
判
官
」（L

aw
 L
ords

）
と
し
て
実
際
の
判
決
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
合
理
的
注
意
義
務
違
反
」
の
認
定
に

際
し
、「
一
般
的
教
育
を
受
け
た
架
空
の
常
識
人
」
と
し
て
「T

he m
an on the C

lapham
 om
nibus

ク
ラ
ハ
ム
の
オ
ム
ニ
バ
ス
に
乗
る
人
物
」
と

い
う
表
現
を
案
出
し
た
こ
と
で
有
名
。

こ
の
表
現
は
ウ
オ
ル
タ
ー
・
バ
ジ
ェ
ッ
ト
（
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
誤
り
）
の
『
英
国
憲
法
論
』
に
お
け
る“P

ublic opinion ... is the opinion of 

the bald-headed m
an at the back of the om

nibus”

「
世
論
と
は
…
乗
合
馬
車
の
後
ろ
に
い
る
よ
う
な
や
か
ん
頭
の
見
解
の
こ
と
で
あ
る
」
に

影
響
を
受
け
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「om

nibus

」
と
は
「
だ
れ
に
よ
っ
て
もom

ibus

」
乗
れ
る
「
乗
合
馬
車
」
と
か
「
公
共
バ

ス
」「
ト
ラ
ム
」
な
ど
の
時
代
が
か
っ
た
表
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
勤
め
人
の
多
い
南
ロ
ン
ド
ン
の
ク
ラ
ハ
ム
の
乗
合
馬
車
に
乗
り
あ
わ
せ
て
い
る

よ
う
な
一
般
人
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
圏
の
裁
判
で
は
よ
く
使
わ
れ
た
表
現
で
あ
る
。
地
域
的
バ
ー
ジ
ョ

一
二
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
三
〇
）

ン
も
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
「
ボ
ン
デ
ィ
・
ト
ラ
ム
の
男the m

an in B
ondi T

ram

」
と
か
「
バ
ー
ク
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ト
ラ
ム
の
男

the m
an on the B

urke S
treet T

ram

」
と
か
、
か
っ
て
の
「
英
領
香
港
」
で
は
「
筲
箕
灣
ト
ラ
ム
の
男the m

an on the S
haukiw

an T
ram

」

な
ど
の
表
現
が
使
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
洒
落
の
効
い
た
茶
目
っ
気
の
多
い
人
物
で
あ
っ
て
、
様
々
な
「
創
作
的
」
工
夫
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
も

た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
ダ
イ
シ
ー
に
よ
れ
ば
「
想
像
力
に
富
ん
だ
法
実
務
」（im

aginative practice

）
と
称
さ
れ
、「
悪
評
高
く
模
倣

者
が
続
か
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
が
、
実
際
は
、
こ
の
よ
う
に
影
響
を
行
使
し
続
け
、
現
代
の
英
米
法
に
国
際
的
に
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

ダ
イ
シ
ー
の
一
六
年
後
の
別
論
文
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
英
国
法
教
育
』
で
は
、
名
指
し
で
肯
定
的
な
例
と
し
て
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
ダ

イ
シ
ー
が
彼
に
対
す
る
認
識
を
改
め
た
も
の
か
、
興
味
深
い
。
一
八
三
五
年
生
ま
れ
の
ダ
イ
シ
ー
と
同
い
年
の
名
物
判
事
で
、
当
論
文
が
書
か
れ
た

一
八
八
二
年
に
は
「
控
訴
院
裁
判
長
」
に
指
名
さ
れ
て
お
り
未
だ
に
出
世
の
途
中
で
あ
る
。（
ボ
ー
ウ
ェ
ン
の
か
か
る
傾
向
は
一
つ
に
は
世
代
的
に

メ
イ
ン
『
古
代
法
』（
一
八
六
一
年
）
に
影
響
を
受
け
た
世
代
で
あ
り
「legal fi ction

（
法
的
擬
制
）
に
よ
る
法
革
新
論
」
を
自
覚
的
に
意
識
し
て

い
た
裁
判
官
で
も
あ
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
既
に
訳
出
し
た
ダ
イ
シ
ー
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
」
を
参
照
。）「T

raditions w
ere at one tim

e 

current of a C
ounsel, better know

n as novelist than as a law
yer

」
と
ぼ
か
し
て
、
恰
も
「
伝
説
」
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
が
、
ダ
イ
シ
ー

の
同
時
代
人
そ
れ
も
同
い
年
の
人
物
で
あ
り
、「
韜
晦
的
暗
喩
」
で
あ
り
ダ
イ
シ
ー
独
特
の
「
抑
制
さ
れ
た
ユ
ー
モ
ア
」
で
も
あ
ろ
う
か
。
当
時
の

「
聴
衆
」
は
み
な
誰
の
こ
と
か
分
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
xi
）　

初
代
エ
ル
ド
ン
伯
爵
で
あ
っ
た
法
廷
弁
護
士
で
あ
り
裁
判
官
、
庶
民
院
議
員
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ス
コ
ッ
トJohn S

cott, 1st E
arl of 

E
ldon 

（4 June 1751 ‒ 13 January 1838

）
の
事
。
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
〇
六
年
と
一
八
〇
七
年
か
ら
一
八
二
七
年
の
二
回
、
大
法
官
を
務
め

た
。
保
守
党
の
政
治
家
で
あ
り
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
敗
走
に
よ
る
ウ
ィ
ー
ン
体
制
へ
の
復
帰
の
中
で
、
自
由
主
義
的
改
革
に

反
対
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

（
xii
）　

ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ルJohn C

am
pbell, 1st B

aron C
am
pbell 

（17 S
eptem

ber 1779 ‒ 24 June 1861

）
は
一
九
世
紀
に
活
躍
し
た
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
裁
判
官
で
あ
り
自
由
党
の
政
治
家
で
、
文
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
大
学
で
学
ん
だ
後
、
リ
ン

カ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
で
法
曹
教
育
を
受
け
る
。
一
八
二
七
年
に
は
上
級
法
廷
弁
護
士
（silk

）
と
な
り
、
一
八
三
〇
年
に
は
庶
民
院
議
員
と
な
り
不
動

産
法
、
地
方
自
治
法
の
改
革
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
彼
の
改
革
は
基
本
的
に
煩
雑
に
な
り
す
ぎ
た
法
的
技
術
性
を
単
純
化
し
現
代
化
す
る
こ
と
に

一
三
〇



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
三
一
）

あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
法
務
次
長
（
一
八
三
二
│
四
年
）、
法
務
総
裁
（
一
八
三
四
│
四
一
年
）、
女
王
座
部
の
首
席
裁
判
官
（
一
八
五
〇
│
六
一

年
）
を
経
て
大
法
官
（
一
八
五
九
│
六
一
年
）
と
な
り
死
去
ま
で
順
調
な
出
世
を
遂
げ
る
。
ナ
イ
サ
イ
・
プ
ラ
イ
ア
ス
の
主
に
陪
審
裁
判
に
関
わ
る

四
巻
組
の
判
例
集
で
も
有
名
。

エ
ル
ド
ン
卿
の
次
の
世
代
の
有
名
な
大
法
官
で
あ
る
。『
文
書
誹
謗
法
』L
ibel A

cts 1843 &
 1845

、『
死
亡
事
故
法
』F

atal A
ccidents A

ct 

1846

な
ど
は
「
キ
ャ
ン
ベ
ル
法
」
と
も
称
さ
れ
る
。

（
xiii
）　

初
代
ウ
ェ
ス
ト
バ
リ
ー
（
ウ
ェ
ス
ト
ベ
リ
ー
）
男
爵
こ
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
セ
ルR

ichard B
ethell, 1st B

aron W
estbury 

（30 June 

1800 ‒ 20 July 1873
）
の
事
。
自
由
党
の
政
治
家
で
あ
り
、
一
八
六
一
年
か
ら
一
八
六
五
年
ま
で
、
大
法
官
を
務
め
た
。
エ
ル
ド
ン
卿
や
キ
ャ
ン

ベ
ル
卿
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
が
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
に
次
ぐ
偉
大
な
大
法
官
。
当
箇
所
で
の
言
及
は
一
九
世
紀
の
主
た
る
大
法
官
の
「
時
系
列
順
」
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

（
xiv
）　

直
訳
す
る
と
「ad

 verecu
n

d
iam

」「
尊
崇
（verecundia

）
へ
の
」
訴
求
（appeal

）。
よ
り
一
般
的
に
は
「
権
威
か
ら
の
議
論
」A

rgum
ent 

from
 authority 

（A
rgum

entum
 ab auctoritate

）
と
し
て
知
ら
れ
る
古
来
よ
り
伝
統
的
『
詭
弁
論
理
学
』
で
提
示
さ
れ
た
詭
弁
の
形
式
。
つ
ま

り
、「
事
物
の
真
実
性
」
に
基
づ
く
議
論
で
は
な
く
、
あ
の
権
威
あ
る
人
が
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
真
実
で
あ
る
と
主
張
す

る
詭
弁
の
形
式
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
卿
な
ど
錚
々
た
る
法
律
家
が
教
育
を
受
け
た
制
度
で
あ
る
か
ら
批
判
の
対
象
外
で
あ
る
と

い
う
権
威
主
義
的
議
論
を
指
す
。
自
由
主
義
者
で
あ
る
ダ
イ
シ
ー
は
、
そ
も
そ
も
そ
ん
な
理
屈
は
常
識
か
ら
あ
り
得
な
い
と
、
切
っ
て
捨
て
て
い
る
。

（
xv
）　

現
代
の
「
株
式
会
社
」
の
元
と
も
な
っ
た
英
米
法
上
の
制
度
で
あ
る
が
、
定
訳
は
存
在
せ
ず
カ
タ
カ
ナ
で
言
及
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
一

応
、「
連
結
株
式
会
社
」
と
い
う
訳
を
当
て
て
み
た
。
元
々
は
、「
法
人
格
」
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
一
九
世
紀
初
頭

は
法
人
格
の
な
い
会
社
、
も
し
く
は
組
合
で
、
譲
渡
可
能
な
持
ち
株
証
券
を
有
す
る
も
の
を
こ
の
よ
う
に
称
し
た
が
、
一
七
二
〇
年B

ubble A
ct

で
規
制
を
受
け
た
後
、Joint S

tock C
om
panies A

ct 1844

及
びL

im
ited C

om
pany A

ct 1855

に
よ
り
、
実
質
、
法
人
格
を
有
し
た
有
限
株
式

会
社
と
し
て
現
在
英
国
で
は
扱
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
現
在
で
も
法
人
格
を
持
た
な
い
が
、
持
ち
分
証
券
を
流
通
さ
せ
て
い
る
営
利
企
業
を

言
い
、
法
人
格
を
持
た
な
いpartnership

「
組
合
」
と
法
人
格
を
有
す
るcom

pany
「
会
社
」
と
の
中
間
的
形
態
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

（
xvi
）　

こ
こ
で
は
、「
二
五
か
ら
三
〇
年
前
」
と
幅
を
も
た
せ
て
い
る
が
、
ダ
イ
シ
ー
は
辞
任
の
た
め
の
特
別
記
念
講
演
「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
英

一
三
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
三
二
）

法
釈
義
』」
に
お
い
て
は
、
こ
の
年
号
を
一
八
六
一
年
と
確
定
し
、
メ
イ
ン
『
古
代
法
』
が
出
版
さ
れ
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
『
法
理
学
の
範
囲
の
確
定
』

が
サ
ラ
婦
人
の
努
力
で
再
販
さ
れ
た
年
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
当
論
文
が
一
八
八
三
年
な
の
で
、
明
確
に
二
二
年
前
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
た
だ
し
、
今
一
人
の
「
法
学
革
命
」
の
立
役
者
マ
コ
ー
レ
ー
の
業
績
に
つ
い
て
は
年
代
的
に
特
定
し
て
扱
い
づ
ら
い
の
で
、
辞
任
講
演
で
は
同

様
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
少
し
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
xvii
）　chose in action

は
、
債
権
的
訴
権
に
よ
り
担
保
さ
れ
る
「
物chose

」
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
だ
と
「
債
権
的
物
権
」
と
い
う
意
味
不
明
な

訳
語
に
な
る
の
で
、「
債
権
（
的
財
産
）」「
訴
訟
に
よ
る
実
現
可
能
財
産
」「
無
体
動
産
」「
債
権
的
権
利
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
。
対
義
語
と
し
て

chose in possession
が
あ
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
用
語
の
混
乱
の
例
と
し
て
ダ
イ
シ
ー
が
指
摘
す
る
の
も
首
肯
さ
れ
る
。

（
xviii
）　

権
限
を
有
す
る
裁
判
所
に
よ
り
「
確
定
さ
れ
た
金
額
を
強
制
的
に
支
払
う
債
務
」。「
記
録
」（record

）
と
い
う
の
は
裁
判
所
に
よ
り
保
管
さ

れ
る
「
記
録
簿
」
で
、
判
決
に
伴
い
そ
こ
へ
の
記
入
に
よ
り
法
律
上
当
然
に
支
払
い
義
務
を
生
じ
る
も
の
を
言
う
。
ロ
ー
マ
法
の
「
出
納
簿
」
へ
の

記
入
に
よ
る
「
文
書
契
約
」
や
大
陸
法
の
確
定
判
決
を
同
等
の
効
力
を
も
つ
「
公
証
人
証
書
」
を
足
し
て
二
で
割
っ
て
裁
判
所
の
判
決
作
用
を
関
与

さ
せ
た
よ
う
な
制
度
で
あ
る
。
当
事
者
の
自
由
意
思
に
よ
る
「
合
意
」
で
は
な
く
厳
密
に
は
「
債
務
」
で
あ
る
が
「
契
約
」
で
す
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、

ダ
イ
シ
ー
の
批
判
は
も
っ
と
も
で
あ
ろ
う
。

（
xix
）　

小
チ
テ
ィJoseph C

hitty, the Y
ounger 

（1796-1838

）, A
 P

ractical T
reatise on

 th
e L

aw
 of C

on
tracts, N

ot U
n

d
er S

eal, 2 vols, 

（L
ondon, 1

st pb, 1826

）.

へ
の
言
及
で
あ
ろ
う
。C

hitty on C
ontract

の
愛
称
で
知
ら
れ
今
日
ま
で
版
を
重
ね
る
。

（
xx
）　C

harles G
reenstreet A

ddison, A
 T

reatise on
 th

e L
aw

 of C
on

tracts, 

（L
ondon, 1845

）
へ
の
言
及
。

（
xxi
）　

道
徳
神
学
者
で
あ
り
功
利
主
義
者
で
も
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
イ
リ
ーW

illiam
 P
aley 

（July 1743 ‒ 25 M
ay 1805

）
へ
の
言
及
で
あ
る
。

彼
の
主
著
の
一
つ
『
道
徳
及
び
政
治
哲
学
の
諸
原
則T

he P
rinciples of M

oral and P
olitical P

hilosophy, 

（1785

）』
は
、
ダ
イ
シ
ー
『
憲
法

序
説
』
で
も
引
用
さ
れ
一
九
世
紀
を
通
じ
て
英
国
で
最
も
読
ま
れ
た
「
自
然
神
学
書
」
と
も
言
わ
れ
る
。

（
xxii
）　

一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
法
律
家
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
レ
スJohn W

illiam
 W
allace 

（F
ebruary 17, 1815 ‒ January 12, 

1884

）
へ
の
言
及
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
例
の
第
七
代
目
の
判
例
報
告
者
と
し
て
一
八
六
三
年
か
ら
一
八
七
四
年
ま
で
勤
め
た
。
自
身
も

「
英
国
の
歴
代
判
例
報
告
者
（reporters

）」
に
つ
い
て
叙
述
し
た
『
判
例
報
告
者
』（T

he R
eporters

）（P
hiladelphia, 1774

）
で
有
名
。
こ
こ

一
三
二



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
三
三
）

で
ダ
イ
シ
ー
が
言
及
し
て
い
る
の
は
こ
の
作
品
で
あ
る
。

（
xxiii
）　

実
務
法
曹
の
中
で
、
現
実
に
法
廷
に
出
て
弁
論
に
よ
る
弁
護
活
動
を
し
た
り
、
法
的
意
見
を
出
す
こ
と
無
く
、
高
度
に
技
術
化
し
た
「
訴
答
」

pleading

に
特
化
し
た
法
曹
を
「
特
別
訴
答
人
」special pleader

と
称
し
た
。「
特
別
」
と
い
う
の
は
「
訴
答
に
特
化
し
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

そ
の
多
く
は
法
廷
弁
護
士
（
バ
リ
ス
タ
ー
）
の
資
格
を
持
っ
た
「
プ
ロ
中
の
プ
ロ
」
で
あ
っ
た
が
、
法
廷
で
実
際
の
弁
護
に
立
た
な
い
た
め
バ
リ
ス

タ
ー
の
資
格
を
必
ず
し
も
有
し
て
い
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
近
代
で
は
弁
護
士
資
格
を
持
つ
以
前
に
「
特
別

訴
答
人
」special pleader

と
し
て
そ
の
事
務
所
で
働
く
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
前
世
紀
に
お
い
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る

高
名
な
法
律
家
で
、「
特
別
訴
答
人
」（special pleaders

）
に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。」
と
ダ
イ
シ
ー
が
述

べ
て
い
る
の
は
こ
の
「
弁
護
士
資
格
を
持
つ
以
前
」
に
「
弁
護
士
資
格
の
必
要
な
い
特
別
訴
答
人
事
務
所
」
で
「
訴
答
」
の
修
行
を
積
む
と
い
う
法

曹
学
院
の
「reading in cham

bers

」
以
外
で
の
実
務
法
曹
教
育
の
伝
統
に
言
及
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
のpleader

は

明
確
に
「
特
別
訴
答
人
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、「
バ
リ
ス
タ
ー
の
旧
称
」
ぐ
ら
い
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
訴
答
人
」
と
訳

し
た
が
、
こ
の
意
味
で
のplead

は
狭
義
の
技
術
的
「
訴
答
」（pleading

）
よ
り
「
訴
訟
行
為
・
法
的
嘆
願
」
を
意
味
す
る
広
範
な
意
味
で
あ
る
。

（
xxiv
）　

後
者
は
、
小
山
貞
夫
『
英
米
法
律
語
辞
典
』
で
の
新
訳
に
よ
る
。
こ
の
項
目
の
解
説
は
従
来
の
田
中
英
夫
『
英
米
法
辞
典
』
よ
り
多
く
力
が
割

か
れ
て
い
る
。

（
xxv
）　
『
詐
欺
防
止
法
』
一
七
条
は
当
時
の
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
八
八
五
年
に
創
刊
さ
れ
たL

aw
 Q
uarterly R

eview

第
一
号

の
最
初
の
論
文
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
と
ポ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
『
詐
欺
防
止
法
』
一
七
条
の
分
析
と
そ
の
改
正
案
の
論
文
で
あ
る
。

Jam
es F
itzjam

es S
tephen &

 F
rederick P

ollock, “S
ection 17 of the S

tatute of F
raud, redraw

n and illustrated”, L
aw

 Q
u

arterly 

R
eview

, 1 

（1885

）, pp. 1-24.

因
み
に
、
こ
の
刑
法
学
者
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
と
は
ダ
イ
シ
ー
の
母
方
の
六
歳
年
上
の
従
兄
弟
で
あ
り
、
そ
の
下
の
ダ

イ
シ
ー
よ
り
三
歳
年
上
の
従
兄
弟
が
Ｄ
Ｎ
Ｂ
の
主
幹
で
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
で
あ
る
。『
詐
欺
防
止
法
』
一
七
条
本
文
は
何
度
も
改
正
を
受

け
て
い
る
た
め
、
原
文
を
探
す
の
が
困
難
で
あ
り
、
訳
者
ら
も
難
航
し
た
が
、
上
記
の
Ｌ
Ｑ
Ｒ
論
文
内
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ダ
イ
シ
ー
が

述
べ
て
い
る
の
は
、
現
実
の
占
有
の
「
引
き
渡
し
」（traditio

）
を
必
要
と
し
な
い
「actual receipt

」
の
理
解
に
関
す
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
占
有
論
』

の
影
響
で
あ
ろ
う
。
所
有
と
占
有
の
文
理
と
い
う
権
利
論
の
難
し
い
問
題
を
扱
う
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
占
有
論
』
は
、
現
実
に
よ
る
占
有
と
「
自
主
占

一
三
三



日
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十
巻
第
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号
（
二
〇
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四
年
六
月
）

（
一
三
四
）

有
」
な
ど
に
関
わ
る
引
き
渡
し
意
思
を
分
離
し
、
こ
の
簡
易
の
占
有
た
る
「
事
実
上
の
引
き
渡
し
（actual receipt

）」
を
ロ
ー
マ
法
法
文
の
パ
ウ

ル
ス
文D

. 41.2.1.21; ‘S
i iusserim

 venditorem
 procuratori rem

 tradere, cum
 ea in praesentia sit, videri m

ihi traditam
 priscus 

ait, idem
que esse, si num

m
os debitorem

 iusserim
 alii dare. non est enim

 corpore et tactu necesse adprehendere possessionem
, 

sed etiam
 oculis et aff ectu argum

ento esse eas res, quae propter m
agnitudinem

 ponderis m
overi non possunt, ut colum

nas, nam
 

pro traditis eas haberi, si in re praesenti consenserint: et vina tradita videri, cum
 claves cellae vinariae em

ptori traditae 

fuerint.

「
仮
に
、
そ
の
時
に
物
が
現
在
し
て
い
る
場
合
に
、
売
り
手
に
対
し
私
の
代
理
人
に
物
を
引
き
渡
す
よ
う
に
私
が
命
令
し
た
場
合
に
は
、
プ
リ
ス

ク
ス
は
、
私
に
対
し
引
き
渡
し
が
為
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
私
が
債
務
者
に
対
し
他
の
者
に
金
銭
を
与
え
る
よ
う
に
命
令
し
た
場

合
も
同
様
で
あ
る
と
述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
柱
な
ど
大
き
な
重
さ
の
た
め
に
移
動
で
き
な
い
物
の
場
合
に
、
現
物
を
前
に
合
意
す
る
だ
け
で
、
引
き
渡

さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
事
に
例
証
さ
れ
る
よ
う
に
、
占
有
を
得
る
た
め
に
は
、
有
体
物
に
よ
る
接
触
は
必
要
な
く
、
視
認
と
意
思
に
の
み
に
で

も
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
ワ
イ
ン
蔵
の
鍵
を
買
主
に
引
き
渡
し
た
場
合
も
、
ワ
イ
ン
自
体
が
引
き
渡
さ
れ
た
も
の

と
見
な
さ
れ
る
。」
を
利
用
し
て
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
動
産
で
あ
る
が
簡
単
に
動
か
す
こ
と
が
無
理
な
「
柱
」
な
ど
は
、
実
際
に
「
目
で

（oculis

）
見
て
「
体
素
」
と
し
て
の
占
有
を
満
た
し
」、「「
心
素
」
と
し
て
自
己
の
占
有
を
相
手
方
に
移
転
す
る
意
思
（aff ectus

）」
を
有
す
る
だ

け
で
十
分
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「possessio naturalis

」（
自
然
上
の
占
有
）
と
「possesssio civilis

」（
ロ
ー
マ
市
民
法
上
の
占
有
）

を
分
離
す
る
理
論
が
「
売
買
文
書
を
作
成
」
し
て
い
な
い
場
合
の
「
対
価
的
牽
連
性
確
保
」
の
保
護
要
件
と
し
て
『
詐
欺
防
止
法
』
一
七
条
で
触
れ

ら
れ
て
い
る
「
正
式
の
占
有
引
き
渡
し
」
で
は
な
い
「
事
実
上
の
引
き
渡
し
（actual receipt

）」
と
は
一
体
何
か
の
難
題
を
判
例
法
で
確
定
し
た

が
、
恐
ら
く
は
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
占
有
法
』（
一
八
〇
四
年
）
は
一
八
四
八
年
に
ア
ー
ス
キ
ン
・
ペ
リ
ー

E
rskine P

erry

に
よ
り
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
生
前
の
最
終
版
第
六
版
の
英
訳
が
出
さ
れ
、
英
国
の
判
例
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ダ
イ
シ
ー
が
読
ん
で
い

た
の
は
こ
の
一
八
四
八
年
版
ペ
リ
ー
訳
で
あ
ろ
う
。
ダ
イ
シ
ー
に
影
響
を
与
え
た
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
も
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
『
占
有
法
』
に
つ
い
て
は
絶

賛
し
て
い
る
。

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
『
占
有
法
』
に
関
し
て
は
、
小
菅
芳
太
郎
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ィ
「
占
有
法
」
雑
感
」『
北
大
法
学
論
集
』, 23 

（2

）（1972

）, pp. 218-

一
三
四



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
三
五
）

236；

吉
原
達
也
「「
何
人
も
自
己
自
ら
占
有
の
性
質
を
変
更
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
い
う
ロ
ー
マ
法
準
則
・
再
考
：
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
占
有
法
』
に
お

け
る
占
有
概
念
を
め
ぐ
っ
て
」『
広
島
法
学
』, 35 

（2

）（2011

）, pp. 1-25.
（
xxvi
）　

こ
こ
で
「
法
学
作
品
」
と
翻
訳
し
たlegal literature

と
い
う
用
語
は
ダ
イ
シ
ー
に
と
っ
て
独
特
の
含
意
を
有
す
る
用
語
で
あ
り
、
論
理
的

に
首
尾
一
貫
し
た
「
理
論
書
」
で
あ
る
と
、
同
時
に
、「
文
学
作
品
」
と
し
て
の
資
質
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
既
に
我
々
が
訳
出
し

た
、
ダ
イ
シ
ー
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
「
離
任
時
」
の
記
念
論
文
「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
英
法
釈
義
』」
で
も
、
ダ

イ
シ
ー
はlegal literature

の
先
駆
的
作
品
と
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
『
英
法
釈
義
』
を
あ
げ
、
そ
の
中
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
「
文
体
」

（style

）
に
つ
い
て
長
々
と
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
感
覚
は
、
法
学
専
門
用
語
を
「
外
国
語
の
翻
訳
用
語
」
で
日
常
の
日
本
語
と
は
隔
絶

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
日
本
語
の
美
的
特
質
を
「
敢
え
て
無
視
し
て
き
た
」
日
本
法
学
の
伝
統
と
は
全
く
異
な
る
。
そ
の
時
は
、legal literature

に
「
法
的
文
学
作
品
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
た
。
ダ
イ
シ
ー
自
身
の
代
表
作
で
あ
る
『
憲
法
序
説
』
に
も
そ
の
よ
う
な
「
文
体
上
」
の
美
意
識
が
透

徹
し
て
お
り
、
ダ
イ
シ
ー
が
『
憲
法
序
説
』
の
毎
回
の
改
定
に
よ
り
手
を
入
れ
つ
づ
け
る
こ
と
を
嫌
い
、
最
終
的
にIntroduction

に
よ
り
後
の
法

改
定
を
包
括
的
に
扱
う
手
法
に
落
ち
着
い
た
の
も
こ
の
よ
う
な
「
文
体
論
的
美
意
識
」
に
基
づ
く
。「
法
学
作
品
」
の
「
作
品
」
と
訳
し
た
「
作
品

性
」
の
中
に
「
文
学
的
作
品
性
」
も
ダ
イ
シ
ー
の
用
語
法
で
は
含
意
さ
れ
る
。

（
xxvii
）　

こ
の
要
請
は
、
ホ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
の
大
著
『
英
国
法
の
歴
史
』A

 H
istory of E

nglish L
aw

で
満
た
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ダ
イ
シ
ー
の
辞

任
記
念
論
文
で
はR

eeves’ H
istory of the E

nglish law

へ
の
言
及
が
見
ら
れ
、
こ
の
部
分
も
対
応
し
て
い
る
。
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
有
名
な
記
念

論
文W

h
y th

e H
istory of E

n
glish

 L
aw

 is N
ot W

ritten, 
（L

ondon, 1888

）
を
参
照
。

（
xxviii
）　

同
僚
の
ア
ン
ソ
ン
及
び
ポ
ロ
ッ
ク
の
契
約
法
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
理
論
書
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
両
者
と
も
ダ
イ
シ
ー
の
若
き
同
僚
で
あ
る

と
同
時
に
、
こ
の
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
の
座
を
争
っ
た
競
争
相
手
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ソ
ン
の
『
契
約
法
』
は
明
治
時
代
に
本
邦
で
も
安
氏
『
契
約

法
』
と
し
て
親
し
ま
れ
た
ほ
か
、
ア
ン
ソ
ン
は
ダ
イ
シ
ー
『
英
法
釈
義
』
と
競
合
す
る
形
で
の
『
英
国
憲
法
』
の
理
論
書
で
も
有
名
で
あ
る
。
ポ

ロ
ッ
ク
は
ポ
ロ
ッ
ク
＆
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
腐
朽
の
名
著
で
法
制
史
家
と
し
て
著
名
な
ほ
か
、
そ
の
「
原
則
」
に
注
目
し
た
『
契
約
法
原
則
』
で
も
高

い
評
価
を
受
け
た
。
こ
の
三
者
は
言
わ
ば
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
法
学
部
に
お
け
る
三
羽
烏
の
よ
う
な
形
で
一
八
八
五
年
の
「L

aw
 

Q
uarterly R

eview

」
の
創
刊
・
運
営
に
も
関
わ
り
終
始
、
緊
密
な
学
問
的
関
係
を
保
持
し
つ
づ
け
た
。

一
三
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
三
六
）

（
xxix
）　T

reatises

を
こ
こ
で
は
「
理
論
書
」
と
訳
し
た
。
本
来
は
ラ
テ
ン
語
の
「tractare

論
ず
る
・
学
問
的
に
論
ず
る
」
と
い
う
動
詞
か
ら
派
生

し
た
「T

ractatus

」
と
い
う
言
葉
か
ら
派
生
し
た
。
一
四
世
紀
の
バ
ル
ト
ル
ス
の
時
代
前
後
か
らT

ractatus

と
い
う
形
式
が
現
れ
、
そ
れ
ま
で

の
「
テ
キ
ス
ト
の
序
列
」
に
基
づ
い
た
「
注
釈
型
」
そ
れ
に
続
く
「
注
解
型
」
の
形
式
か
ら
、「
特
定
の
主
題
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
論
ず
る
「
理

論
型
叙
述
」
へ
の
端
緒
が
見
ら
れ
る
。
中
世
ロ
ー
マ
法
の
文
脈
で
は
「
単
行
論
文
」
や
単
に
「
論
」
とT

ractatus

は
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
近
代
に
お
け
る
英
語
のtreatise

の
用
法
は
一
八
世
紀
広
範
に
出
さ
れ
た
ロ
ベ
ー
ル
・
ポ
テ
ィ
エ
の
各
種
主
題
に
つ
い
て
の
理
論
書

で
あ
るT

raité
の
英
訳
と
し
て
の
影
響
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
一
八
〇
四
年
初
版
のD

avid E
vans

翻
訳
に
よ
るA

 T
reatise on

 th
e L

aw
 

of O
bligation

s, or C
on

tracts. T
ran

slated
 from

 P
oth

ier, 2 vols

の
影
響
は
大
き
い
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
近
代
的
な
「
理
論
書
的
法

学
書
」
の
登
場
は
一
九
世
紀
に
始
ま
っ
た
。
そ
の
意
味
で
一
貫
し
て
当
論
文
で
は
「
理
論
書
」
と
訳
し
、
後
ろ
に
英
語
を
付
し
た
。
一
九
世
紀
英

国
・
米
国
で
は
こ
の
よ
う
な
影
響
も
有
り
、
新
し
い
理
論
書
形
式
の
書
物
と
し
て
、
様
々
なT

reatise

の
名
を
冠
す
る
書
籍
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。

（
xxx
）　

こ
の
部
分
も
先
に
訳
し
た
ダ
イ
シ
ー
「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
英
法
釈
義
』」
と
対
応
し
て
お
り
、
同
論
文
で
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ミ
スH

enry John S
tephen S

m
ith 

（2 N
ovem

ber 1826 ‒ 9 F
ebruary 1883

）
の
名
が
語
ら
れ
詳
し
く
解
説
が
為
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
はA
 T
reatise on the P

rinciples of P
leading in C

ivil A
ctions, 

（L
ondon, 1824

）
で
あ
る
。H

enry 

John S
tephen

は
優
れ
た
数
学
者
で
あ
り
論
理
学
者
、
古
典
学
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
論
理
的
思
考
を
「
訴
答
」
と
い
う
最
も
複
雑
な
実
務
領
域
に

適
用
、
理
論
化
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
現
在
で
も
彼
の
評
価
の
根
本
部
分
は
ダ
イ
シ
ー
の
論
文
に
依
っ
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
ブ
ラ
ッ
ク
ス

ト
ン
『
英
法
釈
義
』
を
編
集
し
注
解
を
付
け
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
実
質
上
別
作
品
へ
と
し
た
『
新
英
法
釈
義
』
の
注
釈
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ダ
イ

シ
ー
本
論
文
で
名
前
を
伏
せ
て
い
る
が
ホ
ー
ム
ズ
の
注
解
に
よ
り
ケ
ン
ト
『
米
法
釈
義
』
が
実
質
上
新
し
い
作
品
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
評
価
し

て
い
る
（
訳
注（
xviii
）ホ
ー
ム
ズ
の
解
説
と
訳
文
本
文
の
該
当
部
分
を
参
照
）
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
『
英
法
釈
義
』
を
意
識
し
て
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
xxxi
）　

ウ
ー
ル
リ
ッ
ク
・
フ
ー
ベ
ルU

lrik 

（U
lric

） H
uber 

（M
arch 13, 1636 ‒ N

ovem
ber 8, 1694

）。
一
七
世
紀
に
活
躍
し
た
オ
ラ
ン
ダ
・
フ

ラ
ネ
カ
ー
大
学
の
法
学
教
授
で
あ
り
、
政
治
哲
学
者
、
歴
史
学
者
、
弁
論
術
学
者
。
フ
ラ
ネ
カ
ー
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
な
ど
に
学
び

若
い
頃
か
ら
フ
ラ
ネ
カ
ー
大
学
の
弁
論
術
と
歴
史
学
教
授
と
し
て
務
め
た
後
、
一
六
六
五
年
に
同
大
学
の
法
学
教
授
に
就
任
し
た
。
今
日
で
は
ビ
ー

一
三
六



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
三
七
）

ルJoseph H
. B
eale

な
ど
の
紹
介
に
よ
り
バ
ル
ト
ル
ス
「
衝
突
法
」
の
理
論
の
ほ
う
が
著
名
で
あ
る
が
、「
国
際
私
法
の
祖
」
と
し
て
も
知
ら
れ
、

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
面
で
の
主
著U

lrich H
uber

『
様
々
な
帝
国
に
お
け
る
様
々
な
諸
法
の
抵
触D

e C
on

fl ictu
 L

egu
m

 

D
iversarum

 in D
iversis Im

periis

』（1684

）
で
あ
ろ
う
。E

rnest G
. L
orenzen, “H

uber’s D
e C
onfl ictu L

egum
”, Illin

ois L
aw

 R
eview

, 

13 

（1919
）, 375 ff .

場
準
一
「
ウ
ー
ル
リ
ク
ス
・
フ
ー
ベ
ル
ス
『
法
抵
触
論
』
注
解
」、『
一
橋
研
究
年
報
』、59 

（5

）, 

（1972

）, pp. 63-381.

一
七
世
紀
の
フ
ー
ベ
ル
以
降
、
国
際
私
法
の
分
野
で
有
名
だ
っ
た
の
は
一
九
世
紀
の
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
で
あ
っ
た
。
英
米
法
圏
のJoseph S

tory, 

C
om

m
en

taries on
 th

e C
on

fl icts of L
aw

s, 

（1834

）
や
、
ダ
イ
シ
ー
の
『
本
拠
地
法 

（T
he L

aw
 of D

om
icile as a B

ranch of E
ngland, 

（1879

）』
と
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
『
国
際
私
法
論A

 D
igest of the L

aw
 of E

ngland w
ith R

eference to the C
onfl ict of L

aw
s 

（1898

）』

も
そ
の
よ
う
な
フ
ー
ベ
ル
や
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
よ
る
国
際
的
潮
流
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
本
論
文
は
一
八
八
三
年
に
書
か
れ
、
有
名
な
『
憲
法
序
説
』

（1885

）
は
既
に
出
版
さ
れ
て
い
た
『
本
拠
地
法
（1879

）』
の
次
に
書
か
れ
た
。
そ
の
意
味
で
ダ
イ
シ
ー
の
国
際
私
法
へ
の
関
心
が
強
く
反
映
さ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
国
際
私
法
に
関
す
る
部
分
だ
け
は
、
離
任
記
念
論
文
と
は
明
確
に
異
な
る
。

（
xxxii
）　

初
代
セ
ン
ト
・
レ
ナ
ー
ド
男
爵
（
卿
）
で
あ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
グ
デ
ンE

dw
ard B

urtenshaw
 S
ugden, 1st B

aron S
t L
eonards 

P
C
 

（12 F
ebruary 1781 ‒ 29 January 1875

）
へ
の
言
及
で
あ
る
。

（
xxxiii
）　

若
干
、
表
現
自
体
は
修
飾
過
多
で
分
か
り
づ
ら
い
嫌
い
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
功
利
主
義
者

た
ち
に
よ
る
法
律
学
の
各
分
野
へ
の
執
拗
な
攻
撃
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
の
を
か
か
る
表
現
で
ダ
イ
シ
ー
が
当
て
こ
す
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
xxxiv
）　

ト
ー
マ
ス
・
バ
ビ
ン
ト
ン
・
マ
コ
ー
レ
ー
（
マ
コ
ー
リ
ー
と
も
）T

hom
as B

abington M
acaulay, 1st B

aron M
acaulay 

（25 O
ctober 

1800 ‒ 28 D
ecem

ber 1859

）
は
一
九
世
紀
の
英
国
を
代
表
す
る
歴
史
家
で
あ
り
、
立
法
家
、
政
治
家
。
典
型
的
な
ホ
ィ
ッ
グ
史
家
と
し
て
知
ら

れ
る
他
、
法
律
家
と
し
て
の
彼
の
提
言
が
イ
ン
ド
刑
法
典
（
一
八
六
〇
年
）、
イ
ン
ド
刑
事
訴
訟
法
（
一
八
七
二
年
）
と
し
て
結
実
し
た
こ
と
で
も

有
名
。

（
xxxv
）　
「
ナ
イ
サ
イ
・
プ
ラ
イ
ア
ス
」
一
九
世
紀
、
特
にJudicature A

ct 1873
以
後
に
は
「
王
座
部K

ing’ B
ench D

ivision

」
で
判
決
さ
れ
る
審

判
す
べ
て
を
さ
す
用
語
と
な
り
、
二
〇
世
紀
に
は
地
方
の
巡
回
裁
判
所
で
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
裁
判
官
の
前
で
審
理
さ
れ
る
判
決
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
一
九
七
一
年
に
巡
回
裁
判
所
が
廃
止
さ
れ
て
以
降
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
時
期
的
に
前
者
の
意
味
で
ダ
イ
シ
ー
は
使

一
三
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
三
八
）

用
し
て
い
る
。
本
来
は
、
一
二
八
五
年
『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
第
二
法
』（S

tatute of W
estm

inster II 1285

）
に
よ
り
「
民
事
事
件
の
事
実

審
」
の
第
一
審
は
地
方
の
巡
回
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
告
の
居
住
地
の
あ
る
地
方
の
巡
回
裁
判
所
で
「
あ
る
期
日

以
前
にnisi prius

（
聴
聞
が
）
行
わ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
」
ロ
ン
ド
ン
に
陪
審
員
た
ち
が
出
頭
す
る
よ
う
に
と
命
令
す
る
シ
ェ
リ
フ
名
義
の
「
礼

状
」（w

rit
）
の
「
最
初
の
二
文
字
」
が
こ
の
名
称
の
由
来
で
あ
る
。
陪
審
の
後
、
一
度
、
原
審
の
地
方
巡
回
裁
判
所
に
差
し
戻
さ
れ
た
後
、
も
う

一
度
財
務
府
裁
判
所
へ
上
告
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。
一
八
七
三
年
の
司
法
改
革
以
後
は
、
す
べ
て
の
民
事
裁
判
は
こ
の
「
ナ
イ
サ

イ
・
プ
ラ
イ
ア
ス
」
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
須
と
な
り
、
か
つ
管
轄
が
、「
王
座
部
」
へ
と
移
行
し
そ
の
管
轄
権
の
俗
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

（
xxxvi
）　

原
典
で
はW

angerow
と
あ
る
が
、V

angerow

で
誤
植
で
あ
り
、
音
韻
か
ら
く
る
ダ
イ
シ
ー
本
人
の
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
カ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウK
arl P

hilipp A
dolph von V

angerow
 

（June 5, 1808 ‒ O
ctober 11, 1870

）
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル

ク
及
び
ハ
イ
デ
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
ロ
ー
マ
法
教
授
。
一
八
四
〇
年
以
降
、
死
の
一
八
七
〇
年
に
至
る
ま
で
三
〇
年
間
ハ
イ
デ
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
ロ
ー

マ
法
教
授
を
務
め
た
。
一
九
世
紀
後
半
を
代
表
す
る
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
者
の
一
人
。
彼
の
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
教
本
』
は
ア
ル
ン
ツ
や
ウ
ィ
ン
ト

シ
ャ
イ
ト
の
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
教
本
』
と
同
様
に
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
英
国
の
ロ
ー
マ
法
学
者
に
は
広
く
読
ま
れ
た
。

（
xxxvii
）　

イ
タ
リ
ア
の
国
際
法
学
者
で
あ
り
政
治
家
パ
ス
ク
ア
ー
レ
・
ス
タ
ニ
ス
ラ
オ
・
マ
ン
チ
ー
ニP

asquale S
tanislao M

ancini 

（M
arch 17, 

1817 ‒ D
ecem

ber 26, 1888

）
へ
の
言
及
か
。
ナ
ポ
リ
大
学
の
教
授
を
務
め
た
。
一
九
〇
四
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
機
関
と
し
て
受
賞
し
た
ベ

ル
ギ
ー
の
「
国
際
法
機
関
」（Istituto di diritto internazionale

）
の
初
代
所
長
も
務
め
た
。

（
xxxviii
）　

ヨ
ー
ハ
ン
・
カ
ス
パ
ー
・
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
（
本
邦
で
は
上
記
の
音
で
通
用
し
て
い
る
。
今
回
、
調
べ
た
限
り
実
際
の
発
音
は
ブ
ル
ン
シ
リ
や
ブ

ル
ン
シ
ュ
リ
に
近
い
が
、
確
信
を
持
て
な
い
の
で
慣
用
に
従
う
。）Johann C

aspar 

（also K
aspar

） B
luntschli 

（M
arch 7, 1808 ‒ O

ctober 

21, 1881

）
は
ス
イ
ス
の
法
学
者
で
あ
り
政
治
家
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
石
鹸
・
蝋
燭
工
場
主
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
同
地
の
「
政
治
学
院
」

（P
olitische Institut

）
を
卒
業
後
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
と
ボ
ン
大
学
で
学
び
一
八
三
〇
年
に
法
学
博
士
号
を
取
得
。
同
年
、『
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
市
憲

法
論Ü

ber die V
erfassung der S

tadt Z
ürich 

（1830

）』
と
『
民
衆
と
主
権
者D

as V
olk und der S

ouverän 

（1830

）』
を
相
次
い
で
出
版
、

一
八
三
七
年
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
議
会
の
議
員
と
な
る
。
一
八
四
八
年
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
憲
法
学
教
授
に
就
任
し
、『
国
家
学
概
説

一
三
八



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
三
九
）

A
lgem

eines S
taatsrecht 

（1851-1852

）』『
近
代
国
家
論 L

eh
re vom

 m
od

ern
en

 S
taat 

（1875-1876

）』
を
出
版
す
る
傍
ら
法
改
革
を
手
が

け
『P

rivatrech
tlich

es G
esetzbu

ch
 fü

r d
en

 K
an

ton
 Z

ü
rich

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
州
私
法
法
典
』（1854-1856

）
も
出
版
。
一
八
六
一
年
に
は
、

ハ
イ
デ
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
『
国
家
法
』
教
授
に
就
任
、『
一
般
国
法
学
及
び
政
治
史G

eschichte des algem
einen S

taatsrechts und der 

P
olitik 

（1864

）』
を
出
版
、
一
八
六
六
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
戦
争
に
際
し
て
は
『
近
代
戦
争
法D

as m
oderne K

riegsrecht 

（1866

）』『
近
代
万
民
法D

as m
od

ern
e V

ölkerrech
t 

（1868

）』
な
ど
国
際
公
法
に
ま
で
著
作
を
出
版
し
た
。
上
述
の
マ
ン
チ
ー
ニ
と
同
じ
く
ベ

ル
ギ
ー
の
ゲ
ン
ト
に
一
八
七
三
年
に
設
立
さ
れ
た
「
国
際
法
機
関
」
の
設
立
者
の
一
人
で
も
あ
る
。

（
xxxix
）　J. W

. C
airns, “Institutional W

ritings in S
cotland R

econsidered”, Jou
rn

al of L
egal H

istory, 4 

（1983

）, pp. 76-117.

角
田
猛
之

「
近
代
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
思
想
研
究
：L

ord S
tair

の
法
思
想
（
一
）」『
中
亰
法
學
』、19 

（2

）（1984

）, pp. 1-24,

「
近
代
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法

思
想
研
究
：L

ord S
tair

の
法
思
想
（
二
）」『
中
亰
法
學
』、19 

（3

）（1985

）, pp. 22-50.

角
田
論
文
（
一
）
に
お
い
て
は
、institutional w

riter

の
語
は
英
語
の
ま
ま
で
、
訳
語
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

（
xl
）　D

avid H
um
e 

（1757-1838

）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
を
ユ
帝
『
法
学
提
要
』
の
ス
キ
ー
ム
に
準
じ
て
包
括
的
に
叙
述
し
たInstitutional 

w
riter

の
一
人
。
同
時
代
の
同
姓
同
名
の
哲
学
者D

avid H
um
e 

（1711-1776

）
と
区
別
す
る
た
め
に
、
通
常
こ
ち
ら
は
、「
バ
ロ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ム
」

と
称
さ
れ
る
。
哲
学
者
のD
avid H

um
e

の
甥
に
当
た
る
。
一
七
八
六
年
か
ら
一
八
二
二
年
ま
で
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
教
授

（P
rofessor of S

cots L
aw

）
を
務
め
る
。
主
著
は
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
判
例
集
』R

eports of D
ecisions, 1781-1822

の
他
、
こ
こ
で
言
及
さ

れ
て
い
るC

om
m

en
taries on

 th
e L

aw
s of S

cotlan
d

 respectin
g C

rim
es 

（1797-1800

）。

（
xli
）　

ジ
ョ
ン
・
ア
ー
ス
キ
ンJohn E

rskine of C
arnock 

（1695-1768

）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
名
門
ア
ー
ス
キ
ン
家
に
生
ま
れ
、
一
七
一
九
年
に

法
曹
資
格
取
得
、
一
七
三
七
年
か
ら
一
七
六
五
年
ま
で
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
のP

rofessor of S
cots L

aw

を
務
め
た
。
主
著
は
、P

rin
ciples of 

th
e L

aw
 of S

cotlan
d

 in
 th

e ord
er of Joh

n
 M

acken
zin

e’s In
stitu

tion
s of th

at L
aw
, 

（1754

）。
こ
れ
は
一
九
二
〇
年
代
ま
で
ス
コ
ッ
ト

法
の
標
準
的
な
教
科
書
と
し
て
版
を
重
ね
、
利
用
さ
れ
た
。
晩
年
に
は
四
巻
組
の
よ
り
大
部
のT

h
e In

stitu
tes of th

e L
aw

 of S
cotlan

d

に
も

着
手
し
て
お
り
彼
の
死
後
、
一
七
七
二
年
に
出
版
さ
れ
、
一
八
七
〇
年
に
は
第
八
版
を
数
え
た
。

角
田
猛
之
「
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
ス
キ
ン
の
法
概
念
論
」（
内
容
は
英
文
原
稿
：JH

O
N
 

（
※
マ
マ
） E

R
S
K
IN
E

’S
 C
O
N
C
E
P
T
 O
F
 L
A
W
: 

一
三
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
四
〇
）

B
A
S
E
D
 O
N
 “A
N
 IN
S
T
IT
U
T
E
 O
F
 T
H
E
 L
A
W
 O
F
 S
C
O
T
L
A
N
D

” 

（8th. ed. 1871

））『
中
亰
法
學
』、23 

（1

）（1989

）, pp. 1-31.
（
xlii
）　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
ベ
ルG

eorge Joseph B
ell 

（26 M
arch 1770 ‒ 23 S

eptem
ber 1843

）
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
実
務
法
曹

（advocate

）
で
あ
り
、
法
学
者
。
一
八
二
二
年
か
ら
一
八
四
三
年
ま
で
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
の
ス
コ
ッ
ト
法
教
授
（P

rofessor of S
cots L

aw

）
を

務
め
た
。
一
八
〇
四
年
に
彼
はA

 T
reatise on

 th
e L

aw
 of B

an
kru

ptcy in
 S

cotlan
d

を
出
版
し
た
が
こ
れ
を
増
補
・
加
筆
し
た
の
が

一
八
二
六
年
のC

om
m

en
taries on

 th
e L

aw
 of S

cotlan
d

 an
d

 on
 th

e prin
ciples of M

ercan
tile Ju

rispru
d

en
ce

で
あ
る
。
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
海
を
越
え
て
、
同
作
品
は
ア
メ
リ
カ
法
の
創
成
期
の
法
学
者
、
ケ
ン
ト
や
ス
ト
ー
リ
ー
に
絶
賛
を
受
け
た
。

一
八
三
一
年
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
最
高
裁
の
裁
判
長
に
任
命
さ
れ
る
。
ア
ー
ス
キ
ン
と
同
名
のP

rin
ciples of th

e L
aw

 of S
cotlan

d

も
出
版

し
て
お
り
、
長
い
間
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
標
準
的
教
科
書
と
し
て
読
ま
れ
た
。
ダ
イ
シ
ー
が
強
調
し
て
い
る
「
原
則
」principles

と
い
う
言

葉
が
題
名
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
さ
れ
た
い
。

（
xliii
）　

テ
オ
ド
ア
（
シ
オ
ド
ア
）・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ワ
イ
トT

heodore W
illiam

 D
w
ight 

（July 18, 1822 ‒ June 28, 1892

）.

ア
メ
リ
カ
の
法
律

家
で
あ
り
教
育
家
。
古
典
学
の
教
師
と
し
て
働
い
た
後
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
法
学
を
学
び
一
八
四
五
年
に
法
曹
資
格
。
一
八
四
二
年
か
ら
一
八
五
八
年

ま
で
ハ
ミ
ル
ト
ン
大
学
で
、
法
学
、
歴
史
学
、
政
治
学
、
社
会
経
済
学
の
教
授
と
し
て
働
い
た
後
、
一
八
五
八
年
に
新
設
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
「
法
学
部
」
に
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
が
、
一
八
七
三
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
改
変
・
拡
大
化
さ
れ

る
ま
で
同
校
の
唯
一
の
教
授
で
あ
っ
た
。
謂
わ
ば
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
生
み
の
親
で
あ
る
。
ド
ワ
イ
ト
・
メ
ソ
ッ
ド
と
言
わ
れ

る
法
学
教
育
を
実
践
し
、
理
論
書
の
学
習
、
判
例
学
習
、
模
擬
裁
判
の
三
者
を
組
み
合
わ
せ
た
一
種
の
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
を
展
開
し
て
い
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
の
教
育
改
革
が
ラ
ン
グ
デ
ル
の
「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
」
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ロ
ー
・
ス

ク
ー
ル
の
教
育
改
革
は
ほ
ぼ
同
年
代
の
ド
ワ
イ
ト
に
よ
り
推
進
さ
れ
た
と
言
え
る
。
ラ
ン
グ
デ
ル
よ
り
四
歳
年
長
で
あ
る
。

（
xliv
）　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
卒
業
生
ナ
ー
サ
ン
・
デ
ー
ンN

athan D
ane

の
寄
付
に
よ
っ
て
一
八
二
九
年
に
設
立
さ
れ
た
教
授
位
で
、
最
初
のD

ane 

P
rofessorship

に
デ
ー
ン
自
身
が
ス
ト
ー
リ
ー
を
名
指
し
で
任
命
し
た
こ
と
で
も
有
名
。
一
八
二
七
年
時
点
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス

ク
ー
ル
は
教
師
一
人
、
生
徒
一
人
に
ま
で
衰
退
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
教
授
位
の
設
立
と
ス
ト
ー
リ
ー
の
努
力
で
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・

ス
ク
ー
ル
の
教
育
は
蘇
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
「
寄
附
行
為
」
に
関
し
て
は
、
当
時
のT

h
e A

m
erican

 Ju
rist an

d
 L

aw
 M

agan
ize, 2 

一
四
〇



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
一
四
一
）

（1829

）, pp. 189-192

に
詳
細
が
語
ら
れ
る
ほ
か
、
ス
ト
ー
リ
ー
自
身
の
就
任
記
念
論
文
が
小
冊
子
で
、Joseph S

tory, A
 d

iscou
rse pron

ou
n

ced
 

u
pon

 th
e in

au
gu

ration
 of th

e au
th

or, as D
an

e P
rofessor of L

aw
 in

 H
arvard

 U
n

iversity, on
 th

e T
w

en
ty-F

ifth
 D

ay of A
u

gu
st, 

（B
oston, 1829

）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
参
照
可
能
で
あ
る
。

（
xlv
）　

経
歴
か
ら
推
察
す
る
に
オ
リ
バ
ー
・
ウ
ェ
ン
デ
ル
・
ホ
ー
ム
ズ
（
※
ホ
ウ
ム
ズ
と
も
）O

liver W
em
dell H

om
es Jr.

の
こ
と
。
一
八
八
二
年

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
に
就
任
。
同
年
か
ら
一
八
九
九
年
ま
で
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
高
裁
判
所
裁
判
官
に
就
任
し
て
い
る
の
で
ダ
イ
シ
ー
の
記

述
が
正
確
な
ら
一
八
八
二
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
当
論
文
の
「
前
年
」
の
こ
と
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年
の
ブ
ラ
イ
ス
と
の
ア
メ
リ
カ
旅
行

に
際
し
て
、
ダ
イ
シ
ー
の
従
兄
弟
の
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
紹
介
で
ホ
ー
ム
ズ
は
ダ
イ
シ
ー
と
会
っ
て
お
り
、
友
人
関
係
に
あ
る
。
上
の
ボ

ズ
ウ
ェ
ル
の
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ダ
イ
シ
ー
の
当
論
文
で
は
、「
良
く
知
っ
て
い
る
人
物
の
今
現
在
の
話
」
を
「
遠
い
過
去
の
伝
説
の
よ
う

に
話
す
韜
晦
」
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
xlvi
）　

こ
の
特
別
記
念
講
義
が
な
さ
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
オ
ー
ル
・
ソ
ー
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
（A

ll S
ouls C

ollege

）
の
事
。
ダ
イ
シ
ー
の

就
任
し
た
「
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
教
授
位
」
は
オ
ー
ル
・
ソ
ー
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
付
属
の
教
授
位
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
現
在
で
も
学
生
は
一
人
も
所
属
し

て
お
ら
ず
、
学
者
の
み
が
所
属
し
て
お
り
、
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
中
で
も
、
あ
る
種
特
殊
な
閉
鎖
性
の
高
い
特
権
的
「
学
寮
」（college

）
で
あ
る
。

（
xlvii
）　
「
か
の
偉
大
な
る
注
釈
者
」（the great com

m
entator

）
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
主
著
『
英
法
釈
義
』
か
ら
の
「
二
つ
名
」
で
あ
る
。
離
任

記
念
論
文
で
も
同
一
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。

（
xlviii
）　

こ
の
一
文
に
、
二
六
年
後
の
離
任
記
念
論
文
「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
の
『
英
法
釈
義
』」
に
よ
る
ダ
イ
シ
ー
の
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
評
価
が
端
的
に

濃
縮
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
ダ
イ
シ
ー
の
見
解
に
強
い
整
合
性
が
見
ら
れ
る
。

一
四
一




